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■第一話　戌いぬ威い小さ夜よの憂ゆう鬱うつ







「くそ、スギの野郎。あからさまに反則しやがって」

　水曜日の昼休み。

　オレこと倉くら田た優ゆう樹きは、ジャージ姿で保健室へ向かっていた。

　さきほど体育のサッカーで悪友のスギこと大おお杉すぎ太た一いちが派手にスライディングをしてきたせいで、転倒して右ひじを切ったためだ。

　滲にじむ血がジャージに付かないよう注意しながら、保健室の扉に手をかける。

『きゃぁぁぁあぁあッ！！！』

「!?」

　部屋から少女の悲鳴。

　慌てて扉を開くと、そこには――

「小夜ちゃん!?」

「優兄さん!?　どうしてここに！」

　オレの婚約者で、犬いぬ神がみ一族の戌いぬ威い小さ夜よちゃんがいた。

　彼女は今年で十四歳になる中学生だ。

　良家のお嬢さまにも拘かかわらず炊事洗濯家事全般が得意で、最近ではほぼ完かん璧ぺきな腕前の和食に加えて、中華料理などの練習もしている。

　性格は控えめで、いつも笑顔を絶やさず、オレを陰から支えてくれる。

　そんな才色兼備で、大和撫子なでしこの彼女がなぜ――

「それはこっちの台詞せりふだよ！　どうして高校の保健室に、中学生の小さ夜よちゃんがいるんだよ！　しかもどうしてパンツ姿なんだよぉぉおぉぉッ！！！」

　彼女の側にあるイスに中学の制服、白いブラジャーと靴下が丁寧に畳まれ置かれていた。

　シミひとつない真っ白な肌が、腰まで流れた黒髪をより一層キレイに引き立てる。

　血色のいい桃色のほほに紅色の唇。

　さらに中学生にはありえないほどに巨乳で、形もキレイだ。

　パンツは可愛かわいい白だった。

「い、いや！　ダメ、優兄さん見ないでください！」

「ご、ごめん！　その、別に覗のぞくつもりは！」

　自分がほとんど裸みたいな姿なのを思い出したのか、お腹を腕で隠しその場にしゃがむ。

（でも、普通は胸や下を手で隠すんじゃないか？　それに小夜ちゃんがオレに見られてこんなに嫌がるなんて、なんか変だな）

　自慢じゃないが、彼女はオレにベタ惚ぼれで、色仕掛けされたこともある。












　恥ずかしがりはするが、ここまで拒絶されたのは恐らく初めてだ。

「あっ！　ごめん！　それより小さ夜よちゃんも早く何か羽織って！」

「いや、来ちゃダメです！」

　脱いで手に持っていたジャージの上着を、明後日あさつての方角を向きながら渡そうとする。

　しかし彼女は下着姿のまま逃げ出す。

「どうしたの小夜ちゃん!?　やっぱりなんかおかしいよ!?」

「ふぇぇぇッ！　やっぱり優兄さんの目から見てもおかしくなってるんですね！」

「いや、だから、どうしたの!?　話が噛かみ合あってない気がするんだけど！」

「優兄さん、お願いです！　全すべてを忘れて出て行ってください！」

　彼女を追いかけ、気付けば互いにもみ合いベッドに倒れた。

　小夜ちゃんに覆い被かぶさる形で、ようやく彼女は逃げるのを止やめる。

「どうしたんだよ、小夜ちゃん！　何があったんだ！」

「優兄さん、後生です。放ほうって置いてください」

「小夜ちゃんがどっかおかしいって分かってて、放っておける訳わけないだろ！　だって、オレは小夜ちゃんの……」

　台詞せりふが途中で止まる。

「「「「…………」」」」

　なぜなら保健室の入り口からの視線に気が付いたからだ。

　全部で四つ。

「二人とも何してるの？」

　まず最初に口を開いたのは、オレの幼なじみで、もう一人の婚約者、猫ねこ又また一族の猫ねこ柳やなぎ愛め芽いだ。

　ハチミツ色の髪をツインテールに結び、首には鈴付きチョーカーをつけている。

　こちらを睨にらむ目つきは肉食獣のごとく鋭いが、その造形は百万のバラが霞かすむほど美しい。

　身にまとう城南中学の制服はワンピース型のセーラー服姿で裾すそとオーバーニーソックスが、絶対領域を形成している。

　彼女は怒りを必死に押さえ、ほほはひくひくと痙けい攣れんをおこしていた。

「しかも小夜ちゃんは、裸だしシーツに赤い血が付いてるし」

　次に口をきいたのは兎うさ月つきありすだった。

　彼女は因幡いなば一族と人間のハーフで、ある事件を起こし現在はその罪を償うためオレの個人的なメイドとして側にいる。

　現在はメイド服ではなく、城南高校のジャージと紺色のブルマー姿だ。

　女子はさきほどまで男子とは別に体育館でバレーボールだったはずだ。

　オレが怪け我がをして保健室に行ってると聞いて、様子を見に来てくれたのだろう。

　だが、現在の彼女は心配しているというか、怒りの表情を浮かべていた。

　緩いウェーブのかかった長い髪、すらりと伸びた白い足。ほっそりした腕を組んで見下ろしている。

「……お兄ちゃん、最低、キモチワルイ」

　四人の中で一番年下の天てん狐こ一族、狐きつね火び久遠くおんが、最低最悪のゴミ虫を見るような目を向けてくる。

　彼女は焼き菓子みたいなキレイな焦げ茶色の髪を、左右ふたつに分けている。

　肌は白桃のように白く艶あでやかで、まるで人形みたいに可愛かわいらしい少女だ。

　そんな少女に軽けい蔑べつの視線を向けられるのは正直こたえる。

「ゆうくん、嫌がる小さ夜よちゃんを押さえつけて、は、初めてを学校で奪うなんて最低だよ！」

　最後に一番胸の大きい千ち影かげそらが、涙目で威嚇してきた。

　四し生しよう楼ろうの一角、千ち影かげ一族の長で、現在の日本で一番強い陰おん陽みよう師じでもある。

　彼女も上はジャージ、下はブルマー姿だった。

　みんなに指摘されてようやく気付く。

　ベッドに下着姿で押し倒された涙目の小夜ちゃん。

　その上に覆い被かぶさるオレ。

　しかも、もみ合いでズボンが下がっていた。

　さらに肘ひじの血が、真っ白なシーツに付く。

　その血の痕あとがちょうど、小夜ちゃんの股またの間だった。

「ひく、ぐすっ、うぅうぅ……」

　しかも彼女は泣いていた。

　覆い被さったまま、手のひらを愛め衣いたちへと突き出す。

「いや、ちょっと待ってくれ、これは、あれっぽいけど、まったくもって違うんだ。つまり、オレは無実で、冤えん罪ざいだ！　だから、ちょ！　どうしてみんなして拳こぶしを固めるの!?　ねぇ！　お話聞い――」

「「「「このダメ人間！！！」」」」

「うぎゃぁぁぁぁぁぁあぁぁっッ！！！！！！」

　愛衣たちに殴られ、ベッドとカーテンを巻きこみ、オレは保健室の反対側まで殴り飛ばされた。





　◇






　翌日の木曜日、放課後。

　オレたちは学校が終わると、そろって戌いぬ威い家へと向かった。

「なるほど、中学保健室の消毒液が切れてたから、小さ夜よちゃんがわざわざ高校の保健室に借りに来たのか」

「けど、いつまで経っても戻ってこないから久遠くおんと二人で様子を見に行ったら、途中でありすさんとそらさんに会ったの」

「ワタシたちはユウキが怪け我がしたって聞いたから」

「で、小夜ちゃんを間違って押し倒しているところを運悪く目撃しちゃったわけね」

　昨日の昼休み。

　保健室事件の後あと、小夜ちゃんは早退すると倉くら田た家には戻らず戌威家へ帰ってしまった。

　携帯に電話やメールをしたが返事は『心配しないでください』の一点張り。

　その言葉を信じて、一日様子を見たが今日は学校まで休んだ。

　愛め衣いが殺気の篭こもった鋭い目で睨にらんでくる。

「ねぇ、優ゆう樹き。本当に小夜ちゃんに何もしてないんでしょうね？」

「だから、何度も言ってるだろ！　保健室に入ったら小夜ちゃんが下着姿で、ジャージの上着を貸そうとしたら突然逃げて、追いかけたらもつれあってベッドに倒れたんだよ！」

「本当に？」

「いや、実は無理矢理、押し倒して……」

「殺す！」

「冗談です！　ちょっと空気を無視してからかおうとしただけです！」

「本当は小夜ちゃんを襲ったんでしょ！　だから小夜ちゃんは家を出て戌威家に戻ったり、学校を無断で休んだりしたんでしょう！　きっと優樹が嫌がる小夜ちゃんを無理矢理ベッドに押し倒して○○○って、×××を□□ったあげく※※※になった――むごむご！」

「愛衣、往来で人聞きの悪いこと言うな！」

　そんな会話を聞き流しながら、兎うさ月つきありすが疑問を口にする。

「でも変よね。小夜ちゃんがユウキに押し倒されたぐらいで家を出たり、学校を休んだりするなんて」

「……普段なら嬉き々きとして既成事実を作るはず」

　久遠が静かに同意する。

「小夜ちゃんも酷ひどい言われようだな。だから、その原因を知るために会いにいくんだろ？」

「それは分かるけど、ねぇ～ゆうくん、この坂どこまで続くの？　そら、疲れちゃったよ」

　小夜ちゃんの家は長い坂の頂上にある。

　そのため延々と坂を登らなければならないのだ。

「もうすぐだよ。ほら、引っ張ってやるから頑張れ」

「わぁ～い、ありがとう！　ゆうくんは優しいから、大好き♪」

「うぉっ！」

　そらは腕にしがみつき奇跡的なバスト――略してせきにゅうを押し付けてきた。

　肘ひじに当たる柔らかい感触。しかし、ただ柔らかいだけではなく、ブラと制服の布越しでも分かるほどぷるるん！　と張りがある。

　あぁ、激しく動けば上下左右さらに斜め上下という三次元空間を浮遊しながらさらに一瞬触れあいぶつかりあった時にその豊かさ柔らかさでこの世の感動と至福を味わわせてくれる千ち影かげそらの胸を神の奇跡！　人類の至宝！　宇宙の真理！　と断言せずして何と言えばいいと言うんだ！！！

「どうしたのゆうくん？　涙を流しながらガッツポーズして」

「大丈夫、気にしないでくれ。ただちょっと目から心の汗が流れてるだけだから」

　そんな会話を交わしていると、今度はありすがその場に座りこむ。

「あれ、なんだかワタシも疲れたかも」

「そこ！　嘘うそっぽく演技するな！」

「……歩きすぎて足が痛い」

「久遠くおんまで！」

「もうみんな、ふざけないでよ！　そんなんじゃ日が暮れても小さ夜よちゃん家ちに着かないじゃない！」

　愛め衣いの叫びを聞いても、みんなはオレの手を離そうとはしなかった。




　久しぶりに来る小夜ちゃんの家。

　あらためてその大きさに圧倒される。

　彼女の家は長い塀に囲まれ、奥に見える家は時代劇にそのまま武家屋敷で使えそうなほど立派で趣がある。

　インターホンを押す。

　門の脇わきにある一回り小さな扉が開く。

『ひぃッ！』

　その場に居た全員が、喉のどから擦り切れた悲鳴をあげた。

「いらっしゃい、待ってたよ」

　出迎えてくれたのは小夜ちゃんの叔父、戌いぬ威い賢けん悟ごさんだ。

　その賢悟さんの様子がおかしい。

　頭ず蓋がい骨こつに皮膚を直接張り付けたように痩やせこけ、唇はからからに渇いていた。

　目は泣きはらしたのかタラコより赤くはれあがっている。

「……ッ」

　一同の中でも久遠くおんがひときわ怯おびえている。

（久遠と賢けん悟ごさんの初対面は最悪だったからな……）

　その反応に、やつれた賢悟さんが傷ついた表情を浮かべたが、すぐに微笑ほほえむ。

「わざわざ小さ夜よのお見舞いにきてくれてありがとうね」

「賢悟さん、見舞いって……やっぱり体調を崩してるんですか？」

「いや、そういう訳わけじゃないんだ。突然帰ってきたと思ったら部屋に篭こもって出てきてくれないんだよ。しかも昨日から食事どころか、水すら飲んでくれないし。うっ、うぅうぅぅ～小夜、小夜ぉ～。いったいどうしたんだ。うぅうぅ～」

「賢悟さん……」

　彼は枯れ果てた体から涙を絞り出し、嗚お咽えつをあげる。

　どう声をかければいいか分からず、慰めの言葉を探していると、

「優ゆう樹きくん、君、小夜に何かしたんじゃないのか？」

「へぇ？」

「そうだ！　きっとそうだ！　優樹くんが小夜を傷つけたんだね！　うぉおおぉ！　君ってやつは！」

「ちょ、賢悟さん誤解ですって！　何もしてませんよ！」

「嘘うそをつくな！　この野郎！　僕の金星ビーナスを汚したブラックホールが！　殺してくれる！」

　賢悟さんは胸ぐらを掴つかむと、前後に激しく揺らす。

　やばい！　ストッパー役の小夜ちゃんがいないから、暴走した賢悟さんを止める人がいない！

　このままでは本当に殺されてしまう！

「……お、お兄ちゃんから手を離してください！」

　意識が遠くなりかけた時、背中に隠れていた久遠が怯えながら、オレと賢悟さんの間に体ごと割って入る。

　彼女はオレを背後に隠し、賢悟さんを睨にらみ付つけた。

　その視線に彼は我を取り戻し、慌てて謝罪の言葉を告げる。

「ご、ごめんよ優樹くん。ちょっと興奮しちゃって。久遠ちゃんもごめんね、変なところを見せてしまって」

「…………」

　久遠は答えず、いまだ涙目で賢悟さんを警戒する。

　どうやら前回の事件で、賢悟さんは久遠に頭が上がらないようだ。

「とにかく立ち話もなんだし、上がってくれ。そして、できればどうして小夜が引きこもっているのか、その原因を突き止めてくれないか？」

「もちろんです。そのために来たんですから！」

　後ろを振り向くと愛め衣いたちも、力強く頷うなずく。

　賢けん悟ごさんが門をくぐり、先導する。

　門から母屋までは少し歩かなければいけない。

　その道を示すように庭には石が埋めこまれている。

　広々とした庭には池があり、朱色の橋が架かっていて、一匹数百万円する鯉こいが泳いでいるらしい。

　池の反対側には竹林がある。

　その奥には茶室があるらしい。

　これほど広くても戌いぬ威い家が持っている屋敷の中では小さい部類に入るというから驚きだ。

　玄関の引き戸を賢悟さんが開けてくれる。

「おじゃまします」

　挨あい拶さつの後あと、みんなも続いて声をあげ家へと上がる。

「それじゃ僕は奥にいるから」

「賢悟さんは一緒に行かないんですか？」

「こういう時は若い人たちだけの方がいいだろう？　何かあったら声をかけてくれ」

　賢悟さんは一度久遠くおんに視線を向ける。

　しかし彼女はすぐにオレの背後へと隠れた。

「それじゃ、また後で……はぁ」

　悲しそうな溜ため息いきを漏らし、とぼとぼと廊下の奥へと姿を消す。

　オレたちは彼の背中を見送ると、小さ夜よちゃんの部屋へ向かった。




　古い日本家屋のため、小夜ちゃんの部屋は鍵かぎがかけられない。

　しかし突然部屋に上がりこむほど厚顔無恥ではない。

　オレが代表して最初に声をかけた。

「小夜ちゃん、優ゆう樹きだけど今大丈夫？」

『優兄さん!?　ど、どうしてここに！』

「小夜ちゃんオレの家を出て、今日学校も休んだだろう？　だから心配で。オレだけじゃなくて愛衣やありす、久遠、そらも来てるよ」

『皆さん来てくださってありがとうございます。ですが、心配ありませんのでどうかお帰りください』

　そんな会話に愛衣が痺しびれを切らす。

「小夜ちゃん！　ここまで来て帰れるわけないでしょ！　とにかく面と向かって話し合いましょう。開けるわよ」

『愛衣ちゃん！　開けちゃダメです！』

　しかしもう遅い。

　愛め衣いは障子を開け部屋へ入る。

　小さ夜よちゃんの部屋は相変わらず物が少ない。

　大きめのタンスに、本棚、デスクトップパソコン。

　文机の前には座ざ布団ぶとんが置いてある。

　その部屋のほぼ中心に布団がしかれていた。

　小夜ちゃんは布団を頭からすっぽり被かぶり頑なに顔を合わせようとしない。

「わぁー凄すごい丸まってるね。アルマジロみたい」

「ちょっとは雰囲気を察しようぜ」

　布団を被ってまん丸になった小夜ちゃんを前にしたそらの天然発言を無視して、愛衣が声をかける。

「どうしたの小夜ちゃん!?　本当にどこか具合が悪いの！」

『大丈夫です、膏こう肓こう之の疾しつなどではありませんから！　どうかお帰りください！』

「どうして話してくれないの？　わたしたち親友でしょ？　もし何かあるなら素直に話してよ。どんなことでも見捨てたり、軽けい蔑べつしたりなんかしない！　絶対に力になるから！」

『愛衣ちゃん……』

　もしかしたら一番心配していたのは、彼女なのかも知れない。

　小夜ちゃんとは親友で、オレの知らない悩みや苦しみを打ち明け一緒に乗り越えてきたはずだ。

　そんな彼女が今回に限ってその悩み、問題を打ち明けてくれない。

　心配するなという方が無理な相談だ。

『愛衣ちゃん……たしかに私たちは親友同士です。けど！　今回の件に関し――』
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「「「「…………」」」」

　盛大にお腹が鳴る。

　その音源は明らかに丸まった布団の下から聞こえてきた。

　たしか賢けん悟ごさんが言ってたっけ、

『昨日から食事どころか、水すら飲んでくれない』と。

「ふむふむ、ほうほう、へぇ～なるほどね。これが小夜ちゃんの引ひき籠こもった原因か」

　ありすが一人呟つぶやく。

　みんなの視線が彼女に集まる。

　ありすは部屋に入るとすぐ机に置かれていた女性誌を手に取りぺらぺらと捲めくっていた。

「……ありすお姉ちゃん？」

「ありす、原因が分かったのか？」

　オレと久遠くおんが、仲良く疑問符を口にする。

「きゃぁぁぁぁッ！　だ、ダメですありすさん、それをみんなに見せては！」

　丸まっていた小さ夜よちゃんが、布団をはねのけ姿をあらわすがもう遅い。

　ありすは悲鳴と制止を無視して女性誌を突き出す。

　小夜ちゃん、ありす以外のみんなが同時に読み上げた。

「「「「誰だれでもすぐにやせられる簡単ダイエット方法？」」」」

　女性誌特集ページのタイトルだ。

　そのページだけ開きやすいよう折り目が付けられている。

　髪が乱れ、心なしかやつれた長なが襦じゆ袢ばん姿の小夜ちゃんへ問いかける。

「もしかして小夜ちゃん……ダイエットしてるの？」

「!?」

　その問いに答えるように、再びお腹が大きく鳴り響いた。





　◇






　布団を片付け、パジャマ代わりの長襦袢姿から着物に着替えた小夜ちゃんが、観念して話をする。

「保健室の消毒液が切れていたので、高校の保健室にもらいに行ったんです。ですが、先生は不在で、勝手に持って行ってもいいか迷ってると壁に年齢・身長・体重の平均値のポスターが貼はってあったんです。それでつい、自分はどの程度か確認したくなり体重計に乗ったんです……そしたら」

「そしたら？」

「体重が全国一般平均を上回り、前回測った時より増えてたんです！」

　小夜ちゃんはわっと泣き出し、手で顔を隠しうずくまる。

「制服が重いのかと思って、脱いで測り直したのですが変わらず……そこに突然、優兄さんが入って来たので混乱してしまって」

「それで揉もみ合あってベッドに倒れたのね？」

　愛め衣いの確認に小さくうなずく。

「なるほど。だから下着姿だったのか。これで疑いは晴れたな。しかし、なんだ体重が増えただけか。たいした問題じゃなくてよかったよ」

「優兄さん!?　体重が増えたのは大問題ですよ！　なぜへらへらお笑いになっているんですか！」

「ユウキったら酷ひどい！」

「……お兄ちゃん、サイテー」

「もう、ゆうくんは本当に乙女心が分からないんだから！」

　まったく悪気はなかった。

　しかし、その一言で女性陣から強烈な集中砲火を浴びせられる。

　慌てて訂正する。

「ご、ごめん！　たしかに大問題だよな！　うん、大問題だよ！」

「やっぱりそうなんですね……優兄さんは太っている女性は大問題になるほどお嫌いなんですね」

「ちょっとユウキ！　小さ夜よちゃんを泣かせちゃダメじゃない！」

「……お兄ちゃん、酷い」

「もう、ゆうくんは本当に女心が分からないんだから！」

「どっちにしろ怒られるのかよ!?　だったらどう答えればいいんだよ！！！」

　世界の理不尽を歎なげくとある違和感に気付く。

「そういえば愛め衣いは何も言わないのか？」

「えっ？　うん、わたしも優ゆう樹きと同じ意見だから。別に体重が増えたぐらいたいした問題じゃないでしょ。むしろ、病気とか優樹に襲われてトラウマを抱えたとかじゃなくて安心したぐらいよ」

「何を仰おつしやってるんですか!?　むしろ、優兄さんに襲っていただいて傷物にされたほうがよかったです！」

「小夜ちゃん！　女の子がそんなこと言っちゃダメだよ！」

　フォローを入れていると、さらに愛衣が爆弾を投下する。

「わたしっていくら食べても太らない体質だから。騒ぐ気持ちが分からないのよね」




　ピシィッ。




　部屋の空気が液体窒素をかけたように凍結する。

　小夜ちゃん、ありす、久遠くおん、そらの順番に一段低いくぐもった声で反論した。

「へぇ～そうなんですか、愛衣ちゃんは太らない体質なんですか」

「でも、あれよね、ほら、愛衣ちゃんはまだ若いから新陳代謝がいいだけじゃない？」

「……理論的に栄養を摂取すれば脂肪は溜たまる。まれに基礎代謝が高い、空腸の腸ちよう絨じゆう毛もう、俗称柔じよう毛もうが小さく栄養吸収が遅いなどの太らない体質の者は存在するがほとんどはただの思いこみ」

「うんうん、久遠ちゃんの言うとおりだよ。食べたら太る。これは逃れられない咎とが。食べても太らないなんておとぎ話だよ」

　しかし愛め衣いは怯おびえもせず、

「嘘うそでも、思いこみでもないわよ。だって閉店後の余ったケーキを夕食後に食べても平気だったもの。多い時は三つぐらい食べたかな。それでも体重は変わらなかったし」

「そんな！」

「夕飯の後あとに、ケーキを三つも食べるなんて凄すごすぎよ！」

「……ありえない。理論上ありえない」

　そら、ありす、久遠くおんはまるで伝説を目の前で目撃したように驚きよう愕がくする。

　小さ夜よちゃんはというと、

「食べても太らない？　えっ、どういう意味ですか？　今のは日本語ですか？　私は一日飲み食いもしないで苦しんでいるのに、愛衣ちゃんは何を食べても太らないなんて……」

　彼女の背後に真っ黒な悪霊に似たオーラが立ちのぼる。

　一触即発の空気に耐えきれず、話題を変える。

「でも、ほら！　小夜ちゃん、全然太ったように見えないよ？　体重計の数字を読み間違えたんじゃないの？」

「それはありえません！　三回も針の位置と数字を確認したんですから！　三回も！」

　普段は落ち着いて大人おとなっぽいのに、興奮すると我を忘れるところは賢けん悟ごさんに似ているな。

　そんな感想を胸中で呟つぶやいていると、

「ふふふ、小夜ちゃん、ユウキの言うこともあながち間違いじゃないわよ」

「ありすさん！　何かご存知なんですか!?」

　彼女は立ち上がるとわざわざ机に座り、足を組む。

　芝居がかった調子で髪を大仰にかきあげた。

「くっくっくっ、ワタシは兎うさ月つきありす――けれどそれはこの現世の字あざな。我が魂の真ま名なは銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト。我が白き夜の下に存在するモノは、神すら秘密を暴かれる。ふっ、学舎の秘密を知覚することなど造作もないわ」

「まさかあの銀色世界シルバーワールドの銀ぎん姫ひめ!?　貴女のような高次元エーテル体がどうしてこの世界に顕現していらっしゃるんですか!?」

「まさか小夜ちゃんが『ＢＬＯＯＤＢＬＵＥブラツド・ブルー』ネタの返しをするなんて！　いつ観みたんだよ!?」

「ありすさんに薦められて、少しずつですが観てるんですよ。それより、ありすさん何かご存知なんですか？」

「小夜ちゃんが使った体重計って、高校の保健室にあった古いＬ字型の体重計でしょ？」

「はい、そうです」

「小さ夜よちゃんたち中等部組は知らないだろうけど、数日前から高校の保健室の体重計って針が狂ってるのよ。しかもちゃんと針が『０』を指すから、タチが悪いのよね」

「そ、そうだったんですか!?　寝耳に水です！」

「そらも知ってる！　保健室の先生が近いうちに買い換えるって言ってたよね」

「なんだ、そうだったんですか」

　話を聞いた小夜ちゃんが、ぺたりと座り安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

　久遠くおんが分かりづらいが、口元をかすかに弛ゆるませ、

「……よかったね、小夜お姉ちゃん」

「はい！　心配してくれてありがとうです、くーちゃん♪」

　さっきまで漂っていた凍った空気は溶け、春の息吹すら感じられる温かさを取り戻す。

（でも、保健室の体重計ってたしか……）

「では、せっかくですからあらためて体重を測ってみますね」

　小夜ちゃんは部屋を出ると、スキップする勢いで風ふ呂ろ場ばにある体重計へと向かう。

「あのさ、ありす」

「なに？」

「たしかあの体重計の狂いって、一昨日の朝には直されたはずだぞ。買い換えるのはやっぱりもったいないからって、スギが保健室の先生に頼まれて修理したって言ってた」

「……へ？」

　小夜ちゃんの姿はもうそこにはなかった。

『きゃぁぁぁぁっぁぁぁッ！』

　廊下の奥から少女の無惨な悲鳴が響き、聞こえてきた。




　戻ってきた小夜ちゃんは出ていった時とは真逆で、まるで歴史的な敗北をした敗残兵のようだった。

「優兄さん……そういう大切なことはもっと早く仰おつしやってください」

「ご、ごめんね」

「……お姉ちゃん」

　そんな落ちこんでいる小夜ちゃんに久遠が袖そでをひっぱり声をかける。

「……高校の保健室に張られていた全国平均年齢・身長・体重の表って何年前のだった？」

「どういう意味ですか？」

「……欧米式の食事が日本に入ってきて身長、体重は年々増加している。だから、お姉ちゃんが参考にした表が古い場合、意味がない」

「そうか！　小夜ちゃんが参考にしたデータが古かったら、太ってて当然なのか！」

「……お兄ちゃんの言うとおり」

　こくりと、久遠くおんが頷うなずく。

「でも、くーちゃん。最新の表なんてどこで確認できるんですか？」

「……ＰＣ借りる」

　小さ夜よちゃんが頷くと、久遠はＰＣを立ち上げる。

　検索エンジンを表示。

『厚生労働省』と打ちこみエンターキーを押す。

　厚生労働省から『日本人の体格（平均身長・平均体重）についての公的調査資料』の『平成二×年度　学校保健統計調査』を開く。

　そこから『年齢別　都市階級別　設置者別　身長・体重・座高の平均値及び標準偏差』というエクセルデータを開く。

「……これが最新の全国平均体重・身長の表」

「くーちゃん、凄すごいです！」

　小夜ちゃんは久遠を抱き締め、ほっぺたにキスをする。

　久遠は抵抗せず、むしろ嬉うれしそうにほほを赤く染めた。

「それでは早速確認させていただきますね。えっと、私の身長は……」

「たしか小夜ちゃんの身長って、ああ、平均より若干低いね」

　後ろからうろ覚えの身長を思い出す。

　体重はさすがに知らないから、何も言えないが。

「…………」

「小夜ちゃん？」

　彼女はあきらかにその動きを止めた。

「……お姉ちゃん？」

　小夜ちゃんはふらりと立ち上がり、部屋を出る。

　一分ほどで戻ってきたが、その手には日本刀が抜き身で握られていた。




「犬いぬ神がみ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎ・断だん鉄てつ剣けん！」




「さ、小夜ちゃん!?」

　日本刀が液晶画面を両断し、さらに机と畳まで真まっ二ぷたつにする。

　彼女は刀かたなから手を離し、今度はＰＣの電源ケーブルを引きちぎった。

　周囲の困惑する声を無視して彼女は、デスクトップ型ＰＣ本体を両手で抱えハンマー投げのように庭へと投げ捨てる。

「はぁ、はぁはぁ、はぁ、はぁ……」

　小夜ちゃんは投げ捨てた体勢のまま荒く息を吐く。

　肩を落とした背中から、彼女の笑い声が聞こえてきた。

「うふふ、うふふふふふふふふふふふふふ……」

「ちょ!?　小さ夜よちゃん！　大変だ！　小夜ちゃんが壊れた！」

　小夜ちゃんを落ち着かせるのに、数十分の時間を要する。

　部屋の空気は重く、誰だれも口を開かなくなる。

　そんな沈痛なムードを払ふつ拭しよくする高笑いが聞こえてくた。

『はーはっはっはっ！　はーはっはっはっ！』

「この声は賢けん悟ごさん!?」

　しかしその姿は部屋のどこにもない。

　久遠くおんはその声に怯おびえ、側にいたオレに抱きつき震える。

「……（ぶるぶる）」

「完全に久遠は賢悟さんがトラウマになってるな。大丈夫だよ。たまに無茶するけど、基本的にいい人だから」

　彼女を慰めるように何度も頭をなでる。

　高笑いが止やむと、押し入れのふすまが勢いよく開いた。

「みんな！　話は聞かせてもらったよ！」

「って、賢悟さん！　いつの間に入ったんですか!?」

「ふっ簡単なトリックだよ優ゆう樹きくん。天井裏を移動して、押し入れの天井板を外して入ったのさ」

「芥あくた川がわの小説を実践しないでください！」

　そんなツッコミも気にせず、賢悟さんが自慢げに胸をそらす。

「やれやれ優樹くんにも困ったものだね。婚約者のクセに気付きもしないなんてちょっと薄情じゃないか？　小夜は別に太った訳わけじゃないよ」

「どういう意味ですか？」

　愛め衣いが首を傾かしげる。

　賢悟さんは推理をする名探偵のようにさらなるヒントを提示する。

「小夜、ちょっと立ってくれないか」

　小夜ちゃんは言われたとおり立つ。

「さぁみんなじっくりと見てごらん。そこに答えがあるよ」

　その台詞せりふに、みんなの視線が集中する。

　しかし、これといって変わったところはないよな？

「おいおい、優樹くん。まだ分からないのかい？」

「すみません。分かりません……」

「やれやれ困った婚約者だ。優樹くん、もう少し男として精進するべきだよ。気付かないかい？　小さ夜よは成長期だから、身長が伸びてるんだよ！」

『!?』

　その場にいた全員が驚く。

　たしかに小夜ちゃんは中学二年生の成長期。

　身長が伸びるのは必然。

　身長が伸びればその分、体重が増えるのもまた必然！

「それは盲点でした。流石さすが、賢けん悟ごさん」

　オレの賛辞に、得意気げに鼻を伸ばす。

「まぁ僕は小夜を世界で、イヤ、銀河で一番愛しているからね！　そういうちょっとした変化でもすぐに気付いちゃうんだよね。ほんとすぐ気付いちゃうんだよなー。まいったなー、ほんとすぐ気付いちゃうんだよ！　どうしてかって？　そりゃ小夜を愛しているからさ！」

「賢悟叔父さん……そんなにも私を想っていてくださったんですね」

「当たり前じゃないか。僕は叔父だよ？　小夜を想わない時は一分一秒ありはしないよ」

　なぜだろう。本来は感動的な場面なのに犯罪的な狂気を感じるのは……。

「それじゃせっかくだし、小夜ちゃんの身長がどれだけ伸びたか測ってみましょう」

　と、ありすが提案する。

「体重の増加から考えて身長も三〇センチぐらいは伸びてるはずです！」

「小夜ちゃん……いくらなんでもそれはないって。ほとんど変わってないんだからせいぜい一、二センチぐらいだよ」

「うぅ～優兄さん酷ひどいです。ちょっとぐらい夢を視みてもいいじゃないですか」

「でも、身長ってどう測るの？」

　そらの一言に沈痛な目を彼女に向け、ため息をつく。

「天然、天然だとは思ってたけど、身長の測り方も知らないなんて……」

「ゆうくん！　そういう意味じゃなくて！　ここには身長を測る専門の器具がないでしょ？　だからどうやって測るのかなって」

「なるほど、たしかに保健室にあるような身長を測る器具とかないな」

「そのへんもぬかりはないよ。池が眺められる縁側の柱に子供の頃ころから小夜の身長を刻んでるからね。夏休み前に刻んだ傷があるからそれと比べてどれぐらい伸びたか比較すればいいんだよ」

「おお、なるほど！　さすが賢悟さん！」

「はっはっはっ！　まぁそれほどでもあるよ」

　賢悟さんは上機嫌に笑い、肩をばしばし叩たたいてくる。

　正直痛い。

　早速、オレたちは縁側へと移動した。

　そこの柱に小さ夜よちゃんの身長を長年刻んできた傷がある。

　その傷は何かの宗教的儀式かと疑いたくなるほど細かく刻まれている。

　短いモノでは間隔が二、三ミリというのもある。

　どんだけ賢けん悟ごさんは小夜ちゃんの身長を測ってるんだよ。

　だからこそ、彼女の身長変化に敏感に反応したんだろうが。

「それじゃ小夜ちゃんあの柱の前に立って」

「はい、分かりました優兄さん」

　小夜ちゃんは背中を柱に預け、アゴを引く。

　オレが代表して夏休み前に付けた柱の傷と比べた。

「!?」

「どうしたんですか、優兄さん？　早く、どれぐらい伸びたか教えてください」

「えっと、その、なんというか……」

「やっぱり一センチですか？　あっ、それとも三センチぐらい伸びてたとか♪」

「…………」

　オレが唾だ液えきを飲む音が屋敷中に響く。

　微笑ほほえんでいたみんなも、オレの表情変化に気付いたようだ。

　小夜ちゃんが微笑んだまま、光を失った瞳ひとみで再度尋ねてくる。

「……優兄さん。私はどれほど身長が伸びたんですか？」

「小夜ちゃんの身長は……一ミリも伸びてません」

「賢悟叔父さんのバカ！」

「ぐっふあぁぁッ！」

　賢悟さんが小夜ちゃんに投げられ、弧を描き庭にある池へとダイブする。

　水柱と共に池の鯉こいが登り龍りゆうの如くキレイに飛び上がり、再び池へと戻った。

「ふぇぇえ[image: ][image: ][image: ]ん、やっぱり太ったんです！　脂肪にまみれてしまったんです！」

　さすがに耐えきれず小夜ちゃんはついに泣き出す。

　彼女へかける言葉を見付けられず、オレたちは互いに視線を重ね合わせることしかできなかった。

「もういいんです、認めます、私は太りました。このままずっと太り続けるんです。犬いぬ神がみなのに雌豚になってしまうんです」

　彼女はぺたりと座りこみ、両手で顔を覆い泣き出す。

「優兄さんに愛していただくため料理や掃除洗濯、家事を覚え、教養を身に付け、理想の女性になるための努力をしてきました」

「小夜ちゃん……」

「その他ほかにも、好意を抱いてもらうため優兄さんのお部屋の枕まくらや壁、カバンや制服の裏地に私の写真を密かに縫いこんだり」

「えっ!?　うそ、マジで！」

　オレは通学鞄かばんを引き寄せ、カッターで内側の布地を切る。

　言葉通り、彼女の写真が隙すき間ま無なくびっしりと貼はられていた。

「毎日寝ている優兄さんに黒魔術の呪じゆ文もんを唱えかけたりなどしていたのに」

「たまに黒い頭ず巾きんを被かぶった女の子に追いかけられて、強制的に共同生活をする夢を視みたりしたけどあれって小さ夜よちゃんのせいだったのか！」

「けど、それは無駄な努力だったんですね……」

　小夜ちゃんは虚無的な声こわ音ねで呟つぶやく。

　そして懐から約十五センチほどの小こ刀がたなを取り出し、迷わず鞘さやから抜いた。

「これ以上、太って優兄さんに醜い姿をさらしたくありません。ですから、自害します」

「……はっ!?」

「できれば、現世で優兄さんの赤ん坊を授かり家庭を築きたかったですが……来世で願いが叶かないますように。では、失礼します」

「ちょ!?　小夜ちゃん、ストップ！　愛め衣い、ぼけっとしてないで止めてくれ！」

　呆ぼう然ぜんとしていた愛衣たちが、叫び声に慌てて動き出す。

「小夜ちゃん！　体重が増えただけで死ぬなんてバカじゃない！」

「太らない体質の愛衣ちゃんにはこの苦しみが分からないんです！」

　愛衣が右腕、久遠くおんとありすが左腕、そらが腰に抱きつき動きを止めようとする。

　オレも小夜ちゃんを止めるため、背後から抱きついた。

「ぁん……ッ」

「あれ？」

　掴つかむ場所を間違えて胸を両手で揉もんでしまう。

　小夜が熱っぽい声をあげる。

「んんぅッ、っぁ、ぁあぁ、あふぅ……優兄さん、そんな揉まれたら……あんッ」

「！　この感触は!?」

「いつまで中学生の胸を遠慮無く揉みまくってんのよ！　このダメ人間！」

「ぐぉ!?」

　愛衣が胸を揉み続けるオレの頭部を殴り、引ひき剥はがそうとする。

「ちょ！　ちょっと待ってくれ！　もっと小夜ちゃんの胸を揉ませてくれ！」

「あんた何言い出すのよ!?　久遠がどん引きしてるでしょうが！」

「いや、違うぞ久遠!?　別に下心があって揉みたいわけじゃないんだ！　だから、そんなウジムシを見るような目をしないでくれ！」

　損なわれかけている名誉を守るため慌てて弁明する。

「ッゥ！　んんぅ！　ゆ、にいさん……ふあぁ、ぁぁん！　そんなに先端ばかりいじられたらッ、ふあぁッ！　んんっあ！　ダメですぅ……」

「ユウキ、どんな言い訳をしても今のあなたは中学生を襲うただのヘンタイよ」

「ありすまで！　とにかく話を聞いてくれ！　なんか小さ夜よちゃんの胸が前より大きくなってる気がするんだよ！」

『え？』

　女性陣が気の抜けた炭酸水みたいな声こわ音ねをあげる。

「でもどうしてゆうくん、小夜ちゃんのおっぱいが大きくなったって分かるの？」

「バカだな、そらは。オレほどのおっぱい好き略しておっぱいスキーならこれぐらい余裕だって」

「ゆうくん、それ全然略してないよ」

　珍しくそらからツッコミを入れられる。

「小夜ちゃん、ちょっと胸囲を測りましょう。優ゆう樹きは早くその手を離しなさい」

「分かったよ愛め衣い。だから、そんなに犬歯を剥むき出だしにするなよ」

　怯おびえながら手を離すと、女性陣は小夜ちゃんの自室へと篭こもった。

　数分後。












　オレが部屋に入ると、小さ夜よちゃんがばつが悪い照れ臭い顔をしていた。

「えっとですね。優兄さんの仰おつしやるとおり胸が大きくなっていました。たしかに最近ブラがきつかったんですよね」

「つまり、胸が大きくなったから体重も増えたの？」

「はい♪」

　まぁ胸は脂肪だからな。

　成長すればその分重くなるのは当然か……。

「みなさん、そのご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　小夜ちゃんが正座で頭を深々とさげる。

　女性陣に刻まれていた険しい空気が、その謝罪で弛ゆるみ事件は一件落着を迎えた。
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　その日の夜。

　今日は体重騒動で遅くなったため、家には帰らず小夜ちゃん家ちでお世話になった。

　食事を終え、風ふ呂ろに入り、愛め衣いたちは客間にしかれた布団で眠っている。

　オレはというと、小夜ちゃんに声をかけられ縁側へ出た。

　縁側に二人並んで座る。

　秋も深まり始め肌寒い夜。

　互いに肩と足を触れ合わせ暖を取る。

　小夜ちゃんが申し訳なさそうに息を吐いた。

「夜遅く申し訳ありません。優兄さんには直接ちゃんと謝りたかったもので」

「全然気にしてないよ」

「ですが、その、お恥ずかしいところを見せてしまい、もう本当に申し訳なくて……」

「恥ずかしいっていうか、逆に嬉うれしかったかな。あたふたしてくれたり、必死になってくれて。なんていうか、ある意味男おとこ冥みよう利りに尽きるっていうか」

「そうなんですか？」

「ああ、だから気にしないで」

「……やっぱり優兄さんはお優しいですね」

　小夜ちゃんは嬉しそうに微笑ほほえみ、ほほを赤く染める。

「オレが優しい？　ないない。別に普通だって。普通」

「そんなことありますよ。優兄さんはとてもお優しい方です」

　声を張ったわけでも、低く言い含める口調でもないが、妙な説得力を持っていた。

「優兄さん、覚えてますか？」

「何を？」

「夏休み、無人島に流れついた時、二人でくーちゃんを騙だます演技をしましたよね」

「やったやった。なんだかもう懐かしいな。あの時の小さ夜よちゃんの演技は今思い出してもゾクゾクするよ。手に付いた血を舌で舐なめながら、こう残酷に笑って」

「もう優兄さんの意地悪！　あれは忘れてくださいと言ったじゃないですか」

　寄り添っていた肩から体を離し、ポカポカと軽く叩たたいてくる。

「あははは、ごめんごめん。それで？」

「その時こうして並んでお話ししてたら、優兄さんは『小夜ちゃんはなんでオレを好きになったの？』って尋ねてくれましたよね」

　たしかに言った記憶がある。

　結局、小夜ちゃんは教えてくれなかったが……。

「四年前、私が小学校五年生の春、この町に引っ越してきて優兄さんと愛め衣いちゃんと知り合いました」

　彼女はゆっくり胸にしまった宝箱の蓋ふたをあけるようにそっと過去を振り返る。

「もう四年も前か」

　小夜ちゃんが十歳で、オレが十三歳の時だ。

「前にもお話ししましたが最初に愛衣ちゃんと出会ってすぐお友達になりたい、側に居たいと思いました。引っこみ思案の愛衣ちゃんとは最初なかなか仲良くなれませんでしたけど」

　そうだ。

　今では考えられないが、愛衣は当時あんなに物もの怖おじせず声を出す子ではなかった。

　どちからというと大人おとなしい、自分の意見を口にしない子供だった。

「春が終わり初夏になる頃ころにようやく愛衣ちゃんと親友になりました。優兄さんを色々知ったのはこの頃なんですよ。でも、最初は良い感情を抱けませんでした」

　小夜ちゃんはうっとりと楽園に辿たどり着ついた殉教者みたいな恍こう惚こつ顔でさらに体を預けてくる。

「四年前の夏祭り、覚えていませんか？　あのできごとがあった後あと、私の優兄さんへの感情は一転して好意へと変わったんです」

「夏祭り……」

　言われて考えこむ。

　彼女の台詞せりふから過去を振り返る――四年前の夏になにがあった？
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　四年前、夏。

　夜になったおかげで若干暑さは和らぎ、外に出るのが億おつ劫くうではなくなった。

　そのため愛め衣いに誘われた夏祭りに出かける気になったのだ。

　両手で五千円札を広げながら高笑いする。

「さすが茜あかねおばさん太っ腹だな！　夜店の軍資金をこんなに出してくれるなんて」

「優ゆう樹きおにいちゃん一人の分だけじゃないよ。三人分って茜さんがくれたんだよ」

　左隣りを小学五年生の猫ねこ柳やなぎ愛衣が、遠慮がちにたしなめてくる。

　長い金髪を赤いリボンでツインテールに結び、首には髪と同じ色の鈴が二個揺れている。

　彼女は茜さんが仕立てたという金魚柄の浴衣に袖そでを通していた。

　手にも金魚の形をした巾きん着ちやくを揺らし、『からん、ころん』と涼しげな下駄音を鳴らす。

　その手ははぐれないようにオレのＴシャツの裾すそをつまんで離さない。

　やや子供っぽ過ぎる愛衣とは対称的に、最近友達になったという戌いぬ威い小さ夜よちゃんは、いつも微笑ほほえみを絶やさず落ち着いているせいかとても大人おとなっぽい。

　長く伸ばした黒髪に一輪の桜の髪飾り。

　浴衣は紫の紫陽花柄で、彼女の黒髪をより美しく引き立てていた。

　だが何より目立つのは小夜ちゃんの胸だろう。

　彼女の胸は小学生にあるまじき大きさで、浴衣の生地を下から突き上げている。

　将来グラビアアイドルとしてデビューしたら、すぐに彼女の水着写真で雑誌は埋め尽くされるだろう。

「……おにいちゃん」

「ん、なんだ愛衣？」

「ずっと小夜ちゃんの胸ばっかり見て……ううん何でもない。それよりおにいちゃんは夜店で何が食べたい？」

　前半の愛衣はうつむきぼそぼそ口を動かしたため、その内容は聞き取れなかった。

「そうだな。晩飯も食べてないし、このソースが焦げる匂においに心躍るから最初は焼きそばかな。小夜ちゃんは何か食べたい物ある？」

「私はこういうお祭りに参加するのは初めてで、どんな出店があるのか知らないんです。なので愛衣ちゃん、一緒に回って色々教えてくださいね♪」

「うん、いいよ。あのね、小夜ちゃん。ベビーカステラが美お味いしいんだよ」

　愛衣は血色のいいりんごほっぺで柔らかく笑う。

　小夜ちゃんも幸せそうに微笑み返す。

「それじゃ最初の目的地はオレが焼きそば、愛衣たちはベビーカステラだな」

　夏祭りが開かれている公園に近づいてくると、賑にぎやかな笛や太鼓の音や出店の掛け声が聞こえてくる。

　陽光とは違う淡い提ちよう灯ちんの火が歓迎するように揺れていた。

　日本人の本能を揺り動かす夏の風景に、オレたちは胸を躍らせる。




　予告通り晩飯代わりにオレは焼きそばを、愛め衣いと小さ夜よちゃんはベビーカステラを食べた。

　その後はかき氷を食べ、オレは舌を青く染め、愛衣と小夜ちゃんは緑色に染め、互いに笑い合った。

　ヨーヨー釣りでは愛衣一人だけが掬すくえず、しかたなく先ほど取ったのを代わりにあげた。

　愛衣はまるで宝石でももらったように嬉うれしそうに笑い、礼を言う。

　それだけでなんだか満ち足りた気持ちになってしまった。

　続いてチョコバナナを食べ、輪投げをやって、クジを引いた。

　公園の中心に建てられた櫓やぐらの周りを、太鼓のリズムに合わせて踊る人々。

　嫌がる愛衣を無理矢理引っ張り、みんなで一緒に歌のリズムに合わせて手を鳴らし、歩き、踊った。




　気が付けば、午後八時を過ぎる。

「愛衣、涎よだれを垂らしたりするなよ」

「ん、う[image: ][image: ]ん……」

　寝ぼけた声こわ音ね。

　遊び疲れ体力を使い切った愛衣は今、オレの背中で眠りに落ちていた。

「…………」

　さっきまで話題に割りこめないほど愛衣と楽しそうに話していた小夜ちゃんも疲れたのか黙りこむ。

　愛衣を背負い、小夜ちゃんと並んで黙々と歩く。

　小夜ちゃんが話題を振ってくる。

「愛衣ちゃんは倉くら田たさんにとてもなついていますよね」

「こいつとは子供の頃ころから付き合いのある幼なじみだから。もうちょっとこの人見知りを直してもらいたいけど」

「でも、恥ずかしがり屋なのも愛衣ちゃんの可愛かわいいところですから」

「まあ、そうだけどね」

　ずりおちそうになる愛衣の位置を直す。

「他ほかにも倉田さんは知らないでしょうが、学校で愛衣ちゃんのファンの子が男女ともいっぱいいるんですよ」

　と、小夜ちゃんが得意気げに語り出す。

「愛衣ちゃんは恥ずかしがり屋なので、皆さん話しかけたり一緒に遊びたいのを必死に堪こらえてるんです。突然、声をかけたら涙ぐんでしまいますから」

「確かに愛め衣いは知らない人や突然話しかけられるの苦手なんだよな」

「そうなんです。だから、突然話しかけられて怯おびえないように、学校では私がずっと守ってるんですよ。移動教室も、体育の二人一組も、クラスの班分けも全部一緒になって。なのでよく皆さんに相談されるんですよ。『小さ夜よちゃんみたいに愛衣ちゃんとお友達になるにはどうすればいいの？』って」

「なんか愛衣のヤツ、小夜ちゃんに滅茶苦茶迷惑かけてるみたいだね」

「迷惑なんて！　私が好きでやってることですから」

　そんな話をしていると橋にさしかかる。

　住宅街を流れる舗装された川だ。

　水深も浅く、せいぜい膝ひざぐらいまでしかない。

　これと言って特徴のない橋を中ほどまで渡ると、小夜ちゃんがハンカチを取り出す。

「愛衣ちゃんの涎よだれが垂れそうなので」

「はぁ、愛衣のヤツ……。ごめんね、小夜ちゃん」

「いいえ、これぐらい」

　小夜ちゃんは足を止めずハンカチで愛衣の口元をふく。

「おっと！」

「きゃっ」

　そちらに意識を集中させたため足元がおろそかになりつまずき、バランスを崩す。

　体勢を立て直そうとするが、すぐ側にいた小夜ちゃんを避よけられずぶつかってしまう。

　その拍子に彼女は橋の手すりまで突き飛ばされた。

「ご、ごめん！　大丈夫!?」

「いえ、平気です。ですが、今ので髪飾りが川に落ちてしまって……」

　言われて気付く。

　小夜ちゃんがしていた桜の髪飾りがなくなっている！

「どうしよう……あれはお母さまからいただいた大切な髪飾りなのに」

　小夜ちゃんは手すりから体を乗り出し、暗い川を必死に覗のぞきこむ。

　血ちの気けが自分でも分かるほど引く。

　やばい！　そんな大切な物を落とさせたなんて！

「どうしましょう。髪飾りを無なくしたとお母さまに知られたら……」

　小夜ちゃんはついに手で顔をおおう。

「ごめん！　本当にごめん！」

　だが、彼女は肩を震わせるだけで顔を上げようとしない。

「小夜ちゃん！　川に落ちた髪飾りは絶対に探し出すから！　約束する！」

「倉くら田たさん？」

　小さ夜よちゃんは濡ぬれた瞳ひとみを大きく広げ、驚きの表情を作る。

　まるでそんな返答は予想してなかったみたいな顔だ。

　もう後あとには引けない。

　小夜ちゃんと同じ目線になるよう腰を落とし、再度繰り返す。

「髪飾りは絶対に見付ける。絶対だ！」

　こうしてオレは初めて戌いぬ威い小夜ちゃんと約束を交わした。




　――そして、翌日の午前九時。

　小夜ちゃんと橋に来たオレは早速川へと入る。

　川の深さは膝ひざまでしかなく、夏のお陰で水温に震える心配もない。

　ガラスや鉄の破片など危険な物が沈んでいる可能性があるため、サンダルを履いて作業に挑む。

「よっこいしょ」

　昨日落ちたと思われる地点から探し始める。

　川は濁っており底まで見えない。

　家から持ってきたザルで、沈んでるドロごとすくいあげ、髪飾りを探す。

「ないな」

　再び底に溜たまったドロをすくいあげる。

　場所を移動し何度も同じ動作を繰り返した。

「優ゆう樹きおにいちゃん、小夜ちゃん」

　麦わら帽子を被かぶった愛め衣いが、手にバスケットを持ってあらわれた。

　愛衣が麦わら帽子を押さえながら、つま先立ちで橋の手すりから身を乗り出す。

「おにいちゃん、見付かった？」

「まだ～。昨日たしかこの辺に落ちたんだけどな。流れされてもっと下流に行ったのかも」

　ざぶざぶと作業の手を止めず返事をする。

「ごめんね、小夜ちゃん。迷惑かけて。でも、おにいちゃんはおっちょこちょいだから。わざとじゃないの。だから許してあげてね。それにおにいちゃんなら、絶対に髪留めを見付けてくれるよ」

「そう、ですね……」

　愛衣の声には疑いなど一ひと欠片かけらだって入っていない。

　彼女の期待に応えるためにも絶対に髪留めを探し出さないとな。

　決意を新たにザルを川の中へと入れる。

「…………」

　顔をあげると、ちょうど橋に立っている小さ夜よちゃんと目があった。

　彼女の瞳ひとみは不安に揺れていた。

　だがそれは、『大切な髪飾りをなくした』からではない気がする。

　なぜならその視線は川を漁るオレへと向けられていたからだ。

　思わず手が止まる。

「……優ゆう樹きおにいちゃんのエッチ」

　愛め衣いが顔を赤くしてスカートの裾すそをおさえる。

　ちょうど立っている位置がスカートを見上げる形になっていた。

「ごかいだって愛衣！　ただ、その、今日も空が青いなとか思ってさ」

「うぅ～下着の色まで当てられた。やっぱりおにいちゃんはエッチだよ」

「って！　愛衣のパンツは青色かよ！　今のはただの偶然だって！　だから、そんな犯罪者を見るような目をしないでくれ！　防犯ブザーを取り出してスイッチを入れようとするな！」

　なんとか説得が成功し。防犯ブザーを押されず済む。

　危うく小学生の下着覗のぞき魔として連行されるところだった。

　その日は影が自分の身長より長くなる夕方まで粘った。

　しかし、小夜ちゃんの髪飾りは見付からなかった。

　翌日も小雨が降る肌寒い中、髪飾りを探し続けたが空振りに終わった。




　髪飾りを無なくして三日目。

「あち～」

　夏の太陽が頂点にさしかかる。

　一日で一番熱い時間だ。

　ドロで汚れた腕で、流れ落ちる汗をかまわずぬぐう。

　背中はオーブントースターでジリジリと焼かれるように熱い。

　落とした地点から約一〇〇メートル下流を探していた。

　川底のドロをカゴですくい、拾い上げた物たちをより分け、髪飾りが無いのを確認し再び川底からドロをすくいあげる。

「倉くら田たさん」

「ん？　おお、小夜ちゃん」

　川沿いの歩道に戌いぬ威い小夜ちゃんが立っていた。

　紫の生地に咲き乱れる辻つじ花柄の着物姿で、背中まで伸びた黒髪を風に揺らす。

　口元を引き絞り、手すりを掴つかむ手に必要以上の力がこもっている。

　彼女の雰囲気は友好的ではなく、明らかに苛いら立だっていた。

　慌ててフォローを入れる。

「えっとごめんねまだ見付けられなくて。でも、絶対に探し出すからもうちょっと待っててね」

「……もういいです」

　彼女の口から出た言葉は考えを裏切るものだった。

　小さ夜よちゃんは視線をそらし、早口に告げる。

「髪飾りなんてもういりませんから、川からあがってください」

「でも、お母さんからもらった大切な髪飾りなんだろ？」

「母からは他ほかにも色々いただきました。髪飾りのひとつくらい無なくしても別に平気です。だから、もう止やめてください……」

「止めないよ」

「!?」

　気付けば自然と言葉が出る。

　完全な無意識で、口が勝手に動いた。

　自分でも驚く。

「どうしてですか！　私がもういいと言ってるんですよ！　もう怒ってませんし、弁償もいいです。だから早く川からあがって――」

「約束したから」

　小夜ちゃんの台詞せりふを途中でさえぎる。

「小夜ちゃんと初めて約束したから。だから、髪飾りを見付けたいんだよ」

　口から出る台詞は考えて喋しやべっていない。

　だが、心のくぼみにすとんと摩擦もなく収まる。

　そうか、オレは初めて交わした彼女との約束を守りたいんだ。

　だから炎天下の中、川に足を浸しザルでドロを漁り、腰を痛め、指先をガラスで切って赤い血を滲にじませても、延々と単調な作業を繰り返し髪飾りを探していたんだ。

「これはもうオレの我わが儘ままだよ。だから、もう少しだけ時間をくれないかな？」

「……倉くら田たさんはバカです」

「あははは、うん。知ってるよ」

　あらためて川底からドロをすくいあげる。

「まぁそれに愛め衣いの友達の大切な物だから心苦しくてさ。よっと――お？」

「……あっ」

　小夜ちゃんの位置からでも確認できたらしい。

　ザルの中、ドロに埋まった見覚えのあるピンク色が、真夏の暑い太陽を反射する。

　落とさないように慎重な手つきで、ドロを洗い流す。

　キレイになった桜の髪飾りを手に取り、笑顔で小さ夜よちゃんへと掲げた。

「あったよ。あった！」

　彼女は目を丸くし、驚いた表情で口元を押さえる。

　川から上がり、手すりを乗り越え小夜ちゃんの前に立つ。

「待たせてごめんね。でも、約束通り見付けたよ。川に落としちゃって本当にごめんね」

　謝りながら桜の髪飾りを差し出す。

　しかし、彼女は受け取らず、

「ぅ、ぅッ……」

　宝石のような涙を瞳ひとみから溢あふれさせた。

「どうしたの!?　あっ、もしかして髪飾りどこかかけたり、壊れたりしてる!?」

「違うんです。違うんですッ。ごめんなさい」

　小夜ちゃんは両手で懸命にぬぐうが、涙は次から次に溢あふれ出でてくる。

　まるで赤ん坊のようだった。

　彼女は涙で濡ぬれた顔で罪を告白する。

「嘘うそなんです。その髪飾り『母からいただいた大切な物』じゃないんです。夏祭りの前日にデパートで買った物なんです」

「えっ……」

「あの夏祭りの帰り道。倉くら田たさんの見えない位置から足をひっかけ、私にぶつかるよう仕組み髪飾りを川に落としたんです」

「どうしてわざわざそんなことを？」

「倉田さんと愛め衣いちゃんを引き離すためです。倉田さんは自販機でお金がなく代わりに愛衣ちゃんに買ってもらったり、靴くつ紐ひもを結ぶのをめんどくさがって放置して代わりに愛衣ちゃんに結んでもらったり、待ち合わせの時間を間違えて遅刻してきたり……愛衣ちゃんに迷惑をかけるイヤな男性だと思ったから」

　小夜ちゃんは涙をぬぐい、嗚お咽えつをあげながらも懸命に喋しやべり続ける。

「友達の私が愛衣ちゃんを守らなきゃと思って……『倉田さんに私の大切な髪留めを川に落とされた』とでっち上げ、愛衣ちゃんに二度と関かかわらない方がいいと説得するつもりだったんです」

「ははは、なるほどね」

　愛衣と同い年の少女とは思えない計画性だ。

　素直に感心した。

「でも、よかったよ。この髪飾りが本当に大切な物じゃなくて。正直見付かったからよかったものの、無なくしてしまう可能性だってあったし、ドロまみれにしちゃって申し訳なく思ってたんだよね」

「……それだけですか？」

「なにが？」

　小さ夜よちゃんは長いまつ毛を濡ぬらし烈火のごとく叫ぶ。

「どうして罵ののしらないんですか！　どうしてぶたないんですか！　どうして、私を怒らないで……どうして笑ってるんですか……」

　黒髪が肩から滑り落ちる。

「悪いのは私なのに……」




「そんなこと言われても……まぁ小夜ちゃんの気持ちも分かるしね。オレみたいなダメ人間が愛め衣いの側にいたら友達として心配するのは当然だよ」

　そしてなにより、と前置きして、

「小夜ちゃんが愛衣の友達なら、オレにとっても大切な友達だからさ。もし小夜ちゃんが悪さを続けるならそりゃ友達として怒るよ。けど、小夜ちゃんは全部話してくれたじゃないか。なら、もう怒る理由はないよ」

　オレは笑う。

　口元をあげ、日焼けした肌にシワを刻んで、白い歯を剥むき出だしにして笑う。

「だから怒ってないし、気にしてないよ。だから小夜ちゃん、もう泣かないでくれ。オレはやっぱりいつもみたいに笑ってる小夜ちゃんのほうが好きだから」

「はい……はい、倉くら田たさん」

　そして彼女は真まっ赤かに泣きはらした目で、濡れたほほで微笑ほほえむ。

「うん、やっぱり小夜ちゃんはそっちのほうがいいよ」

　笑い返し、彼女の手に桜の髪飾りを握らせる。

　彼女は願いをこめるように唇を寄せた。

　小夜ちゃんは髪飾りから唇を離すと、深々と頭を下げる。

「この度はご迷惑をおかけして大変申し訳ありませんでした」

「いやいや、これぐらいたいしたことないよ」

「そして、ありがとうございます。優兄さん」

　彼女は顔をあげると出会ってから今までで一番の――笑顔を見せてくれた。





　◇






「ってことがあったっけ。そういえば、あの時から優兄さん、って呼んでくれるようになったんだよなー」

「はい。そしてあの時から、私は優兄さんに惹ひかれていったんですよ」

　小さ夜よちゃんは肩に頭を乗せ、さらにオレの手のひらに自身のを重ねる。

「言われてみればたしかにあれから小夜ちゃんの態度が柔らかくなった気がするな。でも、落とし物を見付けてもらって惚ほれるなんて、意外にベタだね」

「ふふふ、違いますよ。別にこの髪飾りを見付けていただいたから優兄さんを好きになったわけではないですよ」

「へぇ？　だって今」

「私が優兄さんを好きになったきっかけはたしかにこの髪飾りを見付けていただいた時です。けど、見付けていただいたから好意を抱いたわけではありません」

「？　うん？」

「あれ以来、優兄さんを目で追うようになったんです。ダメ人間だと思っていた人が、実は愛め衣いちゃんにさりげなく気を遣い優しくしているのを知りました。そして気付くと優兄さんの優しさに惹かれている自分がいました」

「別に特別優しいわけじゃないよ」

「そんなことありません。だって普通、人とは違う妖あやかしだと知ったら今まで通り接するなんてできませんよ。なのに優兄さんは態度を変えず、気味悪がらない。本当にお優しい方です」

　滅多に褒められないため、ここまでストレートに言われると照れてしまう。

　そんなオレに、小夜ちゃんは潤んだ瞳ひとみを向ける。

「だから、私は優兄さんを愛してしまったんです」

「小夜ちゃん……」

「優兄さん……」

　月明かりに照らされた二人の唇が距離を縮めていく。

　後あと五センチ、一センチ……小夜ちゃんの香水ではない甘い匂においが鼻をくすぐる。




「祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘の声

　諸行無常の響きあり

　沙さ羅ら双そう樹じゆの花の色

　盛者必衰の理ことわりをあらわす

　おごれる人も久しからず

　ただ春の世の夢のごとし

　たけき者も遂には滅びぬ

　偏ひとえに風の前の塵ちりに同じ」




「賢けん悟ごさん!?」

「賢悟叔父さん！」

　白い着流しに、般はん若にやの面。

　腰には太刀と脇わき差ざし。

　羽衣を花嫁のように被かぶり、塀の上に立っていた。

「優ゆう樹きくん」

「は、はい！」

　賢悟さんは羽衣を風に飛ばし、着けていた仮面を脱ぎ捨てる。

　その表情は予想外にも朗ほがらかな微笑ほほえみだった。

「今の一節を知っているかい？」

「はぁ、まぁ。たまに漫画やアニメとかに出てきますから。全部聞いたのは初めてですけど」

「じゃぁ意味は知ってるかな？」

「いえ、すみません」

　恥ずかしくなり小さく体を縮める。

「おかしいな。今の若い子は国語の授業で『平家物語』をやらないのかな。ちなみにどういう意味なのかというと――祇ぎ園おん精舎、インドのお釈しや迦かさまのお寺の鐘の音が『永久不変なものはない』と言っているように聞こえる。沙さ羅ら双そう樹じゆ、これはツバキの一種でお釈迦さまが死を迎えるとき白くなって枯れたもの、つまり栄えている者が必ず落ちぶれるという事をあらわしているんだよ。思い上がったふるまいをする者は長くは続かない。それは春の夜に見る夢のようだ。荒々しい強つわ者ものもゆくゆくは滅びてしまう。それは、いかにも風が吹くと飛んでいく塵ちりと同じだ。と、言ってるんだね」

　突然の講釈にオレも、小さ夜よちゃんもどう反応すればいいか分からず互いに視線を交わし合う。

　賢悟さんは構わず喋しやべり続ける。

「つまり『栄華はつづかない。栄えていても落ちてゆく』という意味なんだよ。平家物語の冒頭、平氏が没落していくさまをあらわしてるんだね」

「そうだったんですか。勉強になりました。賢悟さんって博識ですね」

　とりあえず機嫌を取るためゴマをする。

「いやいや、たいしたことないよ。つまり、僕が言いたいのはね……」

　賢悟さんの顔が仮面を着けずに般若へと変わる。

「いつまでも貴様みたいな小夜にたかる害虫を生かしておくわけにはいかないってことだよッッッ！」

「うぎゃあっぁあぁぁぁッ！」

　賢けん悟ごさんは腰の刀かたなを抜ばつ刀とうしつつ、縁側に座っていたオレに飛びかかってきた。

　反射的に体をひねる。

　髪をかすり、刀は縁側どころか、その下の踏み石まで真まっ二ぷたつにする。

「け、賢悟さん！　本気で殺すつもりじゃないですか！！！」

「当たり前だ！　僕はいつだって本気だよ！　さぁ優ゆう樹きくん、君の沙さ羅ら双そう樹じゆを白くしようじゃないかッ！」

「もう賢悟叔父さんのバカ！　いつになったら優兄さんを襲うのを止やめてくださるんですか！」

　小さ夜よちゃんが止めようとするが、賢悟さんはそれを避よけながら狂った声こわ音ねを上げオレとの距離を縮めてくる。

「犬いぬ神がみ流りゆうぅううぅぅぅ剣けん術じゆつ奥おう義ぎぃいいぃいいいぃッ・断だん鉄てつ剣けん！！！」

「賢悟さん！　犬神流は反則です！　ぎゃぁぁぁぁぁあッ！！！」

　こうしてオレと賢悟さん、小夜ちゃんの鬼ごっこは深夜まで続くハメになった。





　◇






　翌日、金曜日の早朝。

『きゃあぁぁっぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁあッ！！！』

「なんだ!?」

　客間で寝ていたオレの所まで聞こえる悲鳴。

　賢悟さんからパジャマ代わりに借りた浴衣姿のまま、悲鳴が聞こえた風ふ呂ろ場ばへと駆ける。

　中から複数の女性の声が聞こえてくる。

　慌てて扉を開け中へ入った。

「みんな、大丈夫か!?　何があったんだ！」

　猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌いぬ威い小夜、兎うさ月つきありす、狐きつね火び久遠くおん、千ち影かげそらの女性陣全員で朝あさ風ぶ呂ろに入っていたらしい。

　戌威家の風呂は総そう檜ひのき風呂で、無駄に大きく五人でも楽々入れる。

　今は上がったばかりらしく、みんなはバスタオルを巻いた際どい格好だった。

　彼女たちの中で一人、愛衣が頭を抱えてうずくまっていた。

「愛衣？　どうした、何があったんだ!?」

「……のっ……」

「えっ？」

「体重が増えてるの……ッ」

　彼女は絞り出すように呟つぶやく。

「うふふふ、愛め衣いちゃん、だから言ったじゃないですか。太らない体質なんて存在しない、幻想だって」

　小さ夜よちゃんが勝ち誇った、どす黒い笑顔でうずくまる愛衣に話しかける。

　彼女は涙目で立ち上がり、

「これは何かの間違いよ！　はっ!?　そうよ、きっと体重計が壊れてるんだわ！」

「残念だけど、それはないわね。ワタシが乗ったらちゃんと正確な数字を出してくれるもの」

　ありすが意地の悪いニヤニヤとした笑みで、体重計故障説を否定する。

「くっ、な、なら！　これが標準体重なのよ！　きっとそうよ！」

「……愛衣お姉ちゃんの身長、体重をＢＭＩボデイ・マス・インデツクス。肥満度を判定する国際基準値の公式に当てはめる。計算方法は（体重[image: ]身長（ｍ）×身長（ｍ））……計算すると25をやや越える。したがって肥満度１となる。よって、お姉ちゃんはちょっと太ってる」

「く、久遠くおん！　お姉ちゃんを裏切るつもり!?」

「……裏切っていない。これが現実。食べても太らないなんてまやかし。思いこみでしかない」

　あの久遠ですら珍しく愛衣に反抗する。

　よっぽど『わたし食べても太らない体質なの』発言が許せなかったんだな。

「だったら！　小夜ちゃんみたいにおっぱいが大きくなったのよ！　きっとそう！　ああ、そういえば最近ブラジャーがきつくなった気が――ひゃッ！　ちょっとそらさん突然、背後から胸を揉もまないでよ！」

「むむむ……愛衣ちゃん、嘘うそついちゃダメだよ。ぜんぜん大きくなってないよ」

「うううううッ」

　そらまでも包囲網構築に参戦し、逃げ道を完膚無なきまでに潰つぶす。

「違うもん！　太ってなんかないんだから！　そうよ、きっと体を拭ふいたからタオルが重くなってるんだわ！　きっとそうよ！」

「愛衣！　突然、タオルを取って全裸になるなぁぁあッ！！！」

　あまりに突然だったためもろに視界に納めてしまう。







　やっぱり生えていなかった！　繰り返す、やっぱり生えてはいなかった！







　彼女は真剣な表情で体重計に乗る。

　しかしその顔にかかっている雲を晴らすことはできなかった。

「やっぱり体重増えてるぅうぅうぅッ！」

　そんな愛衣の――食べても太らない、そう過信した者の断末魔が朝の空に響いた。





【ＥＮＤ】














■第二話　猫は布団で丸くなる







　土曜日。

　学校がない休日。

「くしゅん！」

　幼なじみでオレの婚約者でもある猫ねこ柳やなぎ愛め衣いが、景気よくクシャミをする。

「三十七度六分、風邪ですね」

　彼女の親友で同じくオレの婚約者、戌いぬ威い小さ夜よちゃんが体温計を確認して断言する。

　愛衣が珍しく風邪を引いた。

　その原因の見当は容易につく。

「ダイエットとか言って水みず風ぶ呂ろに入るから風邪なんて引くんだぞ」

「うるさいわね、くしゅんっ」

　食べても太らない体質だと自負していたのに、体重が増えていたのがよっぽどショックだったらしい。

　愛衣は病院嫌いで、おまけに市販の風邪薬もひとつを除いてはほとんど効かない。

　そのため風邪を引いたらこうして寝ているしかないのだ。

「でも困りましたね。茜あかねさんはパティシエの専門講義に出てしまい、私も今日は賢けん悟ご叔父さんと一緒に犬いぬ神がみ一族本家に用事がありますし」

　ありすも愛衣の額ひたいに冷えビタを張りながら、申し訳なさそうに答える。

「ワタシも月に一度の梓あずさとの面会日だし」

　猪苗代いなわしろ梓あずさ、彼女はありすの元メイド長で、事件を起こし現在は百ひやつ鬼き夜や行こうが管理する矯正施設に入っている。

　久遠くおんとそらは共同で愛衣の着替えを準備する手を止めた。

「……クラスのお友達とお買い物した後あと、パジャマパーティーに誘われてる」

「そらも四し生しよう楼ろうからお仕事の依頼を受けてるんだよ」

　唯一暇なのはオレ一人。

　みんなの心配そうな視線が集まる。

「大丈夫だって、愛衣の看病ぐらいできるよ。だから、みんなは気兼ねなく用事を済ませてきてくれ」

「そう、ですか……なら、愛衣ちゃんの看病は優兄さんにお任せしますね」

「……（こくり）」

「愛衣ちゃん、風邪で動けないのをいいことにユウキがいたずらしてきたら、すぐに携帯で助けを呼ぶのよ。もちろん番号は一一〇番」

「なんで警察!?」

「それじゃ行ってくるね、ゆうくん」

　そんな会話をしながら、みんなは部屋を出て行った。





　◇






　倉くら田た家では今、オレを含めて六人が生活をしている。

　千ち影かげそらが引っ越してくる前までは、ありすが一階の和室を自分の部屋として使っていた。しかしそらが和室のほうがいいからと、現在は両親の寝室をありすが、和室をそらが使っている。

　久遠くおんの部屋は二階の元物置部屋を片付け作った。

　愛め衣いと小さ夜よちゃんは、二階の客間を共同で使用している。

　彼女たちの部屋は昼と夜のように対称的だ。

　部屋をちょうど半分にして、入り口奥が小夜ちゃんのスペースだ。

　彼女は戌いぬ威い家の自室のようにあまり物を置かない。

　目立つ物と言えば、机にタンス、ノートパソコンぐらいだ。

　家にあるデスクトップパソコンと同じメーカー品だ。

　逆に残り半分を使っている愛衣は人形に、アクセサリーが入った小物箱、少女漫画やファッション雑誌、写真ボード、ｅｔｃ。

　整理されているが、ピンク色や華やかな色彩が躍る。

　絵に描いたような少女部屋だ。

　現在、部屋の主あるじである愛衣は布団で横になり、赤い顔で苦しげに胸を上下に動かしている。

　リボンは解かれており、ハチミツ色の髪はシーツの上に広がる。

　鈴付きの首輪は外せず、そのままになっている。

「まずは飯を作ってやらないと」

　時間はまだ十一時を少し過ぎたぐらいだ。

　今作り始めればちょうどいい時間になるだろう。

　部屋から出て台所へ向かう。

「病人に食べさせるモノっていえばおかゆだよな」

　エプロンをかけ、腕をまくり気合いを入れる。

「愛衣は梅かゆより、鮭さけかゆのほうが好きだったな。しかたない優しさあふれるオレが好物の方を作ってやるか……って、そういえばおかゆってどうやって作るんだ？」

　病気の時食べてはいるが、作り方は知らない。

「材料は米と鮭さけだろ？　あと鍋なべとか、包ほう丁ちようってどこにあるんだっけ？」

　普段、食事は小さ夜よちゃんや久遠くおん、そらなどが交代で作っている。

　そのためまったく台所に入っておらず、調理器具がどこにあるのか分からない。

「台所のどこかにはあるわけだし、あとで探せばいいや。おかゆの作り方だってネットで調べればいいんだし」

　なんという冷静な判断！

　やっぱりできる男は違うな、と自画自賛しながら自室へ戻り『おかゆ　鮭　レシピ』で検索する。

「なになに、へぇなんだ超簡単じゃん！　これならＰＣ組み上げるほうが難しいって。超楽勝♪」

　おかゆレシピをＰＣから、携帯にメール。

　再び台所に戻り携帯でレシピを確認しながら冷蔵庫を漁る。

「まずショウガに、シソ、鮭に、細ネギ？　細ネギとネギって一緒だよな？　なら、これでいいか。ラッキー♪　材料全部、冷蔵庫にそろってるじゃん」

　材料を台所に並べる。

「えーとまず鮭を焼く、と。何分焼けばいいんだ？　適当にようすみながら焼けばいいか」

　ガスコンロの魚焼きグリルを引っ張り網の上に鮭を乗せ、火をつける。

「んで次は……米と適量の水を入れる。適量ってどれぐらいだ？　まずは鍋を探し出さないと……面倒だからフライパンでいいか。最終的におかゆができればいいんだし」

　目の前にぶら下がってるステンレス加工されたフライパンをガスコンロの上に置き、火をつける。

　その中に冷凍庫で発見した米とコップいっぱいに入れた水を一緒に入れる。

「冷凍庫に入ってた米だけど、水と一緒に煮れば解凍されるからな。やっぱり料理は手際よくやらないと。んで、次はと……水が沸騰してきたら刻んだネギとシソ、すり下ろしたショウガを入れて軽くかき混ぜる。ふむふむ、なるほどね」

　さっそくネギとシソを包丁で切り刻む。

　ネギは写真の物よりなんだか大きいが気にしない。

　緑と白の境を切断。

　緑の部分を刻む。

　シソも適当な大きさに切る。

「ショウガをすり下ろすって、おろし金はどこにあるんだ？　……細かく刻めば一緒か」

　皮を剥むき、さきほどのネギとシソより細かく切り刻む。

　刻み終える頃ころ、ちょうど水が沸騰し、凍った米もほぐれた。

　それらを全すべてフライパンの中へ投入。

「んで、塩で味付けをする、と。なんだよ、もうお終しまいか。塩、塩っと……んっ、なんだ？　焦げ臭い……あっ!?　鮭さけ！」

　慌てて魚焼きグリルの火を消す。

「うわ、焼きすぎた。真っ黒じゃねぇか」

　箸はしで中身を割ってみたが、中はまだ鮮やかなピンク色だった。

　生焼け？

　どうしてだ？　ちゃんと焼けるようにコンロの火を最強にしてたのに。

「逆にこれは不幸中の幸いだな。焦げた外身を切って、無事だった生焼け部分をおかゆに入れて煮ればいいんだから」

　悪戦苦闘しながら包ほう丁ちようで黒く焦げた鮭の炭をこそげ落とし、おかゆへ。

　塩で味付けして完成だ！

「なんかぐろいな……」

　落としきれなかった黒い炭、紫のシソ、黄色のショウガ、赤い鮭の破片がおかゆに散らばっている。

「見た目より味だよ！　味！　レシピ通り作ったんだし、ちゃんとできてるはずだ！」

　小皿におかゆを移し味見する。

「!?」

　端的に言えば、マズイ！

　口に入れ噛かみしめた瞬間、舌に炭の苦み、ショウガの痺しびれるような痛みがネギの青臭さと混ざり合う。

　さらに酷ひどいのは喉のどを焼くような過剰な塩気けだ。

　こんな塩っ辛からいほど入れた覚えはないぞ!?

「うぇッ！」

　洗い場の三角コーナーに口のおかゆを吐く。

　ちょうどその足元にあるゴミ箱から、さきほど鮭が入っていたパックのゴミがあった。

　そこには『激・塩しお鮭ざけ』と書かれていた。

「塩っ辛い原因はこれか。なんだよ、『激・塩鮭』って！」

　食材に文句を言っても始まらない。

　さすがにこんな危険物を体の弱った愛め衣いに食べさせるわけにはいかない。

「はぁー……」

　溜ため息いきをつきフライパンに蓋ふたをして、財布と携帯を手に家を出る。





　◇






　結局、おかゆはコンビニでレトルトのを買ってきた。

　愛め衣いは文句も言わず、全部食べてくれた。

「ごちそうさま」

「んじゃ、そろそろおでこの冷えビタ替えておくか」

「……（こくり）」

　横になった愛衣に布団を被かぶせ、冷えビタを張り替える。

「他ほかにして欲しいこととかあるか？」

「…………」

「え？　なんだって」

「着替え……たいから、下着と替えのパジャマ、持ってきて……」

　愛衣の唇に近づけた耳元で、なんとかかすれた言葉を拾う。

「でも、一人で着替えられないだろう？　いい加減、風邪薬使おうぜ。たしかにあれを使いたくないのは分かるけど、使えばすぐに治るんだからさ」

「……い、や」

「分かったよ。着替え持ってくればいいんだな」

　事前に久遠くおんとそらが準備しておいてくれたタオルと下着、替えのパジャマを愛衣のそばに置く。

「廊下に出てるから、何かあれば呼べよ。声でなかったら、携帯鳴らせ」

「……（こくり）」

　溶けそうなほど潤んだ瞳ひとみとリンゴみたいな真まっ赤かな顔で頷うなずくのを確認してから、廊下へ出る。

（十分ぐらいしてから様子でも見に行くか）

　愛衣の部屋から出て向かいの自室に入るとすぐに携帯が鳴る。

　スギの姉、大おお杉すぎ睦む月つきさんからだった。

「もしもし？」

『あっ、優ゆう樹きくん。今、電話大丈夫？』

「はい！　大丈夫です！」

『あはは、なんだか久しぶりに優樹くんの声聞いたかも。元気にしてた？』

「もちろんですよ！　元気だけが取とり柄えですから！」

　年上好きのオレは、携帯を持ち替え嬉き々きとして雑談を続ける。

『ところで今から時間ある？』

「へ？　どうしてですか」

『実は今日これから女子大のお友達と遊ぶ約束してたんだけど、急に一人男の子がこれなくなっちゃったの。だからもし暇なら一緒に遊ばない？　私も久しぶりに優樹くんとお話したいし』

　あの大おお杉すぎ睦む月つきさんからお誘い！

　しかも、彼女の他ほかに友達の女子大生が来るなんて！

「ありがとうございます！　もちろん――」

　途中で声がつまる。

　もし睦月さんのお誘いに乗って家を出たら、愛め衣いはどうなる？

　電気も消えた暗い部屋。

　一人赤い顔で苦しそうに唸うなり声ごえをあげる――そんな姿が脳裏を横切った瞬間、絶対に彼女を一人にするなんてできなくなった。

「優ゆう樹きくん。どうかした？」

「……すみません、今日はちょっと」

『えぇ、どうして？　優樹くんなら来てくれるって信じてたのに』

「本当にすみません。外せない用事があって」

『どうしてもダメかな？　優樹くんが大好きな女子大生がいっぱいだよ』

　携帯の後ろから複数の女性の声が聞こえてくる。

　おおおおおおおぉ！　行きたい！　お姉さまたちと出会いたい！　しかし！　しかし！

「す、すみません。この埋め合わせは今度絶対にしますんで」

『ふ～ん、分かった。それじゃバイバイ』

　携帯が切れる。

　後悔はないが、もったいないという感情はいまだ残っている。

「はぁ……そろそろいい時間か。さすがに愛衣も着替え終わってるだろう」

　溜ため息いきをつき、携帯をポケットにしまって様子を見に行く。

　扉をあけると、愛衣がパジャマのボタンを外した状態で倒れていた。

「愛衣!?」

　慌てて駆け寄る。

　彼女の手にはタオルが握られていた。

　どうやら、ボタンを二つ外してタオルを掴つかんだ時点で力尽きたらしい。

　体はさきほどより汗を掻かき、息も荒い。

「はぁっ、はぁっ、はっぁ……」

「やば、着ているパジャマが吸った汗ごと冷たくなってる！　早く、体拭ふいて着替えさせないと！」

　愛衣を布団に寝かせて、台所へ走りポットから熱湯をありったけ取り出し、二階へと運ぶ。

　清潔なタオルを熱い湯に浸し絞る。

　外れかけたボタンに指を伸ばしかけ気付く。

「このまま体を拭ふくのはまずくないか？」

　いくら幼なじみとはいえ相手は年とし頃ごろの女の子。

　裸を直視するのはまずい。

　しかも濡ぬれているズボンとパンツを脱がし汗を拭くから、そのままだと大切な部分まで見てしまう。

　だが、このまま放置していたら確実に風邪は悪化する。

「こんな時、女性の手があればいいんだけど……しかたない、妥協案だ！」

　手ぬぐいで目隠しする。

　これで裸を直視することはない。

　手探りで、パジャマのぼたんをはずし、汗で湿ったシャツを脱がせる。

　熱湯に浸し絞った温かなタオルでさっそく体を拭く。

「うぉ、柔らか」

　愛め衣いの二の腕は細いが柔らかい。

　風邪を引いてるせいで体温が高く思った以上に汗を掻かいている。

　汗が鼻び腔こうをくすぐる。

　濃い花の蜜みつみたいな甘い匂においがする。

「って！　おおおおぉ！　相手は愛衣だぞ！　婚約者でも幼なじみだぞ！　何反応してんだよ！」

　雑念を払い脇わきの下や胸、背中、太ふと股ももなどを手際よく拭いていく。

「よし、あとは下着とパジャマを履かせてお終しまいだな。まずは下着から。えっと、たしかこの辺に置いたような」

　久遠くおんとそらが準備してくれた新しい下着とパジャマが覚えていた位置にない。

　どうやら覚え違いをしたようだ。

　目隠しを取って確認するのが一番手っ取り早いが、現在、愛衣は裸だ。

　目隠しを取っては本末転倒になる。

「布団の側に置いたのはたしかなんだよ。この辺か？」

　手探りで布団の周りをぺたぺたと探す。

　もっと遠くを――

「ぬぉ!?」

　湿ったタオルの感触。

　床に置いてた拭いたタオルを踏んで転ぶ。

「いてて、目隠ししているからって転ぶなんてそらじゃあるまいし……って、うおわぁ!?」

　転んだ拍子に目隠しがずれた上、愛め衣いの足の間に顔をツッコンでしまった！

　目の前に広がる中学生の全裸。

「んッ……んンゥ……」

「わわぁ!?　すまん！　すぐにパジャマ着せるから！」

　熱でうなされた声に、慌てて正気を取り戻す。

　ずらした目隠しのまま、清潔な下着と衣服を手に取り着替えさせた。

　布団に寝かせ、あらためて体温計で熱を測る。

「……熱、あがってる」

　大おお見み得えを切ったあげく、ろくに看病をするどころか風邪を悪化させるなんて……。

　短く、苦しげに呼吸を繰り返す愛衣の寝顔をくやしい気持ちで覗のぞきこむ。

「やっぱり今からでも遅くないから、小さ夜よちゃんたちに戻って来てもらったほうがいいかもしれない」

　オレみたいなダメ人間がこれ以上、看病をするよりずっと……

「ぁっ、ゆ、うき？」

「起こしちゃったか。ごめん、愛衣。オレなんかが看病したせいで、熱あげちまって」

「…………」

　彼女は口を開かず、布団から小さな手をのばす。

　すぐにその手を冷やさないために両手で包みこんだ。

　しっとりと柔らかい、汗ばんだ紅葉のように小さな手。

「あり、がとう」

「えっ」

「ありがとう、優ゆう樹き。側に……いてくれて」

　愛衣はイヤミではなく、心から嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　ツン、と鼻の奥が痛くなる。

　涙が出そうになった。

「ねぇ、優樹。たまの風邪だから、ね。甘えてもいい？」

「あ、ああ！　どんと甘えてくれ！」

「なら、わたし、あれが食べたい」

「あれ？」

「そう、あれ、だから……」

　体力の限界だったらしく、具体的な品物をあげる前に、力つき落ちるように眠る。

　彼女の手を布団の中に丁寧にしまう。

「『あれ』が食べたい、か」

　愛衣が風邪を引いて寝こんでいる時、一番食べたい物。

　長い付き合いの幼なじみだから、すぐにその品物が何か理解する。

　そして、材料をそろえるため、そっと部屋を抜け出した。
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　夕方。

　窓からオレンジ色の光が部屋を赤く照らす。

「んっ……」

「おはよう。どうだ気分は？」

「うん、ちょっとだけよくなったみたい」

　あれからずっと眠っていた愛め衣いが目を覚ます。

「そっか、よかった。あと水分失ってるからボカリ飲んでおけ」

「分かった」

　愛衣が上半身を布団から起こすと、枕まくら元もとに置いてあったボカリをグラスにそそいで渡す。

　彼女は美う味まそうに一息で飲み干した。

「食欲はあるか？」

「正直、あんまりないかも。あっ、でも、あれなら食べられそう。けど、あれを作るには材料がないよね」

「いやあるぞ。スーパーに行って材料買ってきたから」

「わたしの食べたい物、どうして分かったの？」

　あの時の台詞せりふは熱で覚えていないらしい。

「幼なじみだからな、愛衣の食べたい物ぐらい分かるさ。ちょっと待ってろ、すぐに準備するから」

　部屋を出て、台所へと下りる。




　愛衣の汗を拭ふいて着替えさせた後あと、スーパーへ買いに走ったイチゴを深皿に入れ、盆にのせる。

　他ほかにも牛乳と砂糖の小瓶と一緒にのせて部屋に戻ってきた。

「わぁ、本当に準備できてる」

「今、作ってやるからな」

　器に入っているイチゴをフォークで潰つぶす。

　果肉を潰すと赤い果汁が深皿に溜たまる。

　そこに砂糖を入れる。

「砂糖はちょっと多目に入れてねっ」

「はいはい、分かってますよお姫さま」

　苦笑しながら、ちょっと多めに砂糖を入れる。

　そこに牛乳を注ぎ完成。

　愛め衣いにスプーンと一緒に皿を手渡す。

「こぼして布団にシミなんて作るなよ」

「優ゆう樹きじゃあるまいし、そんなドジするわけじゃないでしょ。わーい、美お味いしそう♪　いただきます」

　薄く赤くなった牛乳と一緒に潰つぶしたイチゴを口にする。

「う～ん、美味しい。イチゴの酸っぱさと砂糖の甘みが、牛乳に溶けてもう最高。やっぱり風邪にはこれよね」

「子供の頃ころは風邪を引くとこれ食べさせられたよな」

「これに使うイチゴは大きく甘いのじゃなくて、小さくてちょっと酸っぱいのが美味しいのよね」

　愛衣は食欲があまり無ないといいながらも、ぺろりと平らげる。

「ごちそうさま」

「皿貸せ、体冷やさないうちに布団に入れよ」

「はいはい」

　愛衣はするっと入り、肩まで布団を引き上げる。

「じゃぁ、皿片付けてくるから」

「ちょ、ちょっと待って」

「まだ欲しい物とかあるのか？」

「ちがくて、その、えっと、ね……なんていうか」

「うん？」

「か、看病してくれて、その、ありがとう」

　自分で言った台詞せりふが恥ずかしかったのか、布団を口元までずりあげる。

　苦笑しながら、頭をなでた。

「いつも愛衣たちに迷惑をかけてるからな、これぐらい当然だよ」

「でも……」

「気にするなって」

　片付けるのも忘れて、手触りのいい頭をなでる。

　ハチミツ色の髪は絹のように細く感触がいい。

　体温が高いせいか、あたたかく手を離しづらい。

　女の子特有の甘い体臭とイチゴの爽さわやかな香りが、鼻をくすぐる。

「……優樹の手、冷たくて気持ちいい」

「愛め衣いがまだ熱いんだよ」

「うん。でも、気持ちいい。それに……」

「それに？」

「昔に戻ったみたい」

　昔――愛衣とまだ出会ってまもない頃ころ。

　風邪で寝こんだ彼女に、先程のイチゴ牛乳を食べさせ、寝付くまで頭をなでた。

　最初は怯おびえていた彼女だったが、自身以外の体温が側にある、その安あん堵どと気持ちよさに最後は幸せそうに眠りについた。

「昔みたいに眠るまでなでてね」

「ああ、大丈夫。眠るまでずっと側にいるよ」

　愛衣の瞳ひとみが熱とは違うモノで潤む。

「おにいちゃん……」

　久しぶりに聞く呼び名。

「愛衣」

「んっ、くすぐったいよ、おにいちゃん……」

　ちょっと荒く頭をなでる。

　彼女は非難の声をあげるが、その表情は嬉うれしそうにはにかんでいた。

　胸の奥から温かく、幸福感をともなった感情が湧わき上がってくる。

　気付くとそっと唇を布団で眠る、彼女へと向ける。

　いつも口やかましい愛衣が、病気でしおらしいからそのギャップで可愛かわいく見えるだけか？

　それとも……。

「優ゆう樹き、おにいちゃん」

　彼女もほほを赤くしながら唇を寄せる。

　夕陽に照らされ伸びた二つの影がそっと重なり――




「お二人とも、何をなさっているんですか？」




「「!?」」

　背後から絶対零度の声こわ音ねが聞こえてくる。

　慌てて振り返ると、そこには……

「小さ夜よちゃん!?　ありす、久遠くおん、それにそらまで!?　どうしてここに！　みんな、今日は帰って来られなかったんじゃないのか！」

「やっぱり愛衣ちゃんが心配で、本家に顔を出して挨あい拶さつをした後あと、賢けん悟ご叔父さんにお任せしてとんぼ返りしてきたんです」

「ワタシも梓あずさと少し話をした後あと、すぐに戻ってきたのよ」

「……久遠くおんも、お買い物だけみんなとして帰ってきた」

「はいはい、はーい！　そらも愛め衣いちゃんが心配で仕事を下の人に押し付けて帰ってきました！」

「さっき玄関でみなさんとばったりとお会いしたんです。そしたら、まさか優兄さんが風邪で弱っている愛衣ちゃんを襲おうとしているなんて」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ」

　帰ってきたみんなの視線が突き刺さる。

　オレは思わず後ずさりしながら、あわてて弁解を試みる。

「ちょ！　違うって！　あれはなんていうか雰囲気に流されてというか！」

「優ゆう樹き！　変な誤解させるようなこと言わないでよ！」

「はいはい、ユウキも小さ夜よちゃんも久遠ちゃんも、病人の愛衣ちゃんを興奮させないの。ユウキの私刑は愛衣ちゃんの風邪が治ったらしましょう」

「だから、ありす誤解だって！　だいたい、私刑って何をさせるつもりだ!?」

「お聞きになりたいですか？」

　小夜ちゃんがそれはそれは素晴らしい見事な笑顔を作る。

　映画に出てくる怪物と現実で対たい峙じするような恐怖が全身を突き抜ける。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえる状態のオレの脇わきをすり抜け、小夜ちゃんが愛衣の額ひたいに自身のを押し当て体温を測る。

「う～ん、あんまり熱下がってないですね。愛衣ちゃん、やっぱりここはもうお薬を使うしかないですよ」

「それだけは絶対に嫌！　いくら小夜ちゃんでもわたし怒るわよ」

　愛衣は風邪の熱とは違う理由で、顔を赤くして拒絶する。

「ねぇねぇゆうくん、ゆうくん」

「なんだ、そら。てか、胸があたってるんだけど」

「えへへへ、ゆうくんならいいよ。直接触ってもいいよ？」

「いくらオレでも時と場合と空気を読むわ。それでなんだよ？」

「えっとね、愛衣ちゃん朝からずっとお薬イヤがってるけど、そんなにお薬が嫌いなの？」

「なんというか、愛衣は薬をイヤがっているんじゃなくて、その摂取方法をイヤがっているというか……」

　説明に困っていると、小夜ちゃんが同意を求めてくる。

「優兄さんも薬を使うべきだと思いますよね？」

「優樹、もし賛成してみなさい。あんたが風邪を引いた時、絶対にあの薬を使うわよ」

「脅すなよ。でも、小さ夜よちゃんの言うとおり、さすがにそろそろ使ったほうがいいんじゃないか？　このままじゃいつまで経っても治らないぞ」

「ですよね！　それでは私、薬を取ってきますね♪」

　小夜ちゃんは手を胸の前で叩たたくと、笑顔で救急箱を取りに行く。

「優ゆう樹き！　げほ、ごほっ！」

　愛め衣いが声を荒げるが、すぐに咳せきこむ。

　このまま放置していたらどう考えても風邪は悪化する。

「ありす、久遠くおん、そらは愛衣を押さえつけてくれないか」

「……？」

　久遠が首を傾かしげる。

　彼女の頭をなでながら、

「小夜ちゃんが薬を持ってくれば分かるよ」

「お待たせしました」

　小夜ちゃんが部屋に戻ってくる。

　彼女は持ってきた救急箱から、ある薬を取り出す。

　その薬を見たありすは納得し、久遠は驚き、そらが小首を傾げ呟つぶやく。

「……!?」

「座薬？」

「なるほど。だからイヤがっていたのね。でも、どうして座薬なの？」

　ありすの質問に答える。

「愛衣は粉薬や液体、カプセルとかの風邪薬が効かないんだよ。ただなぜか座薬だけは滅茶苦茶効果があるんだ。だから、昔はオレとかが入れてやってたんだけど、さすがに中学生に座薬を入れてやるわけにはいかないからさ。部屋から出るから後あとはありすたちに任せるよ」

　片手をあげ、廊下へ出る。

　扉越しに愛衣のあがき声が響いてくる。

『さぁ愛衣ちゃん、諦あきらめて覚悟を決めて下さい』

『いや、小夜ちゃん、許して！』

『ダメですよ。お薬を使わないといつまで経っても治らないんですから。ありすさん、くーちゃん、そらさん！　愛衣ちゃんが逃げないように押さえてください』

「了解」

『優樹、止やめさせてよ！　ちょっと小夜ちゃんダメだって、ズボンを脱がせないで！　あぅ、下着まで！』

　オレは扉の外で手を合わせる。

『皆さんしっかりと愛め衣いちゃんを押さえててくださいね』

『いやぁ、そんなおっきいのお尻しりに入らないわよ！　ありすさん、久遠くおん、そらさん！　お願い、後生だから許して！』

『愛衣ちゃん、そんなにお尻に力を入れたら痛いだけですよ。ちゃんとほぐしてあげますから、力を抜いてください』

　小さ夜よちゃんが真剣な声こわ音ねで言い聞かせる。

『愛衣ちゃん、人間諦あきらめが肝心よ』

『……お姉ちゃん、ごめんね』

『愛衣ちゃん、頑張って！』

　ありす、久遠、そらが次々に励ましの言葉をかける。

『さぁ、入れますよ』

『あ！　あッ！　あぁぁぁっ[image: ][image: ][image: ][image: ]ンゥ！！！』

　愛衣の声がぴたりと止やんだ。
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　翌日、日曜日。












　雲ひとつない日本晴れ。

　愛め衣いの風邪は、今日の天気のように気持ちいいほど完かん璧ぺきに治った。

　それも座薬のお陰だ。

「げほ！　ごほ！　あぁー」

　その代わりと言ってはなんだが……今度はオレ、倉くら田た優ゆう樹きが風邪を移されて自室の布団で寝かされていた。

　側には風邪を治した愛衣が座っている。

　彼女が体温計を確認する。

「三十七度七分、風邪ね」

　部屋には小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおん、そらも居る。

　みんなが布団を囲む。

「まさか今度は優兄さんが風邪を引くなんて」

「でも、言うわよね。キスをすると風邪がうつるって。つまり、ワタシたちが来る前すでに愛衣ちゃんとユウキはキスをしてたってわけね？」

「な、何言ってるんですか、ありすさん！　キスなんてしてないわよ！」

「愛衣ちゃんに覚えがないのは……優兄さんに寝こみを襲われたから？」

「……お兄ちゃん、最低、キモチワルイ」

　久遠が半眼のジト目で蔑さげすんでくる。

「久遠、違うから、愛衣を襲ったりなんて、ごほ！　げほぉ！」

「ゆうくん、起き上がろうとしちゃダメだよ！」

「とにかく、風邪を引いたなら薬を飲んで、ご飯を食べて、温かくして安静にしなさい」

「ああ、愛衣の言うとおりにするよ……で、なんで、薬箱から座薬を取り出すの？　薬を飲むんじゃなかったの？」

「だから、飲むんじゃない。下の口からね！」

　愛衣が笑った。

　それは地獄の最下層に済む悪魔も真まっ青さおな笑みだった。

「ちょっと待て！　別に座薬じゃなくても薬は効く体質だぞ！　別にわざわざ使わなくてもいいじゃないか！」

「なに言ってるの。昨日の屈辱と痛みを優樹も味わいなさい。小夜ちゃん、ありすさん、久遠、そらさん、押さえつけるの手伝って」

　愛衣の指示でみんなも嬉き々きとして悪魔的笑みで近づいてくる。

　オレの周りには敵しかいない！　繰り返す、敵しかいない！

　女子中学生と高校生に押さえつけられ、お尻しりを犬のように上げさせられる。

「マジで待ってくれ！　止やめて！　ありす、そら！　押さえつけてる手を離してくれ！　小さ夜よちゃん、無理矢理ズボンを脱がさないでよ！　ぐっは！　く、久遠くおん！　恥ずかしいなら無理して下着を脱がさなくてもいいんだよ！　止やめて！　みんなでそんなお尻しりを凝視しないで！　てか、どんな羞しゆう恥ちプレイだよ！！！」

「さぁ優ゆう樹き、覚悟しなさい。力を抜かないと痛いわよ」

「愛め衣い、お願い、後生だから！　そんな大きいの入るわけ、あぁ！　あぁぁ！　おほっ！　ああぁぁっぁっぁぁっぁぁあっっぁあっぁああぁあぁあッ！！！！！！！」

　高校生男子の悲痛な絶叫が部屋いっぱいに広がる。

　脳内で花瓶に生けられた椿つばきの花が、ぼとりと床に落ちる映像が流れた。
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■第三話　お触りは芸術だ！







「はっくしょん！」

　水曜日、昼休み。

　オレこと倉くら田た優樹は、口に食べ物を詰めこんだ状態でくしゃみをする。

「ちょ！　優樹のバカ！　汚いじゃない」

「悪い悪い。わざとじゃないから許せ、愛衣」

　場所は高校の屋上扉前の階段踊り場。

　そこにみんなで集まりレジャーシートを敷いてお弁当を食べていた。

　中学生である愛衣と小夜ちゃんのクラスで、高校生のオレたちがお昼を食べるのはバツが悪い。

　逆もまたしかり。

　昼休みの混んでる食堂のイスを弁当持参で占領するには、六人は多すぎる。

　結果、スペースがあり人の目を気にしなくて良い、屋上へ続く階段の踊り場でお昼を取るのが日課になっていた。

　小夜ちゃんが魔法瓶から熱い緑茶を注ぎ渡してくれる。

「しょうがないですよ。そろそろ秋も深まり肌寒くなってきましたからね」

「でも、せめてくしゃみをする時は口を手でおさえなさい。そういう気遣いを身に付けないといつか後悔するわよ」

「はいはい。ところで話は戻るけど、久遠くおんはまだ部活に入ってないのか？」

「……（こくり）」

　久遠が転校してきて一週間以上経っている。

「友達とかに部活誘われたか？」

「……（ふるふる）」

　先週愛め衣いが風邪で寝こんだ時、久遠は友達とお泊まり会パジヤマパーテイをする予定だった。しかし彼女は愛衣が心配で途中で抜け出し戻ってきた。

　友達がいないわけではないはずだが。

「別にうちの学校は高校も中学も強制的に入らないといけない決まりじゃないけど。せっかくなんだから何かやってみれば？　今しか青春は堪能できないんだし」

「……お兄ちゃんたちは何か部活に入ってるの？」

　久遠の素朴な質問にみんなが答える。

「わたしは部活に入ってないわね。『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』で茜あかねさんの手伝いをしながら、パティシエの勉強するとか他ほかにやることあるし」

　最初に愛衣。

「私も所属しておりません。お買い物やお掃除など家事が忙しいので」

　次に小さ夜よちゃんが答える。

「ワタシはめんどうだからどこにも入らなかったわ。夕方のアニメとか、深夜アニメとか、今月は新作のＰＬＰゲームで忙しいし」

「右に同じだ。体を動かしたり、何かを創作するとかめんどうすぎる。息をするのもめんどうなのに」

　ありすとオレが、かなりダメ人間的発言をする。

「そらはね、とりあえず部活見学したら、なぜかどの部活の人たちからも『うちに入るのだけは勘弁してください』って泣きながら土下座されたんだ。なんでだろ？　しょぼーんだよ……」

　なぜだろう。その理由が簡単に想像できる。

「…………」

　最年少の久遠が、年長者たちに『自分たちを棚にあげて……』的な視線を向けてくる。

　タコさんウインナーを飲み下し、フォローを入れた。

「久遠は小学校一年以来、無人島で生活してて部活とか入ったことないだろ？　だから、一度は入っておくのもいい経験になると思うぞ」

「……たしかに通ってた小学校は高学年にならないとクラブには入れなかった」

「やっぱりどこも一緒なんだな。オレと愛め衣い、小さ夜よちゃんが通ってたとこもそうだったぞ」

「……部活はたしかに未経験。だから、どんな部があるか知らない。選びようがない」

「それは盲点だった。なら、今日の放課後、暇だし一緒に部活見学するか？」

「……お兄ちゃんと二人で？」

「一緒に行くヤツいる？」

　箸はしをくわえながら、話を振る。

　愛衣は『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』の手伝い、小夜ちゃん＆そらは特売の買い物、ありすは家に帰ってネトゲで狩りの約束をしているらしい。

　てかありす……オマエは何い時つメイド仕事をするんだ。

「なら、決まりだな。今日は久遠くおんと二人で部活見学するか」

「……ぁっ、でも、今日は……」

「もしかして久遠も用事あったのか？」

「……用事、ある。けど、完全下校時間ギリギリにならないと終わらない用事だから。それまでは大丈夫」

「？　なんだか変わった用事だな」

　なぜか久遠はほほを赤くして、ポケットの上に手を重ねる。

　そのポケットから紙のこすれる音が聞こえた気がした。

　オレとは違い、愛衣たちはその用事内容に察しがついたらしく、ニヤニヤと笑い出す。

「なるほどね、久遠もついにかぁ～」と愛衣。

「くーちゃんが学校に転校して来て一週間とちょっとしか経ってないのに凄すごいです」と小夜ちゃん。

「ワタシとしては遅すぎるぐらいだと思うわ。久遠ちゃんぐらい可愛かわいければ、転校したその日に起きても驚かないもの」

「そらもそう思う！」

　ありす、そらも声をあげる。

「？」

　彼女たちの意味深な発言に首を傾かしげる。

　久遠は恥ずかしそうにうつむき、お弁当を再度食べ始めた。

　一瞬、赤い顔でオレを見つめていた気がした。
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　放課後。

　中学の授業が終わるのは早い。

　待ち合わせの高校下駄箱に顔を出すと、久遠くおんがパタパタと駆け寄ってきた。

「悪い。お待たせ」

「……大丈夫」

「そっか、んじゃ早速行くか」

　二人とも教室にカバンを置いているため手ぶらだ。

「スギに、って――スギって分かるか？　前に久遠がお弁当を届けてくれた時紹介した悪友の大おお杉すぎ太た一いち」

「……（こくり）」

「あいつ顔が広くてさ、各部活に話を通しておいてもらったから、好きな所を見学できるぞ。さて、まずどこから行く？」

「…………」

　久遠がフリーズする。

　微苦笑して彼女の頭をなでる。

「それじゃまず一番近いとこでメジャーな部活から見学するか」

「……（こくり）」

「ここから一番近くてメジャーな部活って言ったら……」




　軽快にボールが弾む音。

　気合いの入った複数のかけ声。

　弧を描きバスケットゴールに向かうが、ボールはリングに弾はじかれる。

「こら、一年！　シュート打ったらすぐリバウンド位置に入る。さっきも言ったでしょ！」

『はい！』

　女子生徒たちの元気な声が体育館いっぱいに広がる。

　一番最初は女子バスケットボール部。

　ショートカットで活発そうな少女が出迎えてくれた。

「ごめんなさい、お待たせしちゃって。中学女子バスケットボール部のキャプテンを務めてます、中学三年の愛あい沢ざわ咲さきです。お話は閣下……じゃなくて、大杉先輩から聞いてます。部活見学ですよね？」

「久遠、帰ろう。こいつ『わん、にゃん、ラビット』の一味だ。そうだよな。考えてみればスギのツテなんだから、そういう系だよな」

　久遠の肩を掴つかみ、体育館の外に出ようとすると、

「ちょっと待ってください！　大杉先輩のご命令があるまで倉くら田た先輩に手は出しませんから安心してください！　そう教典に書かれてありますから！」

「なんだ。それなら安心だ……」

「でも、兎うさ月つき姉さまに手を出したら、教典とか関係なく襲いますけど。月のない夜道には気をつけてくださいね」

　ぼそりと呟つぶやいてくる。

　やばい、やっぱり帰りたくなってきた。

　慌てて愛あい沢ざわ咲さきの矛先を変える。

「く、久遠くおんはバスケットってやった経験はあるか？」

「……バスケットボール。和名を籠ろう球きゆう。五人ずつ二組に分かれひとつのボールを使い、相手チームのゴールにボールを入れ得点を競うスポーツ。試合時間終了後に、より多い得点を得たチームが勝利となる。また、それに使われる専用のボールを『バスケットボール』と呼ぶ」

「相変わらず博識だな。それも巌いわおさんの書斎で読んだ本の知識か？」

「……（こくり）」

「そこまでくわしいならルールは知ってるよね？　今一年生同士で練習試合させてるんですよ。よかったら、実際にやってみませんか？　バスケットシューズは一年で予備を持ってきてる子がいるし、ジャージの代わりに私のユニフォームでよかったら貸しますよ」

　愛沢咲はスポーツ少女特有の爽さわやかな笑顔で申し出る。

「……でも、足を引っ張るだけだと思う」

「最初から上う手まい人はいないよ！　何事も体験してみないと楽しさって分からないと思うし」

「だってさ。せっかくだからやってみたらどうだ？」

「……お兄ちゃんがそういうなら」

「よかった！　なら、更衣室に行きましょ」

　久遠は女子バスキャプテンに連れられ、更衣室へと向かった。




　三十分後。




「ディフェンス！　何してんの！　ちゃんと止めなさい！」

「スクリーンアウト！」

「フェイント、フェイント！」

　城南女子バスケットボール部レギュラー陣が汗を流し、怒号を飛び交わす。

　キャプテンから借りた大きめの白いユニフォームを着た狐きつね火び久遠が、スリーポイントシュートと見せかけドリブルで敵チームの部員を抜き、レイアップを決める。

　ボールはリングに触れず、ネットの『ぱしゅっ』という軽い音が体育館に響いた。

「久遠くおんちゃん、ナイシュー！」

「すごいよ、久遠ちゃん！」

　味方チームの女子一年生チームが賛辞を惜しみなく浴びせる。

　点数はこれで十五対六。

　久遠の一年チームが十五点だ。

　最初、一年生同士の練習試合に参加したが、開始早々久遠一人で圧倒的点数を獲得し、相手チームを圧倒した。

　そしてバスケ部員のプライドを賭かけ、レギュラー陣が戦いを挑んできたのだ。

「プレス！　三！」

　久遠がボールを持つと五人中、三人が彼女を囲む。

　しかし止められない。

　元々身長は中学一年生女子平均より低い。

　さらに腰を落とし、手とボールがヒモで繋つながっているのかと疑いたくなるキープ力で非常に止めにくいのだ。

　さらに久遠の恐ろしいところは、

「久遠ちゃん！」

　彼女の背後から味方が走りよりフォローに入る。

　そちらにパスを出す――フェイントをかける。

　本命はゴール前を固めているセンターの裏。

　久遠は相手に背中を向けたまま、敵の股またを高速パス。

　ワンバウンドして通り抜け、味方の女子がレイアップを決める。

「久遠ちゃん、ナイスパス！」

「……ナイスシュート」

　二人は上げた両手を景気よく叩たたき合あう。

　これで十七対六。

　久遠はワンマンプレイに走らず、味方をとことん使う。

　しかもまるで背中に目があるように『ビシ！　バシ！』と手元に吸いこむようなパスを出してくるのだ。

　そのため久遠に人数を割きすぎると、他ほかのチームメイトが点を取る。

　マークを緩くすれば、今度は自分で容赦なく切りこんでいく。

「ッ！」

　直角より鋭利な切り返し。

　一年女子から借りたバッシュを鳴らし、キャプテン、愛あい沢ざわ咲さきを抜き去る！

　ゴール下、残るはセンターの女子のみ。

　さらに加速！

　センター女子は、目に炎を宿すしたような気迫で迎え撃つ。

　だが――！

「スリー!?」

　久遠くおんは切りこんだ距離を一瞬でバックステップ。

　スリーポイントラインに下がる。

　虚を突かれたセンターの女子は慌てて走り、ディフェンス体勢に入る。

　久遠はすでにシュート体勢に入っているが、相手は思いのほか速く、さらに身長も手足も高く、長い。

　シュートコースが完全に塞ふさがる。

　コート上の選手、練習の手を止め試合に魅入る他部活の部員、観客全員がシュートを止められたと確信した。

　しかし、久遠の顔には焦りも、悔しさもない。

　彼女はそれでも構わず飛ぶ！

『!?』

　その場の全員が驚き、絶句する！

　久遠は垂直に飛ばず、後方斜めに飛んだのだ！

　バスケット漫画で読んだシュート名を無意識に叫んでいた。

「フェイダウェイジャンプシュート！」

　久遠がボールを弾はじく指音。

　数秒後――リングに触れずネットを揺らす摩擦音が体育館全すべての音を奪いさった。

「……ふぅ」

　着地に失敗した久遠が尻しり餅もちをつき、座ったまま止めていた息を吐き出す。

「久遠ちゃん凄すごい！　凄いよ！」

「絶対にブロックされたと思ったのに！」

　味方チームの女子が、座りこんでる久遠へ歓声をあげ抱きつく。

　彼女は恥ずかしそうにほほを赤くし、なすがままもみくちゃにされた。

　それから試合終了後。

　女子バスケットキャプテン愛あい沢ざわ咲さきのみならず、バスケットボール部員全員から勧誘を受けたのは言うまでもない。

「久遠ちゃん、あなたにはバスケットの才能が絶対にあるわ！　私たちと一緒に全国を目指しましょう！」

　愛沢咲は目の色を変え、久遠の両手を掴つかみキスしそうなほど顔を寄せる。

「そうだよ、久遠ちゃん！　一緒にバスケットやろう！」

「わたし、戌いぬ威い先輩から久遠くおんちゃんに乗り換える」

「私も猫ねこ柳やなぎ先輩から狐きつね火びさんにお面替えるから！」

　やばい、すでに一年女子にも『わん、にゃん、ラビット』の影が見え隠れしている。

　久遠はその申し出に首を振った。

　他ほかの部活も回りたいというのが理由だ。

　希望をねじ曲げてまで女子バスケットボール部に入れる強制力があるわけもなく、愛あい沢ざわ咲さきたちは大人おとなしく引き下がった。

　汗を拭ふき、ユニフォームを返し、体育館を後あとにする。

「しかし驚いたな。久遠があんなにバスケットが上う手まかったなんて。昔、やったことあったのか？」

「……ない。本で読んでルールは知っていたのと、体育館でやっていたのを見て応用した」

「ぶっつけ本番であんなに動けたのかよ!?」

「……うん。でも、普通でしょ？」

「いやいや、全然普通じゃないから！」

「……そうなの？」

　久遠は『？』を頭上に浮かべ、小首を傾かしげる。

「普通は本を読んだり練習試合をちょっと見ただけじゃ、あそこまで動けないよ。耳も出してないから妖あやかしの身体能力だって使ってないし。久遠はほんと凄すごいな」

「……そんなこと、ない」

　褒められたのが恥ずかしかったのか、ほほを赤くして下を向く。

　やばい、可愛かわいい。

　赤くなったほっぺたをつんつんしたい！

「……お兄ちゃん、どうして突然、ほほを指でつつくの？」

「はっ!?　しまった！　本能的に体が動いてしまった！」

　慌ててつんつんしていた右腕を、左手で掴つかみ押さえる。

「あは、あはははは、なんでもないよ！　それより次の部活見学に行こうか！」

「……うん」

　久遠は素直にうなずき、オレの後に付いて歩き出した。




　結論から言うと――狐火久遠は運動部、文芸部全すべてで活躍した。

　女子柔道部では黒帯全員から一本を取った。

　女子陸上部では女子中学百メートル走で新記録を出した。

　女子囲碁部では部員五人全員との同時うちで勝った。

　英文研究会では英語のみならず、ドイツ語、フランス語などを話した。

「もしかしたら久遠くおんがオレたちの中で一番スペックが高いんじゃないか？」

「……お兄ちゃん、次は何部？」

「ああ、えっと、次は美術部かな」

　歩いて一番近い文化系の部室が美術部だ。

　美術室の扉をノックする。

『はぁ～い』

　ちょっと間延びした甘い返事が返ってくる。

　扉が開くと垂れ目で胸が大きく、左目下に泣きぼくろ、セミロングの毛先が内向きの砂糖菓子みたいな女子が顔を出す。

「オレたち大おお杉すぎ太た一いちの知り合いで、部活見学してる者なんだけど今いいかな？」

「閣下、じゃなかった。大杉さんからお話は聞いてます。うちは部員が少ないんでいつでも見学、途中入部＆掛け持ちＯＫですよ」

「あんたもか……」

『わん、にゃん、ラビット』の構成員多すぎだろう。

「初めまして中学三年の鈴木ゆうひと申します。倉くら田た先輩さんのお噂うわさはよく聞かせていただいてますよ」

「……狐きつね火び久遠です」

　ぺこりと頭をさげる。

「可愛かわいいですね。さすが猫ねこ柳やなぎさんの従姉妹いとこさん」

　この人は愛め衣い派か。

「今、ちょうど休憩中なのでよかったら一緒にお茶しませんか？」

「毒とか入ってないよね？」

「？　なぜですか？」

　鈴木ゆうひは、意味が本当に分からないという声こわ音ねで聞き返す。

「ほっ、よかった。そうだよな。みんながみんな過激派なわけないよな」

「そうですよ。だいたい毒でころりと殺すぐらなら、両足それぞれを縄で馬に引っ張らせる等、なるべく残酷な方法で殺さないと信者は誰だれも納得しませんよ」

　ダメだ、この教団には狂信者しかいない。

　頭を抱えながら鈴木ゆうひに案内され美術室に入る。

「お茶とコーヒーしかありませんが、どちらがよろしいですか？」

「じゃぁコーヒーで」

「……お茶でお願いします」

　木製の大きな六人席テーブル。

　窓際の壁には流し台。

　黒板は一般教室と違い二枚の黒板が上下に移動できる。

　黒板の反対側奥のスペースに、製作中の絵が一枚あった。

　木製のイーゼルに立てかけられたキャンバス。

　その周りには絵の具らしきチューブが散乱していた。

　鈴木ゆうひがお茶とコーヒーを両手に持ち説明してくれる。

「その絵は私と同じクラスの櫻さくら井い舞まい子この作品なんです」

「櫻井ってあの櫻井!?」

「……？」

「久遠くおんは転校してきたばかりで知らないか。城南中学である意味愛め衣いたちより有名な人だよ。櫻井舞子、別名、天才中学生画家」

　スギの受け売りだが、国内の絵画コンクールで常連入選者で、その独創的な絵が高い評価を受けているらしい。

「本当は今日美術部は休みだったんですが、海外コンクールに出す絵をしあげたいから、無理を言って顧問の先生に鍵かぎを借りたんです」

　鈴木ゆうひは、友達＆部長として付き合っていたらしい。

　久遠と二人出されたお茶とコーヒーを飲みながら話を聞く。

「ちょうど倉くら田た先輩さんたちと入れ違いでお手洗いに行ってるんで、もうそろそろ戻ってくると思います。変わった子ですが、根は素直で優しいので怖がらないであげてくださいね」

「……（こくり）」

　久遠がコップで口元を隠しながら頷うなずく。

　しかし天才画家の作品か、ちょっと興味あるな。

「あのさ、あの絵って見てもいい？」

「どうぞ。舞子は描きかけの絵を見られても怒るタイプではないですから」

　許可を取りコーヒーを片手に席を立つ。

　久遠も後あとに続く。

「これは、たしかに独創的だな……」

　キャンパスには所狭しと線や円、斜線や波線など入り交じり、眺めているだけで目が疲れてくる。

　さらに赤、青、黄色、光の三原色がだいたんに使われチカチカする色合いを作り出す。

　殺人鬼判別の心理テストに使われそうな絵だ。

「どうです、凄すごいですよね。こんな素晴らしい絵、私には到底描けません」

　鈴木ゆうひがうっとりとした表情で溜ため息いきを漏らす。

　絵の良さは分からないが、安易に心情を告げるほど子供でもない。

　適当に話を合わせる。

「たしかに凄すごいか、凄くないかで言ったら凄いかな」

「ですよね。彼女は後輩の面倒見もいいので、久遠くおんさん、よかったら是非美術部に入ってくださいね」

　鈴木ゆうひが久遠を勧誘している姿を眺めながら、コーヒーに口をつける。

　さて次はどの部を回るかな。

　考えごとをしていると、鼻がむずむずとしてきた。

（やばい！　クシャミだ！　ちり紙を、いや、ダメだ間にあわ――）

　反射的にコップを掴つかんでいない片手で覆うが、

「はくしょん！」




　ぐちゃ。




　口内に溜たまっていたコーヒーがくしゃみで勢いよく発射される。

　コップを持っていたため、口元を片手で隠すのが精せい一いつ杯ぱいで完全に防ぎきれなかった。

　一部の黒い雫しずくが絵に当たる。

「な、何してるんですか！　倉くら田た先輩さん！！！」

「ごめん！　鼻がむずむずして、つい！」

「どうするんですか……！　この絵は大切な海外コンクール出品用の絵なんですよ！」

「えっと、そのなんというか……ごめんなさい！」

「ごめんで済んだら『わん、にゃん、ラビット』なんて必要ないんです！」

　すぐさま頭を下げ謝罪する。

　それでも鈴木ゆうひは興奮冷さめず、怒鳴り声をあげる。

　美術部の扉が苛いら立だちげに開く。

「うるさいわね、ゆうひ。何を騒いでるの」

「舞まい子こ！」

　背中まで伸びた長い髪。前髪で片目が隠れ、目は垂れぎみで気け怠だるげな雰囲気を醸し出している。中学生にしては背が高く、オレとほとんど変わらない。胸は大きいが腰はコルセットで締め付けているのかと疑うほど細く、お尻しりは掴み揉もみたくなるほど肉付きがいい。

　まるで銀幕に出てくるハリウッドスターのような体つきだ。

　彼女は愛め衣いたちと同じ中学校の制服に袖そでを通し、その上から白衣を着ている。

　しかしその白衣はおもに赤い絵の具で汚れていた。

　そのせいか画家というより、マッドサイエンティストみたいだ。

「舞子！　倉田先輩さんがコンクールに出す絵にコーヒーをぶちまけたのよ！」

「コーヒーをぶちまけた？」

　櫻さくら井い舞まい子こは事情を聞いてこみかみをひくつかせる。

「すみませんでした！　悪気はなかったんです！　これは不幸な事故だったんです！　本当にすみませんでした！」

「……ごめんなさい。お兄ちゃんに悪気はない。久遠くおんに手伝えることがあるならしますから、どうかお兄ちゃんを許してあげてください」

　久遠も隣に並んで頭を下げる。

　今更ながら昼休みの愛め衣いの苦言を思い出した。

『でも、せめてくしゃみをする時は口を手でおさえなさい。そういう気遣いを身に付けないといつか後悔するわよ』

　ああ、こんなことなら助言を素直に聞いておけばよかった。

　後悔先に立たず。

「…………」

　乱暴な足音。

　櫻井舞子は白衣にポケットを突っこみ、オレたちの前に立つ。

「あんたがあの倉くら田たさん？　で、そっちの小さいのは？」

「……狐きつね火び久遠。城南中学の一年生」

「先輩から美術部の見学を頼まれたのよ。いくら先輩の頼みでも断るべきだったわ」

「いや、ゆうひ、これでよかったのよ」

「はい？」

　櫻井舞子は両手からカッターを取り出すとコーヒーで汚されたキャンバスを×型に切る。

「ちょっと何してるのよ舞子！」

「あはははは！　分からない？　駄作を処分しているのよ！」

「処分って……」

「この駄作の駄作性を瞬時に見抜きコーヒーを吹きかけるとは、さすが噂うわさに聞く倉田さん！」

「いや、別にそういう訳わけでは……」

「あはははは！　謙けん遜そんとは時として美しくないものですよ！」

　カッターで絵を切り刻みながら、櫻井舞子は笑い続ける。

　こいつはやばい。

　芸術家というだけあって、頭のネジが二、三個ゆるんでる。

「だいたいあの作品は私自身不満があったのよ。『「若さ」の前に不可能もなければ、陰いん翳えいも無ない、それは一切を突破する力であり、一切を明るくする太陽である』与よ謝さ野の晶あき子こ、『愛の創作』。つまり、あの作品には若人たちのはち切れんばかりのリビドー！　エネルギーがまったく足りないの！　『あらゆる危険をおかして、あらゆる生き方をこころみることのできるのは、青春の時期だけだ』田た宮みや虎とら彦ひこ、『失われた青春』。けど、私の描き上げた作品は成功した部品を寄せ集め、キャンバスの枠に隙すき間ま無なく埋めただけのパズルのピース！　違う！　違うのよ！　私の描き上げたかった作品はキャンバスなどという物理的な枠をぶち破る渦！　爆発！　ビッグバン！　ああ！　違う、違うわ！　このスピリッツを語る語ご彙いが我が言語にインストールされていない！　つまり、私が言い――」

　と、櫻さくら井い舞まい子こは両手のカッターをぶんぶん振り回しながら力説する。

　やばい。

　こいつはかなりやばい。

　頭のネジは二、三個どころか全すべてがゆるんでる。

　友人らしき鈴木ゆうひは、慣れた様子で彼女から距離を取り喋しやべり終わるまで傍観している。

「――というわけよ！　分かってくださいましたか倉くら田たさん、狐きつね火びさん！」

「いや」

「……全然」

　オレと久遠くおんは仲良く言葉をつなげる。

　友人の鈴木ゆうひが通訳する。

「つまり、舞子は描き上げた作品に不満があったので破棄したんです。代わりに倉田先輩さんと久遠さんからインスピレーションが湧わいたのでモデルになって欲しいと言ってるんです」

「オレたちがモデル！」

「そうです！　さすがゆうひ！　魂の理解者！」

　櫻井舞子はカッターを投げ捨て、鈴木ゆうひに抱きつく。

　彼女は苦笑して『はい、はい』とあやすように背中を叩たたいた。

　そして櫻井舞子は、オレたちに向き直ると再び力説を始める。

「倉田さん、狐火さん！　あなたたち最高！　最高よ！　あなたたちはまさに青春の光と影！　喜びと哀かなしみ！　『悲哀や苦痛はつまり楽しい青春の夢を猶なお楽しく強く味わわせる酒のようなものだ』永なが井い荷か風ふう。『青春とは普段の酔心地である。つまり理性の熱射病である』ラ＝ロシュフーコー。あぁ、二人で一人。一人で二人！　まさかこれほどの逸材が我が愛しき学舎に存在していたとは！　ありがとう八や百お万よろず！　バンザイハラシュークリーム！　あっ、ゆうひ、帰り道に『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』でシュークリームを食べて帰ろう。なぜだか急に食べたくなったわ。う～む、スピリチュアル」

「はいはい。分かったわよ。なら、コンクールも近いんだし、さっさとお二人をモデルに描きなさい」

　鈴木ゆうひは彼女の言葉にあきれながらも、手慣れた態度で受け流す。

　なにこの自由人！

「ちょっと待って！　まだモデルをやるとは言ってないぞ！」

「……（こくこく！）」

「私の描いた渾こん身しんの一作にコーヒーをぶっかけ、切り裂いたのは誰だれでしたっけ倉くら田たさん」

「おい、さっきまで駄作だのなんだの言ってただろうが。だいたい絵を切り裂いたのはオマエだろうが」

「『久遠くおんに手伝えることがあるならしますから、どうかお兄ちゃんを許してあげてください』。私の空耳ですかね？」

　さきほどの久遠の台詞せりふを繰り返す。

「はぁー私の人生はお二人のせいで狂わされるんですね。そうですか、あぁ、そうですか。『光を、もっと光を……』Ｊ・Ｗ・ｖｏｎゲーテ。『うんうん、これが死なんだ……やれやれ』Ｔ・カーライル。『友よ拍手を！　喜劇は終わった』Ｌ・ｖａｎベートーベン。ちなみ全すべて臨終の言葉です。知ってましたか、皆さま方？」

「「…………」」

　どうやら選択肢はないようだ。





　◇






「この作品のテーマは『青春』！　さぁ倉田さん思う存分、狐きつね火びさんを触りまくってください！」

「触りまくれって……」

　オレは制服のままだが、久遠は櫻さくら井い舞まい子こが持ってきたスク水に着替えさせられた。

「つまり、櫻井はオレが久遠を触りまくる姿を絵にするのか？」

「オフコス！」

「略すな！　だいたいそれのどこが『青春』なんだよ！」

　この疑問に櫻井は怒鳴り返してきた。

「はぁッ!?　青春ですよ！　これこそ青春なんですよ！　『これが青春なんだ。汚いところに美しいものを見つけるのが本当の青春なんだ』織お田だ作さく之の助すけ、『青春の逆説』。倉田さんに分かりやすく説明するとですね。つまり本当の青春とはクソ暑いグラウンドで走り回り汗を流したり、夕陽に照らされながら手を繋つなぎ恋人同士帰るではなく幼い無む垢くな少女の体を卑ひ猥わいで、最低最悪な男が触りまくるところにあるんです！」

「ねぇーよ！　断言する！　絶対にそこにはねぇよ！　あるのはヘンタイ性だけだよ！　てか、おい、誰が卑猥で、最低最悪な男だ、こら！」

「「「…………」」」

　美術室にいる女性全員の視線がそそがれる。

「うん、まぁ、そのなんだ、やっぱり言わなくていいや」

「助かります。さぁ時間もないので、ちゃっちゃと触りまくってください」

「軽く言うな」

　イーゼルに立てかけられたキャンバスを前に座り、命令を飛ばしてくる。

「……お兄ちゃん。いいよ」

「久遠くおん」

「……早く終わらせよ。それにお兄ちゃんにならどこを触られても……いい」

　首まで赤くして呟つぶやく。

「分かったよ、久遠。それじゃ触るぞ」

　真まっ直すぐ立つ久遠のアゴの下をなでる。

「……ンッ」

　最初は右手だけで、少ししてから両手で彼女のほほを包むようになでる。

「んが!?」

　後頭部に絵の具チューブを投げつけられた。

「お触りなめるな！　もっと本能を剥むき出だしに触れ！　芸術舐なメナイデクダサーイ！」

「舐めてねぇよ！　てか、最後なんで偽外人口調なの!?」

　後頭部を押さえツッコミを入れる。

「……櫻さくら井いさん」

「あん？」

　久遠が日本刀より鋭く、鮮烈な殺気を放ちながら呟く。

「……お兄ちゃんに次、物をぶつけたり、傷つけたら許さない。モデルも止やめる」

「!?　わ、分かったわ。今のはやりすぎました。すみません、倉くら田たさん」

「いや、とにかく欲望に忠実にお触りすればいいんだろう？」

「はい！　そうです！」

　オレはあらためて久遠を触り始める。

　彼女を背後から抱き締め、細すぎる腰から足へと手を滑らせる。

　久遠のつむじが丁度アゴの当たりに来る。

　彼女が体を動かす度、髪から少女の汗の匂においが鼻をくすぐる。

「……ンッ、はっぁ、お兄ちゃん……バスケットで汗かいたから、そこは……んっぅッ」

「大丈夫、別に臭くないよ。むしろずっと嗅かいでいたい匂いだ」

　それは素直な感情だった。

　体も久遠の匂いを求め、髪に鼻をうずめる。

「うひょぉ!!　最高！　きたぁ――――！　これこそ芸術！　全すべての芸術はお触りに通じるのよ！」

　絶対に通じてない！

　とにかく早く終わらせるため太ふと股もも、喉のど、ほほ、肋ろつ骨こつ、鎖骨、胸の間を手のひらでなで、指先でなぞる。

　スク水越しにへそを弄いじると、久遠くおんはくすぐったそうに身をよじる。

　しかし、背後から抱き締めているため逃げ出せない。

　へその時点で久遠は荒い息をつき、膝ひざががくがくと震えて立っていられなかった。

　そのため最終的にはタオルを敷いた床に寝かせた。

　床に寝そべった久遠の唇を指でなぞる。

「イエス！　オーグレイト！　エジソン、ダビンチ、アインシュタイン！！！」

「舞まい子こ、何その偉人たちは？」

　興奮気味に叫び筆を走らせる櫻さくら井い舞子に、鈴木ゆうひがツッコミを入れる。

「久遠、うつぶせになってお尻しりを上げて」

「……はっぁ、ぁぁ……おにぃちゃん、はずかしぃ」

　だが、彼女は逆らわず言われた通り犬のようにお尻を高く上げる。

　オレは久遠の真っ白な磁器みたいな背中や肩けん胛こう骨こつに手のひらを、指先を這はわせた。












「んんぅあぁ、ふあッ、ッゥ、ぅ……ッ」





　◇






「……芸術家さんは凄すごい」

「ああ、マジ半端なかったな」

　オレと久遠くおんは完全下校時間ギリギリになってようやく解放された。

　久遠がシャワーを浴び、制服に着替えるのを待って外へ出た。

　自販機で買ったジュースを飲みながら、二人で階段に座りグラウンドで片付けをする運動部を眺める。

　学校校舎にかかっている大時計を確認する。

「他ほかも回りたかったけどもう時間だし帰るか。カバン取りに戻るぞ」

「……お兄ちゃん、ちょっと遅れるけどここで待っててもらっていい？」

「別にいいけど。ああ、そういえば昼休み言ってたっけ。下校時間ギリギリじゃないと終わらない用事があるって。なんか知らんが手伝うか？」

「……大丈夫。すぐ終わるから」

「そっか。分かった、それじゃここで待ってるから」

　久遠は頷うなずき、自分の教室へカバンを取りに戻る。

「さて、オレも取りに戻るか」

　立ち上がりお尻しりの汚れをはたき落とす。

　高校の下駄箱で上履きに履き替え、三階を目指さず、

「まずはトイレに行くか。めんどくさいし、教師用トイレでいいや」

　一階の教師用トイレで用を足す。

　その時、窓の外から男の声が聞こえてきた。

『来てくれてありがとう、狐きつね火びさん。手紙読んでくれたんだね』

　く、久遠!?

　声が出そうになるのを口を手で押さえて無理矢理耐える。

　窓は指二本分開いており、外をうかがえた。

　そっと覗のぞくと、男子生徒と先程別れたばかりの久遠が向かい合って立っている。

　男子生徒は制服の形から城南中学生だろう。

　城南中学、高校は上履きで学年を区別するが、スニーカーのため学年までは判別できなかった。

「ぼ、僕、三年生で狐火さんとはあんまり接点がないけど体育の時間とか、廊下とか、友達と一緒に楽しくお話ししてるところをたまに見かけて、その、一ひと目め惚ぼれしました！　よかったらお付き合いしてくださいお願いします！」

（うぉおおぉッ！！！　マジで告白かよ！）

　だいたい何が一ひと目め惚ぼれだよ。

　つまり外見で久遠くおんに惚れたってだけじゃねぇか！　そんなナンパな野郎にくれてやるわけにはいかん！

　腹立っていると、久遠はぺこりと頭を下げる。

「……ごめんなさい。あなたとはお付き合いできません。他ほかに好きな人がいるから」

「狐きつね火びさんの好きな人って、あいつだろ？　あの倉くら田た優ゆう樹きだろ？　あんな女ったらしのどこがいいんですか！　別にかっこよくないし！　性格も悪いって噂うわさじゃないですか！」

　噂を信じて性格が悪いと判断するなんて……。

　悲しんでいると久遠がその言葉を否定する。

「……噂で人の善よし悪あしを判断するのはよくない。気をつけた方がいい」

「そ、それはそうだけど」

「……それにお兄ちゃんはかっこ悪くない」

「えっ」

「……お兄ちゃんは息をするだけでかっこいい」

　キリッ、と表情を引き締めて断言する。

　そのかっこよさの基準は斬ざん新しんすぎるだろ!?

　思わずツッコミを入れそうになり、再び口を押さえる。

「狐火さんは……あの人のどこがそんなに好きなんですか？」

「……あなたは一目惚れしたと言うけど、やっぱり顔で選んだの？」

「違う！　最初は可愛かわいい子だと思って、目で追っていくうちに表情は少ないけどたまに浮かべる笑顔が可愛くて、無口だけど友達に気を遣って、なのに恩着せがましくなくてそれが当然って態度で、そんな所がとってもかっこよくて、憧あこがれて。そんな真面目まじめで、優しい性格を含めて好きになったんです！」

「……一緒」

　彼女は目を閉じ、過去を振り返るように語り出す。

「……最初はお節介な人だと思った。だらしなくて、めんどくさがりで、優柔不断……だけど、根は真面目で、ドロを自分から被かぶって、それでも楽しそうに笑ってる。目で追ってて気付くと好きになってた。同じように好きになったあなただったら、この気持ちの重さは理解できるはず」

「…………」

　ついに男子生徒は黙りこむ。

　久遠は再び頭を下げた。

「……お手紙くれてありがとう。好きになってくれてありがとう。ごめんなさい」

　そして、彼女は男子生徒を残して一人帰って行った。





　◇






　カバンを手に取り、待ち合わせ場所に行くとすでに久遠くおんが待っていた。

　オレたちは夕陽に照らされながら、並んで帰宅する。

「……お兄ちゃん、トイレから告白されるところ覗のぞいてたでしょ？」

「ぶっ！　ど、どうして知ってるんだ!?」

「……お兄ちゃんが覗けるということは、逆に言えば久遠側からも覗ける」

「なるほど。ばればれだったわけか」

　あの男子生徒は気付いてなかったと久遠がフォローを入れてくれる。

「……嘘うそじゃないから」

「ん？」

「……告白を断るための嘘で、お兄ちゃんが好きだって言った訳わけじゃないから」

　久遠は一歩だけ先を歩く。

　そのため表情を確認できない。

「でも久遠も知ってるだろ？　オレは婚約している都合上、将来的に愛め衣いか小さ夜よちゃん、どちらかを絶対に選ばないといけないって……」

「……知ってるのと諦あきらめるのは違う、から」

　彼女は足を止め、振り返る。

　その表情は――

「……諦めない。だから、お兄ちゃん、覚悟しててね」

　夕陽に負けないほどキレイな笑顔だった。





　◇






　後日談①

　櫻さくら井い舞まい子こが、海外の若手登竜門的絵画コンクールで最年少入賞を果たした。

　これは世界的にも快挙で、彼女の自宅と城南中学校には多くの報道陣が集まった。

　その絵をオレと久遠は朝のニュースで観みた。

「これ本当にオレたちなのか？」

　久遠もニュース画面を前に一緒に首をひねる。

　何千年前の壁画に描かれた人間みたいに簡略されたオレたちが、派手な色遣いで描かれていた。

　タイトルは『触るオトコ』だ。

「やっぱり芸術は分からん」

　だが、これで絵を汚した借りは返した。

　もう二度と彼女と関かかわることはないだろうと安あん堵どしていたら……

「倉くら田たさん！」

「げっ！　櫻さくら井い舞まい子こ！」

　彼女がなぜかクラスまで押しかけてきて、今度またぜひ絵のモデルになって欲しいと頭を下げてきた。

　鼻息荒くどれほどオレにモデルとしての才能があるか力説させるほど、気に入られたらしい。

　しかしこれ以上、あの奇才、じゃなかった天才に関わりたくなくて断り続けている。




　後日談②

　久遠くおんにふられた城南中学三年の男子生徒はその後どうしたかと言うと……。

　二時間目が終わり、三時間目が始まるまでの休み時間。

　悪友の大おお杉すぎ太た一いちが嬉うれしそうに話しかけてきた。

「いや、昨日有望な人材が『わん、にゃん、ラビット』に入ったんだよ。なんでも久遠ちゃんに告白して、ふられたけどせめてファンとして見守りたいって言っててさ。あまりの情熱に入団を許可しちゃったんだよ。あぁ、これでまた名前を新しくしないとな」

「スギ、おまえもう自分が教祖だって隠さなくなってきたな」

　しかしなるほど、こうして『わん、にゃん、ラビット』は勢力を拡大していくのか……。

　彼らの増殖を止めるには、愛め衣いたちへの告白をゼロにしなければならないらしい。

　現実的にそれは不可能だ。

　いつかまた『わん、にゃん、ラビット』あらため、さらに長くなった宗教団体を相手にしなければいけない未来に暗あん澹たんたる溜ため息いきを吐き出した。

　ああ、オレの平穏はいったいどこにあるのだろう……。





【ＥＮＤ】







■第四話　主あるじとメイドの甘美な一日







「もう十一時か、ふぁ……そろそろ起きるか」

　枕まくら元もとで鳴った目覚ましを止め、オレこと倉くら田た優ゆう樹きはベッドの上で伸びをする。

「なんかやけに静かだな」

　いつもだったら小さ夜よちゃんの作る朝食の音が響いてきたり、愛め衣いやそらの声が階下から聞こえてくる。

　だが、今日に限って家に誰だれもいないみたいに静かだ。

「あぁそういえば、みんな出かけてるんだっけ」

　みんなが昨日、用事で家を留守にすると言っていたことを思い出す。

　この家には、今オレとあと一人しかいない。

「ん、なんだ、この柔らかい感触は。抱き枕なんて使ってたか？」

　いや、あれは大切なコレクションで汚れないようちゃんと布団圧縮機の袋に入れ真空状態にして、日が当たって劣化しないよう細心の注意を払って押し入れに保存しているはずだ。

　ではこれはなんだ？

「やけに抱き心地がいいな、この抱き枕。凹凸があって形も自在だし」

　指に吸い付くように、丸くて柔らかい突起が形を変える。

　いや弾力なんてものじゃない。

　ぷるんと揺れるそれは、マシュマロよりも柔らかくていい匂においのする、まさに本物の……

「本物のおっぱい!?　な、なんなんだ!?　フリル？　カチューシャ!?　メイドが布団の中に、なんでいるんだよ！」

「ぁ、ぁあんっ、ユウキったら朝から大胆なんだから……。いいのよ、もっと強く揉もみしだいても。だってワタシはご主人さまの、ユウキだけのメイドだから」

「ありす!?　何やってんだよお前は！」

「あん☆　さっきはあんなに情熱的に可愛かわいいがってくれたのに。ひどいわご主人さまったら。メイドを邪険に扱うなんて」

　家に残っている、用事の無ないオレ以外の一人。

　それは良家のお嬢さまで妖あやかしと人間のハーフ、スタイル抜群でウェーブのかかった髪と形のいいバストを持つ、オレ専属のメイド兎うさ月つきありすだった。

「誰が！　いつ！　可愛がったっていうんだよ！　ありすが勝手に布団の中に入ってきたんだろうが！」

「そんな！　ご主人さまがワタシを無理矢理布団に引きずりこんで、『ここがええんか、ここがええんか！　まったくうちのメイドのここはエロエロなイソギンチャクさんやで！』とか言って手て籠ごめにしたくせに！」

「嘘うそをつくな！　どこのヘンタイだよ!?」

　ありすは瞳ひとみに涙をため、必死に訴える。

「嘘じゃないわ！　証拠ならここにあるんだから！」と、ボイスレコーダーを差し出す。

「それにさっき言った台詞せりふが入ってるわけか」

「そうよ。入ってるわ」

　オレは勝ち誇った笑みを浮かべる。

「じゃぁもし入ってなかったら、三回まわって手を頭に当てて『うさぎさんぴょんぴょん。ごめんなさいぴょん♪』って土下座するんだぞ？」

「ええ、かまわないわ。動画に撮ってネットにアップしてもいいわよ。もちろん、優ゆう樹きが罪を認めたら同じことをしてもらうから」

「強情だなありすは……」

　肩をすくめ溜ため息いきを漏らす。

　オレがさっきのヘンタイ台詞なんて言うはずがない。

　後あとに引けなくて掛け金を吊つり上あげ、相手が引き下がるのを待っているのだ。

　ずいぶん古ぼけた安い手を使う。

「いいぜ別に。それじゃ早くそのボイスレコーダー再生させろよ」

「ええ。いいわよ」

　ありすは再生ボタンを押す。




『ここがええんか、ここがええんか！　まったくうちのメイドのここはエロエロなイソギンチャクさんやで！』




「三回まわって手を頭に当てて『うさぎさんぴょんぴょん。ごめんなさいぴょん♪』」

　朝起きて五分も立たないうちから、土下座で額ひたいを擦りつける。

「さすがユウキ、お手本として教科書に載せたいほど見事な土下座ね」

「お褒めにいただき誠にありがとうございます。いや、まさか本当にあんなことを言ってたなんて」

「いいの気にしないで」

　ありすは微笑ほほえみ、顔を上げるよう声をかけてくる。

　申し訳ない気持ちで指示に従った。

　普段はイジメることしか考えない真性のドＳだけど、根はとても優しいヤツなんだ。

　今回のことで彼女の優しさを再確認する。

「本当に気にしないで。だって、これユウキの声を録音して編集した合成音だから」

「ありす！　オレの優しさを返せ！」

「あはははははははっ。まさかあんな簡単に引っかかるなんて。しかも『うさぎさんぴょんぴょん。ごめんなさいぴょん♪』って！　ユウキって本当に面白いわ」

「うるさい！　まったくありすは！」

　ぷりぷりと怒り、彼女に背を向け座る。

「ぷっ、ふふふ……ごめんなさい。今日はユウキと二人っきりだからテンションがあがっちゃって。朝からはりきり過ぎたわ」

「ふん！」

　ありすが顔を合わせようと回りこんでくる。

　オレは腕を組み、あぐらをかいて回りこんでくるたびに背中を向ける。

「もうご主人さま、そんなに怒らないで」

「うるさい。もうありすは絶対に信用しないからな！」

「そんな寂しいこと言わないで。機嫌なおしてよ、ご主人さま」

　彼女は手をのばし、オレのほほに唇を重ねてきた。

「な、なにやってるんだ、ありす……！」

　突然のキスに動揺して、弾はじけるように飛とび退のく。

　ほほにはまだ柔らかな唇の感触が鮮明に残っていた。

「ご主人さま、かわいい～♪」

「う、うるさい！　男に可愛かわいいとか言うなよな！　だいたい朝っぱらから人を土下座させたり、突然キスをしてきたりありすはいったい何がしたいんだよ！」

「土下座はユウキが勝手にしたんじゃない。でも、昨日言った約束覚えてない？　今日はワタシがご主人さまにご奉仕するって。朝から晩までね♪」

「約束……ああ、そう言えば」

　昨日、リビングでのこんな会話を思い出す。





　◇






「なんだ、明日の朝はみんないないのか。最近週末は静かだな」

「しょうがないでしょ。中学は野外授業があるんだから」

　愛め衣いが作業の手を止めず答える。

　リビングの扉を開けると、愛衣、小さ夜よちゃん、久遠くおんがリュックサックに荷物を詰めていた。












　小さ夜よちゃんが久遠くおんの荷物をまとめながら、顔をあげて寂しそうな表情をする。

「優兄さんと週末ご一緒できないのは寂しいです。くぅ[image: ][image: ]ん」

「……帰りは愛め衣いお姉ちゃんと小夜お姉ちゃんが夕方。久遠は一年だからお昼ぐらい」

「そっか。ごはん担当の小夜ちゃんがいないってことは、明日の朝御飯はそらの料理かな。あれ、そらってそういえば今日朝から見てないような」

「そらさんなら、朝早くからお仕事だそうですよ。明日も遅いとか。大変そうですね」

「……ってことは、えっと、明日の朝はオレとありすだけ？」

「「そうなるわね（ですね）」」

　小夜ちゃんと愛衣が答えながら、リビングの横にあるＴＶの方を向く。

　そこには、ありすがメイド服姿のままソファにごろ寝しながら、コントローラーを握っていた。

「えいっ、えいっ、たあっ、とおっ！　ふふっ、勝った！　とうとう倒したわ、エンシェントドラゴン!!　この白き夜の支配者にして七色の未来の女王、銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイトにかかればこの程度の龍りゆうはトカゲも同然――当たり前のこととは言え、弱き者を従え我が足元に這はい蹲つくばらせるのはいつ見ても快感ね」

「……あの、ありすさん」

「なに、ユウキ？」

「ゲーム中失礼しますが、メイドとしてのお仕事をお願いしたいんだけど」

「今やってるじゃない？」

「なに真顔で言ってんだよ！　昨日ゲーム買ってきてから、ずーっとＴＶに張り付いたままじゃねぇか！　その前はアニメのＤＶＤＢＯＸを買ってきて観賞会三ざん昧まいだったし！」

「アニメのＤＶＤ観賞も、世界平和を維持するための大事な仕事なのよ。知らないの、ユウキ？」

「んな訳わけないだろ。メイドのくせに掃除はしない。洗濯もしない。御飯は作らない、お茶は淹いれない。ちょっとはメイドらしいことしろよ。明日は一日家にいるのはオレとありすだけなんだから、朝昼晩の飯ぐらいはたまには作ってみせろ！」

　ありすは『ぷぅー』とほほを膨らませる。

「何大げさに言ってるのよ。ワタシだってご飯くらい作れるわよ」

「でも、おまえいいとこのお嬢さまだったんだろ。料理を作ったことってあるのか？」

「無ないわよ」

「ごめん、小さ夜よちゃん。明日は三食外か店屋物頼むからお金ちょうだい」

「ちょっと待って、ユウキ！」

　小夜ちゃんに差し出した手をありすがはたき落とす。

「大丈夫よ、料理ぐらい。何度かお弁当を自作して褒めてもらったことあるから！」

「いや、さっき作ったことないって言っただろ？」

「ゲームシナリオでね！」

　ドン！　と自信満々に胸を叩たたくありす。

「愛め衣い、明日の一日ぐらい外食で済ませてもいいだろ？　命の危険を感じるから」

「食事とかけて同じネタを繰り返す『天てん丼どん』をやるとはさすがユウキね」

　今度はなぜか感心された。

　ありすは不安そうなオレに自信満々に断言する。

「料理だけじゃないわ。専属メイドらしく明日は掃除洗濯はもちろん、つま先から頭の天辺までユウキのお世話をしてあげるから。楽しみにしてなさい」

「ありす……本当にできるのか、メイドの仕事なんて」

「ええ、もちろんよ。日本海軍、空母『大たい鳳ほう』に乗ったつもりでいなさい。ノンストップで完かん璧ぺきな一日を味わわせてあげるわ。ユウキがいまだかつて体験したことがない世界を見せてあげる♪」

　ちなみに『大鳳』は、マリアナ海域で潜水艦に撃沈された船だ。

「不安だ……」

　ただただ不安が雨雲のように頭上を覆った。
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　回想終了。

「…………」

　そうか、そういえばそんなこと言ってたな。

　ありすがメイドらしいことをしようとするなんて初めてだから、すっかり忘れていた。

「どう、完かん璧ぺきなメイドの朝の起こし方でしょ？」

「どこがだよ!?　どこが完璧なメイドの起こし方なんだよ!?」

「なんでって言われても、メイドとご主人さまの関係ですもの。朝は添い寝とおはようのキッスと決まっているじゃない」

「決まってねえよ！　せめて普通の……いや、やっぱりダメだ。ここは日本、欧米じゃないんだ、添い寝もキスもなし！　わかったか、ありす!?」

「はいはい、もう済んだことはどうでもいいから。朝ご飯ができてるわよ。頑張って準備したんだから、いっぱい食べてよね」

「朝ご飯？　ありすが作ったのか？」

「他ほかに誰だれが作るっていうのよ」

　ありすは腰に手を当て唇を尖とがらせる。

「ほら、早く起きてご主人さま、折せつ角かく作った朝ご飯が冷さめてしまいますわ」

「押すなおい、分かったから……」




　着替えて階下に降りると、テーブルに美お味いしそうな食事が並んでいた。

　湯気をたてるスープに焼きたてのトースト、スクランブルエッグにドレッシングのかかったサラダ。まるでホテルの朝食のようなメニューに思わず喉のどが鳴る。

「これ、ありすが作ったのか？　すごいな、ほんとに」

　驚いて椅い子すに座り、フォークを手に取り一口食べる。

　ふわふわのスクランブルエッグの甘い味が口の中いっぱいに広がり、思わずうなる。

「すげぇ美う味まい。どうしたんだ、ありす？　これすごいよ、めちゃくちゃ美味いよ！　まさにプロの味！」

「もちろんですわ、ご主人さま。だって三つ星級プロの料理ですもの♪」

「……え、おまえが作ったんじゃないの？」

「電話をかけて兎うさ月つき家のシェフから一流料理を宅配してもらったの。どう、美味しいでしょ。たくさんあるから、おかわりしてね」

「お前、メイドの腕前を見せるとか言って早速デリバリーかよ。まあ確かに美味いけど……あれ、なんで一つだけ崩れた卵焼きがあるんだ？　洋食の中に一つだけ和食メニューだし」

「あ、そ、それは……」

　指摘されて口ごもるありす。

　だが、それに構わず卵焼きを口に入れる。

「ん、むぐ、見た目はまずいけど、これも美う味まいな。ちょっとシェフの味っていう感じじゃないけど、何て言うか家庭的っていうか」

「それ、ワタシが……その」

　ほほを桜色に染めて、ありすが視線をそらしながら呟つぶやく。

「ワタシが……作ったの。やり方教わりながら」

「あ、そうだったのか。うん、美味い。おいしいよ、ありす」

「ほ、ほんと？」

　顔をあげて嬉うれしそうに目を輝かせる。

　そんないつも見せない表情が、思わず可愛かわいいと思ってしまう。

（なんで胸が高鳴ったりするんだ、ありすだぞ!?　いやもしかしたらこれは策略かも、動どう悸きを速める薬がこの中に入っているとか……）

「どうしたの、ユウキ？　早く食べないと冷さめちゃうわよ」

「あ、ああ、うん。ちょっと喉のどに詰まったから水を飲もうと思ってただけ。ありすは食べないのか？」

「うん。さっき味見とかしてたらお腹いっぱいになっちゃって。それに、美お味いしそうに食べてくれるユウキを見てるだけで嬉しいから」

　そう言ってありすは柔らかく微笑ほほえむ。

　なんだか、いつものオレを虐いじめて楽しんでいる反応と違う言葉が返ってきて、思わず口ごもる。

　その後、流しこむように朝食を終えたが、何な故ぜか緊張してその後は味がよく分からなかった。




　朝飯を食べた後あと。

　ＴＶをつけて少しだけ緩んだ空気が流れる。

　横に座っていた彼女が、そっと耳元にささやいてくる。

「ね、ユウキ。……いいでしょ？」

「…………」

　無言で頷うなずくと、彼女は小さく微笑み体を預けてくる。

「いいのか？　ありす」

「ええ、好きにしていいのよ。今日は、ご主人さまと二人きりだもの。あなた色に染めて欲しいの」

「ありすの肌、すっごく柔らかいんだな。それに、少し力を入れただけで、こんなに」

「あぁッ、言わないで。そんな、ダメぇ……」

「ダメじゃないだろ？　ちゃんと言わないと分からないだろ。さぁ、言うんだ」

「ワタシは……はぁっ、ご主人さまの……大きいのが欲しいんです。お願いします、くだ……さい。ご主人さまのを、全部……!!」

「ああ、よく言えたな、ありす。今してやるからな」

　そう言ってオレは。

　大きくて太いお徳用のアロマオイルをありすの背中に塗って、マッサージを再開した。

「んんー、そこいいわ～。アロママッサージってやっぱりいいわね。朝から頑張って働いたからねー」

「おい、働いたっていっても、料理なんてほとんど作ってないだろうが。ご主人さまをアゴで使ってからに」

「まあまあ、いいじゃないの。それより、ユウキはこの後あと用事とかある？　ちょっとだけ付き合って欲しいところがあるんだけど」

「特に用事はないから、別にいいけど。どこに行くんだ？」

「晩ご飯の買い物に行こうかと思って。お金は小さ夜よちゃんから預かってるから。ユウキは何か食べたいものある？」

「うーん、そうだな……」

　言いかけるとドアが音を立てて開き、久遠くおんが入ってくる。

「……ただいま、お兄ちゃん、ありすお姉ちゃん。どこか行くの？」

「久遠、野外授業は終わったのか。いいところに来てくれた！　実は今、買い物に行こうかって話をしてたんだよ。悪いんだけど、晩ご飯作ってくれるか？　ありすじゃやっぱり不安で」

「……うん、わかった。小夜お姉ちゃんたちは遅いだろうから」

「おお、頼もしいな。久遠の得意料理って何だっけか」

「……本見れば、大体のものは大丈夫」

「ひどい、二人とも！　ワタシが作ろうと思ってたのに！」

「……じゃあ、一緒に作る？　ありすお姉ちゃん」

「オレも手伝うよ。三人で作ろうか。な、ありす」

「それならいいけど……」

　冷蔵庫にある使えそうな材料を確認してから三人で家を出る。

　九月にしては涼しい風がほほをなでた。

「こうやって三人で買い物に行くのも珍しいよな。オレとありすはインドア派だし、料理をつくるのが久遠くおんっていうのもなかなか無ないし」

「……二人とも、もう少し外へ出るべき」

「でもやらなくちゃいけない積みゲーや録画したアニメがいっぱいだし。忙しいのよね、メイドってほんとに大変だわ」

「だからそれはメイドの仕事でも何でもないだろうが。まったくどうしようもないダメメイドだよな、ありすは」

「ダメご主人さまのユウキにだけは言われたくないけどね。この前なんて試験勉強するとか言って、気分転換にアニメ見始めたら止まらなくて、朝まで徹夜でテレビにかじりついてたくせに」

「あ、あれは面白すぎる作品を作った制作者が悪いんだよ！　学園ものかと思ったらまさかの泥沼三角関係なんて！　ありすこそ、この前ゲームにはまりすぎて朝寝坊しそうになってたじゃないか」

「あれはしかたないわよ。だってブラッドブルーの世界観を下地にしたＲＰＧが発売されたんだもの。銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイトとしては、ちゃんとラストまで見届ける義務があるんだから」

「……五十歩百歩」

　久遠にツッコミを入れられながら、スーパーに着く。

　中に入ってかごを取り、その日の特売を確認しながらメニューを考える。

「……特売は牛肉、豚肉、葉物野菜数種。それから家の冷蔵庫にキャベツ・根菜類一式、それから缶詰もたくさんある。お米・パスタ・小麦粉もあるし、一通りのものは作れそう」

「おお、さすが久遠、頼もしいな」

「……お兄ちゃんは、何か食べたいものある？」

「そうだな、スパゲティーもいいし、中華もいいかも。うーん、迷うな。あ、お寿司とかもうまそうかも」

「……高級食材はダメ。予算オーバー」

「ダメか。そうだな、オレが考えると決まらないから……ありすが決めるのはどうだ？　今日は朝ご飯頑張ってくれたし」

「え、ワタシ？　えっと、そうね。それなら……」




　ありすが選んだメニューに沿って食材を選び、スーパーを出る。

　多めに買った割には、思ったより安かったらしく久遠も嬉うれしそうだ。

「そういえば、ありすお姉ちゃんは、どうしてこのメニューにしたの？」

「実は昔からちょっと憧あこがれてて。みんなで料理するならこれかなって」

「……うん、たしかに大勢で料理するなら、一番かも。一緒に作ろう。お兄ちゃんも頑張って」

「了解。野菜の皮むきなら任せてくれよ！」

「じゃあ、ワタシはユウキが頑張ってる横で応援する係ね。あと、野菜を並べる係とか」

「それじゃ手伝う意味ないだろうが。簡単なのだったらできるから、教えてやるよ。ニンジンとかなら道具を使えばすぐだし。まず最初に頭の部分をこう切り落として……」

　そんな何気ない会話をしながら帰り道を歩く。

　家につくと買ってきた材料を台所に並べ、料理を始める。

「ありす、お湯は沸いたか？」

「このくらいでいいのかしら、久遠くおんちゃん？」

「……大丈夫、ちょうどいいと思う。ありすお姉ちゃん、意外に手際がいい」

「久遠ちゃん、次は何をしたらいいのかしら？」

「……次はピーラーでニンジンの皮を剥むいて欲しい」

「分かったわ。ニンジンの皮むきね」

　そんな風ふうに久遠が先導して料理を作っていく。

　次にジャガイモを一口大に切り、肉も同じ大きさに切り分ける。

　全すべてを水と一緒に鍋なべに入れコトコト煮こみ、灰あ汁くを丁寧に取っていく。

　約一時間後。

　胃袋を直接掴つかんで刺激するような匂においが部屋中に充満する。

　今すぐ食べたいのをグッと堪こらえ、鍋にふたをした。

　他ほかのみんなの帰りを待ちながら片づけをしていると、玄関のドアが開く。

　まず聞こえてきたのは愛め衣いの声だ。

「ただいま。あぁ疲れた。そこで小さ夜よちゃんとそらさんと会って、一緒に帰ってきたんだけど」

「愛衣ちゃん、荷物よかったら一緒に部屋に持って行きますよ。あれ、いい匂いがしますね。これは……」

「そら、知ってる！　林間学校で作ったことあるよ！」

　リビングに入ってくる三人を見て、声をかける。

「おぉー、お帰り。もうできるぞ、今日はありすの希望でカレーだ」

「……正確にはカツカレー。カツカレーは昭和二十年代に銀座の洋食店『グリルスイス』でお客さんがカツレツとカレーを同時に同じ皿に乗せてくれるように頼んだのが始まりと言われてる」

「みんなお帰りなさい、今日はワタシも手伝ったんだから。いっぱい食べてね」

「ありすのむいた野菜は削りすぎて小さいけど、味は変わらないから大丈夫だしな」

「間違って野菜の皮までゆでようとした、ユウキには言われたくないけどね♪」

「いいんだよ、皮の部分には栄養があるんだから！　それを言うならありすだってへたの部分まで入れようとしたくせに」

「はいはい、二人とも分かったから。じゃあみんなで食べよう、すごく美お味いしそうだし。小さ夜よちゃん、お皿持ってきて」

「はい、愛め衣いちゃん。ちょっと先に鞄かばん置いてきちゃいますね」

「そらも手伝うよ～。すっごくいいにおい！　美味しそう」

　帰ってきたみんなと騒ぎながらカレーを器に盛り、一緒に食べる。

　別になんてことないいつもの夕食なのに、何な故ぜか少しだけ嬉うれしい。

　それが、一緒に作業した達成感なのか、それともオレたちが作ったカレーをみんなが美味しそうに食べてくれるからなのか、それは分からないが。
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「ユウキ、ここにいたんだ」

　後ろから、ありすの声こわ音ねが聞こえてくる。

　晩飯の後あと、縁側でぼんやりしていると、ありすが後ろからやってくる。

「ああ、ちょっと食休みにな。あとのみんなは？」

「みんなはＴＶ見てたり、片づけしたりとかかな」

「そっか」

　二人で縁側に座り、夜空を見上げる。

　星が小さく光り輝く。

「なんだか今日はいろいろあったな」

「そうね。朝起こしにいってあげたら、キスされたり、胸揉もまれたりとかね」

「それはありすが勝手に布団に入って……まぁいいや。でも騒がしかったけど、なんだか楽しかったな。カレーも三人で作って、みんな喜んでくれてたし」

「うん。ワタシね、実はカレーって一度だけ作ったことあったんだ。作ったというか、作りかけたという方が正しいかもだけど」

「作りかけた？　失敗でもしたのか」

「……うん。昔ね、少しだけ学校に通っていた時があった、って言ったことがあるでしょ。その時、林間学校でカレーを作ることになって。その時少しだけね」

「転校してきた時言ってたやつか」

　ありすは昔病弱で、家のベッドばかりにいたという話を昔聞いたことを思い出す。

　学校も一度行ったが、なじめずに辞めてしまったと言っていたっけ。

「ワタシね、学校休みがちだったし、ハーフだから友達一人もいなくて。それでグループ分けの時に班からあぶれちゃって。それで、一人だけで、本を見ながら頑張って作ったんだけど。でも野菜とかも皮がのこったままで、時間もかかりすぎちゃったから、終了時間が来ても中まで火が通らなくて生煮えで。水も足りなくて、ルーも溶けなくて。少しだけ食べたけど、全然美お味いしくなくて……」

「……そっか。そんな事があったのか」

「だからね、メニューを決めていいって言われた時、その事が思い浮かんだの。あの時できなかったことが、今ならできるんじゃないかって。久遠くおんちゃんと、ユウキと一緒に料理して。分からないところは教えてもらって。失敗しても、笑いながらみんなで食べて。……そうすれば、すっごく楽しいだろうな、って」

「うん、そうだな。楽しかったし、美う味まかったよな」

　ありすが昔受けた傷のことを思う。

　彼女はずっと一人だった。

　そんな彼女が、ここに来て。

　オレの隣にいて、微笑ほほえむことができる。

　それだけのことが、たったそれだけのことが、オレにはとても嬉うれしいと思えた。

「ありす、今日はありがとな。色々と」

「ううん、お礼を言うのはワタシの方。だって、料理だって教えてもらったし。卵焼きも、美味しいって言ってくれて、すごく嬉しかった」

「……ありす」

　彼女が横に座ったまま、体を預けてくる。

　柔らかな体温が、吐息が、夕ゆう闇やみの中で伝わってくる。

「ユウキ……ありがと。ユウキがここに置いてくれて……一緒に居てくれるから。だから……」

　そしてほほを染めながら、小さく嬉しそうに微笑む。

「ワタシ、もしかしたら、今まで生きてきて一番幸せかも」

　やさしく柔らかく微笑む彼女に、一瞬胸が締め付けられる。

　あれ、ありすってこんなに可愛かわいかったっけ？

「……ありす」

　思わず手を伸ばして、抱きしめたいと思ってしまう。

「ユウキ……」

　彼女の柔らかな唇に、吸い寄せられるように……

「二人とも。何をしてらっしゃるのでしょうか」

「何かあやしいと思ったら、こんないい雰囲気っぽいのになってるなんて！　二人きりなのをいいことに、昼間なにしてたの優ゆう樹き!?　白状しなさい！」

「さ、小さ夜よちゃん、愛め衣い!?　いや違うんだこれは！　なんとなくありすが可愛く思えてちょっとくらっときただけで！　ほら朝キスとかおっぱい揉もんだりとかはあったけど今回はそういうのじゃないんだ！　ただちょっと可愛かわいいなと思って抱きしめたくなったというか」

「朝揉んだ？　おっぱい？　優ゆう樹き、ちょっと詳しく説明してもらおうかしら」

「優兄さんはおはようのキスをありすさんと……。私はお布団に入るまでしかしたことがないのに、そうですか留守の間にそんな事が」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ」

「ゆうくん、正妻のそらを差し置いて、メイドさんに手を出すのはいけないんだよ？」

「く、久遠くおん、それにそらまで!?　ご、誤解だ!?　いや事実はそうかもしれないけど、実際の場面はそういう雰囲気じゃなかったんだ！　なんていうかその、ありす、お前も説明してくれよ!!」

「そう、ワタシとユウキはみんなには言えない仲……朝から押し倒されてキス、それからご主人さまったらいやがるワタシの体を押さえつけてあんなことやこんなことを……」

「ありす！　誤解を招くようなこと言うな！」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ。最低」

「そらも、えっちなことは正妻にしかしちゃダメだと思うよぉ」

「優樹……あんたほんとにとうとう一線を越えちゃったみたいね……」

「これはもう地ち下か牢ろうにずっと監禁しておく方が安心ですね。優兄さんは」

「違う！　誤解だ！　信じてくれぇぇぇぇぇッ！」

「「「このダメ人間！！！」」」

　無実を叫びながらオレは素足で庭に降り立ち、全速力で駆け出す。

　後ろからの罵ば声せいと迫る足音を聞きながら、今この危機を逃れるためにどう言い訳をすればいいのか、頭の中で必死に考えていた――。
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■第五話　服がなければ、バンソウコウを貼はればいいじゃない？　――いや、ダメだろ







　土曜日、昼間。

　オレこと倉くら田た優ゆう樹きは、自室で座りこみ頭を抱えていた。

「金がない……」

　現在、親から振りこまれる生活費は愛め衣いたちに握られている。

　そのため毎月決まった額の小遣いしか彼女たちからもらえない。

　貯金などあるはずもなく、次の小遣い日までには時間がある。

　このままだと欲しい漫画本や雑誌、写真集、ネット課金コンテンツｅｔｃなどが買えない。

「けど、働きたくないんだよな。あぁー、朝起きたらゴミ箱のゴミが札束に変わってないかな」

　お金持ちの小さ夜よちゃんやありすに頼めば喜んでお小遣いをくれるだろうが、それは愛衣に固く禁じられている。

　なにより自分がそんな情けないマネをしたくない。

「たまにそんな生活に憧あこがれるけど……」

「何に憧れるの、ゆうくん？」

「おわ!?　なんだそらか。勝手に部屋に入ってくるなよ」

　千ち影かげそらは白いワンピースに袖そでを通し、アゴ先まで伸びたややクセっ毛の髪を揺らす。

　何より目を引くのは、おっぱいだ！

　十数年生きてきて彼女ほど大きなおっぱいに巡めぐり逢あったことはない。

　しかもはち切れんばかりに大きいくせに、形が美しいのだ！

　風ふ呂ろ上がりブラをしていないシャツ一枚姿のそらをよく目撃するが、胸だけはまるで重力の影響を受けていないようにツンと上を向いている。

　あれこそがはち切れんばかりの若さ！　芸術！

　写真に納め、出展すればたちまち賞を総ざらいするに違いない。

　そんな彼女が手にマンガ本を持ち話しかけてくる。

「ちゃんとノックもしたし、声もかけたよぉ。ねぇ、ゆうくんこのマンガの続き貸して」

「そこの棚にあるから勝手に持ってけ」

「は～い。ありがと。それでどうしたの、変な声出して？　発情期？　いたっ！」

　そらの額ひたいにチョップを入れる。

「オレは動物か。金が無なくてうなってただけだよ」

「うにぃ、叩たたかなくてもいいのに。お金がないなら、バイトすれば」

「嫌だ。とにかくオレは働きたくないんだよ。とくに接客業が一番嫌いなんだ。なんで知らない人間と口をきかないといけないんだよ。考えただけで鬱うつになる」

「ゆうくんって本当にダメ人間だね」

「しみじみ言うな！　イヤなモノはイヤなんだからしょうがないだろ！」

「う[image: ][image: ]ん、ならそらのお仕事を手伝わない？」

「仕事？」

　そらは仕事内容を先回りして説明する。

「接客業じゃないよ。そら一人でも出来るけど、もしよかったらゆうくんもやらない？　二人で倉庫にある品物の写真を撮るだけ。ただし急でごめんなさいだけど、今日の夜からなんだ」

「バイト代はいくらだ？」

「お金は千ち影かげ一族の口座に振りこまれるし、全部渡すわけにはいかないからあんまり高くないんだけど……」

「おいおい、いくら楽でもあんまり安いとやる気でないぞ」

「えっとね、十万円ぐらいかな？」

「是非、やらせてください！」

　その場に土下座して頼みこむ。

　十万円！

　それだけあれば欲しくて諦あきらめていたアニメ映画初回版ブルーレイや同人誌＆ゲーム、あれやこれも買い放題じゃないか！

　しかもちゃんとしたバイトで得た賃金だから愛め衣いから文句も言われない！

「それじゃ今夜〇時に出発ね♪」

「おう！　分かったよ！」

　今日は土曜日で明日は日曜日。

　寝不足で学校を休む必要もなく、報酬も高額。

　なんて理想的なバイトだ！

　歌い出しそうなほど上機嫌で、そらと二人っきりのバイトが決定した。




　――人は軽い気持ちで決断した事を、心の底から後悔する場合があると……ッ。

　あの千影そらと二人っきりでバイト。

　しかも法外な高額報酬。

　このふたつでどういう結果が導かれるかなど明白じゃないか！

　しかしこの時オレは十万円というバイト代に目が眩くらみ、正常な判断能力を奪われ、ただ喜びに胸を躍らせていただけだった。
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　深夜、〇時。

　玄関先で小さ夜よちゃんが身支度を確認してくる。

「優兄さん、ハンカチとちり紙は持ちましたか？」

「持ったよ」

「リュックにはお夜食のおにぎりとおかずが入ってますから、そらさんと二人で食べてくださいね。魔法瓶のお茶は熱いので気をつけて飲んでください。他ほかには怪け我がをした時の消毒液とバンソウコウ、包帯、湿布などが入ってますから。おやつは愛め衣いちゃんが買ってきた生どらですが、一緒にドライアイスも入っているのでふざけて触って低温火傷やけどしないよう気をつけてくださいね。一応、着替えのシャツと下着類、タオルなども入れておきました。汚れたら面倒でもちゃんと着替えないとダメですよ」

「分かったよ、ちゃんと着替える」

「あっ、携帯の充電は満タンになってますか？　たしか居間の小物入れに携帯式の充電池があったはずですから、一応持って行った方が……」

「大丈夫、満タンだよ。ほら」

　過保護な小夜ちゃんを安心させるため、携帯を取り出し電池を確認させる。

「ゆうくん、車来たからそろそろ行こう」

　そらが迎えの車に気付き、声をかけてくる。

　彼女はシャツの上にフード付きのジャケット、スカートの下にレギンスをはいていた。

「それではそらさん、優兄さんをよろしくお願いしますね」

「任せて小夜ちゃん！　そら、がんばるよ！」

「なんだろう、そらさんが頑張ろうとすると逆に不安になるんだけど」

　愛衣が失礼な意見を口にするが、そらは気にせず大きすぎる胸を強調するようにそらす。

「……いってらっしゃいお兄ちゃん、そらお姉ちゃん」

「いってきます。久遠くおんもオレらが出たらすぐに寝るんだぞ」

「ユウキ、お土産よろしくね♪」

「ありす……オレはバイトに行くんだぞ」

　そんな四者四様の見送りを背に家を出る。

　門の前にリムジンが横着けされていた。

「それじゃみんな、そらたちアルバイトに行ってくるね」

「これ以上夜更かししないで、さっさと寝るんだぞ」

「優ゆう樹きじゃあるまいし、言われなくてもすぐ寝るわよ」

　愛め衣いの切り返しに微苦笑し、リムジンへと乗りこむ。

　車が動き出す。

　自宅が小さくなったところで、気になっていたことを尋ねる。

「写真を撮るならカメラが必要だけど持ってきてるのか？」

「カメラは影の中に入れてあるから。それに撮影する前に密売組織を壊滅させないといけないから、すぐには必要ないしね」

「そうか先に密売組織を壊滅させないといけないのか……密売組織!?」

　思わず声が裏返る。

　そらは何に驚いているか分からないという表情で首を傾かしげた。

「今更だけどバイトの詳細を聞かせてもらってもいいですか？」

「いいけど？　たいしたお仕事じゃないよ。ちょっと密売組織を壊滅させて、組織の人間を捕まえて。盗んだり騙だまし取とった物品を証拠品として写真に納める簡単なお仕事だよ」

「騙された！　写真を撮るだけの簡単な仕事じゃないのかよ！　降ろしてくれ！！！」

　ドアに張り付きノブをがしゃがしゃ動かす。

　しかし運転席からロックされているのかまるで開かない。

「大丈夫だよ！　ゆうくんはそらが守るから！」

「そらが守ってくれのか？　ドジっ娘このそらが？」

「うん！　命に替えても守るよ！　あとそらドジっ娘じゃないよ」

　陰おん陽みよう師じ最強の千ち影かげそらが胸を叩たたき、その大きな胸をぷるるんと揺らす。

「「…………」」

　今度は窓に張り付き、パワーウィンドウのスイッチをがちゃがちゃと押す。

　だが、やっぱり運転席からロックされているのか開かない。

「助けて！　めっちゃ死亡フラグが立ってる！　イヤだ！　まだやりたいことがいっぱいあるのに、こんな若き身空で死ぬなんて！」

「どういう意味なの、ゆうくん！」

　そんな騒がしいオレたちを乗せ、リムジンは静かに住宅街を抜け出した。
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　結局、密売組織が盗品を蒐しゆう集しゆうしていると報告があった山へ連れてこられた。

「ここまでで本当によろしいんですか？」

　運転手さんが最終確認をしてくる。

　その問いにそらは、

「結構です。終わったら連絡を入れるので迎えに来てください」

　普段では絶対に見られない凛りんと研ぎ澄まされた横顔。

　これが彼女の仕事顔らしい。

　運転手さんは一礼すると、車を降りドアを開けてくれた。

　車から降りると周囲を確認する。

　車は百台以上の容量があるだだっ広い駐車場に止められていた。

　乗ってきたリムジン以外、車は一台もない。

　木で作られた二階建ての売店兼休憩所は真っ白なペンキで塗られ、その後ろには天辺が雲に隠れた山が佇たたずんでいる。

　もしかしたら千ち影かげ一族が規制して関係者以外を追い出しているのかもしれない。

　運転手さんはもう一度深々と頭を下げ、車に乗りこみ来た道を戻った。

　これでもう戻れない。

　夜の冷たい空気を肺一いつ杯ぱいに吸いこみ、吐き出す。

　ここまで来たら覚悟を決めるしかない。

　一緒に降り立ったそらに話しかける。

「この山のどこかに、密売組織がいるのか？」

「うん。この山の奥に彼らの集積所があるんだよ」

「でも、どうしてこんな山奥に？　普通、集積所や倉庫って物流がしやすい大型道路か港とかに作るものじゃないのか？」

「普通はそうだね。けど彼らが扱っている品物は特殊だから」

「特殊？」

「今回の密売組織は普通の品物じゃなくて、陰おん陽みよう師じが封じた人斬りの日本刀や危険な術具、妖あやかしなんかを捕まえて世界に売りさばいてるの。そんな物を密集地帯に置いて、もし事故が起きてそらたち【裏】の世界が表おもて沙ざ汰たになったら関係者全員が困るでしょ？　もしそんな不始末を起こしたら組織は裏表両方から狙ねらわれる。だから山奥とかに倉庫を造るんだよ」

「専門家同士の暗黙の了解ってやつか。火薬を取り扱う花火師が、山奥で作業するようなもんだな」

「ゆうくんには制圧後、集められた物品の写真を撮って記録してほしいんだよ」

「了解、仕事内容は把握した。で、その場所は分かるのか？」

「うん！　地図もらったからね」

　ポケットから携帯電話ほどの大きさの機器を取り出し操作する。

　液晶画面に山の地図と現在位置を示す光と赤い光が点滅する。

　この赤い光が密売組織の場所らしい。

　他ほかにも画面にはよく分からない数値が上下していた。

「地図ってそれ？」

「そうだよ。この山は富士山と一緒で溶岩の上にできてるから地中に磁鉄鉱をいっぱい含んでるの。だからコンパスだと狂うから、ＧＰＳを使うんだよ」

「じてっこう？」

「磁力を帯びた石のことだよ」

　なるほどたしかにそれならコンパスは使えなくなる。

「それじゃそろそろ行こうか。はい、ライト二本あるから一本ゆうくん使っていいよ」

「サンキュー」

「それじゃ行こうか」

　そらはマグライトのスイッチを入れ歩き出す。

「凄すごいな、そらは……山の地図も理解してるし、知識も豊富で」

「凄くなんてないよ。ただこういう仕事を何度も経験してるから覚えちゃっただけだよ」

（普段はボケボケだけど、やっぱり千ち影かげ一族の当主なんだな。こいつは……）

　考えてみれば千影一族の長にして、陰おん陽みよう師じ最強、戦姫、戦巫み女こと恐れられている人物だ。

　ただのドジっ娘こじゃないんだな。

　自分と同い年の少女が働く姿に目を細める。

　そんな感情に気付かず、そらは正規の登山コースではない獣道を指さす。

「登山道から登ると気付かれる可能性があるから、こっちから行くよ。暗いからはぐれないように気をつけてね」

「了解、絶対にそらの背中を見失わないよ」

　オレは彼女への絶対の信頼と共に、一歩を踏み出した。
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　獣道に入って一時間後。

　千影そらが笑いながら頭を掻かく。

「えへへ、ごめんなさい。遭難しちゃった」

「そうなんですか？」

「そうなんどす」

「くそ、京都弁のそら可愛かわいい！　じゃなくて、こういう仕事には慣れてるんじゃなかったのかよ!?」

「ごめんね。本当はいつも専属の人が場所まで送ってくれるんだ。それに本来、この程度の仕事はもっと下の人が担当なんだけどゆうくんにいいところ見せたくて……えへへへへ」

「えへへへ、じゃない！　尊敬の眼まな差ざしを返せ！　だいたいどーするんだよ！　人っ子一人どころか、虫の声しか聞こえないぞ！」

　さらに夜の山は想像以上に暗い。

　高い木々が夜空に浮かぶ満月を隠してしまうため、マグライトがなければ自身の手すら視認できない。

　まるで分厚い生地で作った目隠しをされているようだ。

　夜空を仰ぐ。

　黒紙にばらまいたビーズのように星が瞬く。

　住んでいる住宅街とは比べものにならないほど数が多い。

　そんな星の数の違いで、自分がこの山では完全な異物、よそ者なんだと強烈に再確認させられる。

　知らない町に放ほうり出され、冷たい木枯らしに身を震わせるような孤独感が頭をかすめた。

「う[image: ][image: ]ん、けっこう近くまで来てると思うんだけどなぁ」

　千ち影かげそらの無邪気な声。

　彼女はＧＰＳ携帯を覗のぞきこみ唇をアヒルみたいに突き出す。

　自分が一人ではないことを思い出した。

（いかんいかん。星の光と山の夜にあてられたな）

　頭を振り意識をしっかりと保つ。

「うぅ～……」

　突然、そらは片手で股またを押さえ身震いする。

「ちょっとお花を摘みに行ってくるから、ここで待っててね」

「花摘み？　ああ、トイレか」

「もうせっかくごまかしてたのに！　ゆうくんはデリカシーがないんだから！」

「はいはい、悪かったよ。さっさと済ませてこい」

「絶対付いて来ちゃダメだよ。音とかも聞いちゃダメだからね！」

「安心しろって、そんな趣味はねぇよ」

　そらは後ろを振り返りながら獣道から外れ、木々の奥へと入って行く。

　どれだけ信用がないんだよ、オレは。

「…………」

　一人山の中に残される。

　もしこの瞬間、暗くら闇やみからクマなどが飛び出し襲いかかってきたら……

「やめやめ！　そういう事を考えると本当に出くわすんだよ。怪談をしていると幽霊が寄ってくるみたいに」

　そうかクマも怖いが、山の中、幽霊とかお化けに出くわしても怖いな。

　妖あやかしがいるんだから、実際にそういうのがいてもおかしくない。

　恐怖にかられ四方の暗くら闇やみにマグライトを照らすと、光を反射するモノを発見する。

「ひぃッ!?」

　そらが消えた方角とは真逆。

　こわごわと注意深く光を向けると、二メートルほど離れた木の根元に小動物がいた。

　光を反射したのは獣の瞳ひとみだ。

「フェレット？　日本の山にいるからイタチか？」

　動物は好きだが、フェレットとイタチの違いまでは分からない。

　丸い形の耳。

　鼻の周りと喉のど元もとは白く、それ以外の部分の毛は落ち葉に紛れたら分からなくなる茶色だった。

　手足は短く、胴体が長いのがまた可愛かわいい。

「アゴの下とか、お腹とかなでてぇ～。でも野生動物だから近づいたら逃げるよな」

　試しに一歩近づいてみる。

　イタチはこちらを警戒するが逃げない。

　いや、よく見ると……

「罠わなにかかってる？」

　落ち葉を使い巧妙に隠された小型なトラバサミにイタチが左足を噛かみつかれている。

　足に食いこんでいる二つの半円金属板にはサメの歯みたいな棘とげの代わりに、ゴムラバーが貼はり付つけられていた。

　イタチは絵に描いたように罠にはまって動けずにいたのだ。

「ネズミ駆除かなにか知らんけど、かわいそうなことするな。ちょっと待ってろ。今、外してやるから」

　行く手をさえぎる、枯れた枝や種類の分からない雑草を掻かき分わけ、近づく。

　イタチは白い歯を剥むき出だし威嚇してくる。

「大丈夫だって、罠を外すだけだから。うわぁ、罠にはまってる左足、血が出てるじゃないか」

　たしか小さ夜よちゃんがリュックに消毒液や包帯を入れてくれていたはずだ。

　罠からイタチを外し、吹きかけるタイプの消毒液を傷口へ向ける。

「ちょっと染みるけど我慢しろよ……あっ、こら、暴れるな！」

　毛並みが良く、ふかふかでいつまでもなでていたい触り心地だがのんびり味わっている暇はない。

　イタチは長い胴をくねらせ、手から抜け出そうとする。

　ぐにぐに動く姿はまるでウナギだ。

　指に力をこめ逃がさないように押さえつけ消毒液を吹きかける。

「きゅ――――ッ！」

　痛かったのか、甲かん高だかい鳴き声をあげ四肢硬直させる。

　その間にリュックから包帯を取り出す。

　ややきつめに縛り、でき映えを確認する。

　素人がやったにしては上出来だ。

「ほら、もう罠わなにかかるんじゃないぞ」

　治療を終え手を離すが、イタチは逃げようとせず指の匂においをひくひくと嗅かぎ小さな舌でぺろぺろと舐なめてくる。

「ははは、くすぐったい。なんだよ、腹でも減ってるのか？」

　たしかおやつにと持たされた生どらがあったはずだ。

　イタチが生どらを食べるか疑問だが……。

　生どら（レアチーズ味）を取り出し、包装を破り、皿代わりにして地面に置く。

　イタチは茶色の生どらの生地をヒクヒク鼻を動かし匂いを嗅ぎ、一口、小さくかじりつく。

　美う味まかったのか生どらを食べ始めた。

「可愛かわいいぃッ。ううぅ～飼いたいけど、愛め衣いが許してくれないだろうな。『自分の面倒もみれないダメ人間が、ペットなんて飼えるわけないでしょ！』って」

　しかし本当に可愛い。

　もきゅもきゅ食べる口元。

　ふりふり嬉うれしそうに動く尻尾しつぽ。

　つぶらな黒い瞳ひとみで、ときおりこちらの機嫌をうかがうように顔をあげる。

　その全すべてが可愛い！

「あぁ～、そのお腹に顔を埋めてもふもふしたい！」




　コンコン




　イタチを愛めでていると、後頭部を固いモノで叩たたかれる。

「なんだよ、そら。悪戯いたずらはやめろよ。それよりおまえもこっち来いって。このイタチ、めちゃくちゃ可愛いぞ！」




　コンコン




　そらは返事をせず、さらに後頭部を硬いモノでこづいてくる。

　さすがに腹が立つ。

　後頭部をこづく物体を手で払いのけ、文句を飛ばした。

「いい加減にしろ！　しまいにゃ、その大きすぎる胸に吸い付いてちゅうちゅう、ぺろぺろ、もみもみする――」

　振り返るとそこには千ち影かげそらではなく、男が二人立っていた。

　特殊部隊じみた野戦服。ヘルメットにバラクラバ、暗視ゴーグルを装備し、手に持ったサブマシンガンを油断無なく構えている。

　その全すべてが闇やみ夜よに紛れこみやすくするため黒で統一されていた。

　どう考えても密売組織の人間だ。

　見回りの途中で不審者に気付いたのだろう。

「ここで何をしている？」

　くぐもった声こわ音ね。

　だが、明確な殺意を伝えるには十二分だ。

「いや、その、えっと……」

「答えろ」

「ひぃッ！」

　レーザーポインターの赤い点が額ひたいに合わされる。

　反射的に短い悲鳴をあげ、両手をバンザイ。

（銃口にはサイレンサー、エジェクションポートには薬やつ莢きよう受けが被かぶせてある。こんな徹底したプロ相手に、ただの高校生が何をできるんだよ!?　そらなら、こんな奴やつら一撃で倒せるんだろうけどさ！）

　ただの高校生？

　千影そら？

　命の危機で固まった体から、緊張が抜け落ちる。

「「？」」

　男たちもその変化に気付く。

（考えてみればオレは伝説の神かみ喰くい一いち族ぞくじゃないか）

　あの陰おん陽みよう師じ最強、戦姫、戦巫み女こと呼ばれる千影そらすら赤子の手をひねるように倒した異能の存在。

　そんなオレがこんな十じつ把ぱ一ひと絡からげの雑ざ魚こキャラに負けるはずがない！

　銃口を前に不ふ遜そんな態度で笑い、髪をかき上げる。

「ここで何をしているか、だって？　そんなの決まってるだろ。あんたら密売組織の壊滅と違法に集めた密売品を奪い返しに来たのさ」

　男たちの口元が弛ゆるむの感じる。

　簡単に背後をとられた素人が何を言ってるんだか……。

　そんな小こ馬ば鹿かにした態度を隠そうとしない。

　構わず続ける。

「こんな商売してるんだ『神かみ喰くい一いち族ぞく』の名前ぐらい知ってるだろう？」

　空気が変わる。

「……神々を食い散らかし、最後は妖あやかしと人の手で葬られた呪のろわれた血族。伝説の一族の名をどうして一般人が知ってる」

「ふっ。一般人、ね」

「答えろ」

　男たちは威圧するようにサブマシンガンを構え直す。

　愚かな奴やつらだ。

　そんな豆鉄砲でどうにかできると思っているんだから。

「なぜ知ってるかって？　その伝説レジエントそのもの……オレこそが神喰一族の生き残りだからさ！」

「「!?」」

「さぁ！　倉くら田た優ゆう樹き無双ってやつを始めようか！！！」

　男たちはその真実に驚きよう愕がくし、慌てて距離を取る。

　しかし、もう遅い。

　目を閉じ意識を集中する。

　あの時を思い出せ――自分の中に眠る黒い闇やみを閉じた檻おり。

　その鍵かぎを今、解き放つ！




「かーみーくーいー！」




　夜天の空を貫くがごとく高々に右腕を突き上げ、絶叫する。

　二人組の男は固かた唾ずを飲み、警戒心を一層引き上げた。

「「「…………」」」




「……………………………………………………あれ？」




　何も起きなかった。

　何度か右手を振る。

　しかし、この前のような黒い大剣など先っぽすら出てこない。

　男たちは口元を押さえ苦しそうに笑う。

　治療してエサまで与えたイタチまでもが『キシシィ！』と笑っている気がする。

「あの、すみません、ちょっと待ってもらえますか？　もうちょっとしたら出ると思うんで」

　先程の態度とはうってかわって下手に出てみるが――

　キュン、と消音されたサブマシンガンの弾丸がほほをかすめる。

「次は足だ」

「助けて、そらぁぁあぁぁああぁぁぁっぁっぁぁぁっぁああぁぁあッ！！！」

　男たちに背中を向け、山を下る。

　そらがトイレに向かった方角は、男たちが塞ふさいでいる。

　オレにできることは悲鳴をあげ助けが来るまで逃げるぐらいだ。

「殺せ。もう一人いるようだから、そっちから情報を引き出すぞ」

　背後から恐ろしい決定が下される。

　黙って殺されるのは嫌だ！

　的にならないよう木々を楯たてに走り抜ける。

　しかし木々が密集した地帯からすぐに抜け出てしまう。

　飛び出した場所は河原だ。

　深さはそれほどでもない。

　濡ぬれるのも構わず飛びこむ。

　川は膝ひざぐらいまでしかなく、そのままじゃぶじゃぶと反対側へと渡る。

　反対側はゴツゴツとした岩が露出している緩やかな崖がけで、その先は再び森林となっている。

　がぼ、がぼと音を立てるクツの不快さも一時忘れて駆け上がろうとしたが――軽やかな発射音。

　足下の石が原形を留めないほど砕け散る。

「おい弾の無駄遣いをするな」

「すまん。俺おれたちを雑ざ魚こ扱いしやがったからさ。ちょっと脅してやろうと思って」

　男たちは人を今から殺そうとしているのに、バイトをサボった同僚を叱しかる程度の調子で会話をかわしている。

　本気でヤバイ！

　こいつらにとって人殺しは、タバコの火を消すより軽いことなんだ！

「ちょ！　ちょっと待ってくれ！　オレがどこの――」

　キュン！

　先程耳にしたばかりのサイレンサーの発射音。

　男たちは話を最後まで聞くどころか、ロウソクの炎を吹き消すように引き金をひいた。

　反応できるはずもなく体は硬直したまま、打ち出された弾丸が頭部に当たり、頭ず蓋がい骨こつを砕き、脳のう漿しようをぶちまける……ことはなかった。

　目の前に立つ男たちのサブマシンガンはまるで手品のようにバラバラになる。




「勝手に妾わらわのお気に入りを殺そうとするでないのじゃ、人間」




「どわぁッ!?」

　声に顔をあげると、崖がけからせり出た岩の上に一人の少女が立っていた。

　丸い形の獣の耳に切りそろえた前髪。

　髪をなびかせ、左の足首の包帯以外、全裸の少女だった。

　角度的にたいらな胸と桜色の乳首、産毛ひとつ生えてないツルツルの……その、なんというか、全すべてを視界に納めてしまった。

　いくらオレが年上のお姉さま好きでも、全裸の少女が目の前に立っていたら驚く。

　しかし少女は特に恥じらいもなく、吹く風に絡む髪を弾はじいた。

　その時に腕が伸びたせいで、脇わきまで見える。

「「!?」」

　密売組織の男たちは、オレとは別の理由で狼狽うろたえる。

　彼らが扱っている品物は妖あやかし、陰おん陽みよう師じ関係の違法品。












　目の前にいる妖あやかしを警戒するのはごく自然な反応だ。

　すぐさまホルスターから拳銃ハンドガンを取り出し、照準を――




　パチン！




　全裸少女が指を鳴らす。

　同時に男たちは後方へと吹き飛び、川を飛び越え木々に体をぶつけ動かなくなる。

　三十秒ほど凝視するが、立ち上がるどころか動く気配すらない。

　まるで死んでいるように倒れてしまった。

「も、もしかして死んでたりしないよな？」

　その心配に全裸の少女が挑発的な笑みで答える。

「安心するのじゃ。奴やつらは気を失っただけで、命に別状はない。命を狙ねらった相手の心配をするとは、顔の通りマヌケなヤツじゃな」

「マヌケって、いや、それよりも……」

「うん？　あぁ、どうして奴らの武器が切断されたり、吹き飛んだりしたか疑問に思っておるんじゃな。むふぅ、妾わらわが特別に教えてしんぜよう。あれは指パッチンで、空気に方向性を持たせたのじゃ。武器は鎌かま鼬いたちで切り刻み、奴らには空気の固まりをぶつけてやったのじゃ。どうじゃ、凄すごかろう？　中ちゆう姉ねえさまならまばたき、身じろぎ、毛の擦りあわせ程度でも同じことをするんじゃがな」

「は、はぁ」

　少女は恥ずかしがらず、全裸で胸をそらす。

「なんじゃ、その気の抜けた返事は、妾がせっかく説明をしてやっておるのに。それに話をする時は目を合わせるのじゃ！　これじゃから今時の若者は」

「何言ってんだよ！　そんな裸の女の子と目を合わせられるわけないだろう！」

「なんじゃお主。妾のナイスバディーに興味があるのかえ？　人間のオスの好みは平安時代から変わらぬの」

「子供の裸に興味はねぇよ！　そうじゃなくて、女の子ならもう少し恥じらいを持てって言ってるんだよ！　早く服を着ろ！」

「断る。誇り高き鎌かま鼬いたち一族の妾が、人間、猿のマネなどできん！」

「いいから！　このままじゃ、オレが犯罪者に見えるんだよ！」

「まったく、しかたないのじゃ。そこまで言うなら従おう。何か貼はる物はないかえ？」

「貼る物？　えっとバンソウコウなら」

　小さ夜よちゃんに持たされたバンソウコウを差し出す。

　少女は胸の乳首と股またの間にバンソウコウを張る。

「よし！　完かん璧ぺきじゃ！」

「完璧じゃねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」

　少女はうんざりとした表情でその場に腰を下ろし、足をぶらぶらと揺らす。

　優ゆう樹きはそんな彼女を尻しり目めにカバンからシャツを取り出し放ほうる。

「とにかくこれを着ろ。話はそれからだ」

「男のクセに細かいヤツじゃ。ほれこれでいいのか？」

　ブチブチと文句を付けながらも受け取ったＴシャツに袖そでを通す。

　彼女が着ると小柄なせいで、Ｔシャツがワンピースのようになる。

「これでようやく面と向かって話ができるよ」

「面倒なヤツじゃ。妖あやかしを怯おびえんのは今時の人間にしては立派じゃが。おおぉ、そういえば小僧は自称『神かみ喰くい一いち族ぞく』じゃったな」

　少女はからかう口調で笑う。

　オレはムキになって反論した。

「本当に『神喰一族』なんだって！　こないだだって、手から黒い剣が出てそれでそらや愛め衣いの妖力を吸収したし！」

「妖力吸収？　ふむ、その言葉が誠なら本当にお主『神喰一族』なのかもしれんの」

「それに愛衣たちが、って分からないか、一緒に住んでる妖がそう言ったんだよ」

「ほう妖と一緒に住んでいるのかえ？」

「ああ、で、あんたはいったい何者なんだ？　ここで何をしてるんだ？」

「鎌かま鼬いたち一族の名を聞き、その反応……お主、本当に四し生しよう楼ろうに囲われていた『神喰一族』かえ？」

「四生楼の名前まで知ってるなんて、本当に何者だ？」

「ああ、ゆうくん、こんな所にいた！　もう待ってて言ったでしょ？　ひどいよー」

「そら!?」

　今回のバイトを斡あつ旋せんし、ここまで連れてきた千ち影かげそらが姿をあらわす。

「そりゃ約束破ったのは悪かったけど、こっちも大変だったんだよ。密売組織の奴やつらに襲われたりさ」

「そうなんだぁ。でも怪け我がもなかったみたいでよかったね。もしかしてゆうくんがあそこで気を失っている人たちを倒したの？」

「いや、違う。オレじゃない。あの子なんだけど……」

　そらは四生楼の一角、千影一族の長だ。

　この偉そうな少女を何か知っているかもしれない。

「…………」

　彼女はオレと出っ張った石の上に座り、クツも履かず男物のＴシャツを着ただけの少女へ交互に視線を向ける。

　おもむろに携帯を取り出し、

「ねぇ、ゆうくん、一一〇番って何番だっけ？」

「落ち着け！　色々、おかしいぞ！　だいたいそらが考えているようなことはしてないって！　この子は鎌かま鼬いたち一族の……えっと、そういえばまだ名前聞いてなかったっけ。ああ、お礼もまだ言ってなかったな。助けてくれてありがとう。オレは倉くら田た優ゆう樹き、あっちの巨乳天然ドジっ娘こは千ち影かげそら」

「ふぇ、かまいたち……」

「ほう、千影か……」

「え、何？」

　二人の少女は、大きな瞳ひとみで互いの顔を見つめ合う。

　先に動いたのは千影そらだった。

　彼女は膝ひざをつき頭を下げる。

「し、失礼いたしました！　そら、じゃなくて、私は先代、千影人ひと陰かげに代わり千影一族を取り仕切らせていただくことになった千影そらと申します。お初にお目にかかります。代替わり、ご報告が遅れて誠に申し訳ありません。以後、お見知りおきを」

「気にするでないのじゃ。妾わらわが好んで山に引ひき籠こもっておるからの。挨あい拶さつのしようがないのじゃ。それより千影一族の新しい長の武勇は、妾の耳にも届いておるぞ。お主のような若者が千影の名を継ぐなら、一族は百年は安泰じゃな。ほれ、くるしゅうない、面をあげるのじゃ」

「ありがとうございます」

「そ、そらさん」

　彼女の変わりぶりにおずおずと声をかける。

「この子はいったい何者なんだ？」

　そらは少女に視線を飛ばす。

　少女はにやにやと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、

「かまわん、お主の口から小僧に説明するのじゃ」

「はい。えっとねゆうくん、この方は鎌鼬一族の風ふうさまだよ。そらたちが属する四し生しよう楼ろうと妖あやかし組織・百ひやつ鬼き夜や行こうの同盟を結ばせた立役者なの。その功績が認められ、四生楼、百鬼夜行両方の名誉顧問についているんだよ。普段は日本の山のどこかにいるとしか聞いてなかったけど」

　風と呼ばれた少女は、再び石の上に立ち腰に手を当て胸をそらす。

「人呼んで、妖界の坂本龍りよう馬まとは妾のことじゃ！」

　言いたいことは何となく分かるが、そんな昔の話をされても……。

「つまり、どういうことだ？」

「簡単に説明するとね。百ひやつ鬼き夜や行こうや四し生しよう楼ろうは、風ふうさまに恩があるから頭があがらないんだよ」

「こんなチンチクリンな女の子がか？」

「誰だれがチンチンじゃ！」

「風さま！　チンチンでなく、チンチクリンです！」

「二人とも！　女の子が『チンチン』なんて叫びあうな！」

　その指摘に風は慌てて取り繕う。

「妾わらわとしたことが。ところで千ち影かげ一族の長がこんな所で何をしておるのじゃ？　妖あやかしの軍勢でも跋ばつ扈こしておるのかえ？」

「いえ。妖、陰おん陽みよう師じの違法品を取り扱う密売組織の壊滅に向かっている途中です。そら、じゃなくて、私がたまたま近くに住んでいたので出向きました」

　まさかオレにいい格好を見せるために仕事を受けたとはお偉いさんに言えるはずもなく、適当な理由をでっちあげる。

「なるほどそれはちょうどよかったのじゃ」

「と、おっしゃいますと？」

「妾もその密売組織に一族の宝を盗まれての。奪い返しに来たのじゃが、この山のどこにいるか分からずイタチ姿でふらふらしておったのじゃ。そしたら罠わなにかかってしまっての」

「って、あのイタチが風だったのか!?」

「罠？　罠って？」

　風の台詞せりふにそらが首を傾かしげる。

　風は沈痛な面持ちで答えた。

「うむ、歩き疲れて腹を減らしておったら美う味まそうなチーズが置いてあっての。妾としたことがついつい引っかかってしまったのじゃ。いや、あんな凶悪な罠では、誰であっても引っかかってしまう。致し方ないと言った方が正解じゃろう」

　結局、食欲に負けて罠にかかっただけなんじゃ……。

「その時のチーズも美味じゃったが、小僧が差し出した『れあちーず』というどら焼きも美味じゃったの」

　目を細め両手でほほを押さえ、しっぽをパタパタと動かす。

　よっぽどレアチーズ生どらが気に入ったらしい。

「よかったら、まだ一個あるから食べるか？」

　その一言に風の表情が一番星みたいに輝く。

「本当か！　くれるのか！」

「あっ、でも残りはそらの分だから」

　風ふうがそらに向き直る。

　彼女はにっこりと微笑ほほえむ。

「ゆうくん、そらの分も風さまに差し上げて」

「おお！　さすが四し生しよう楼ろう、千ち影かげ一族、長！　太っ腹なのじゃ！」

　リュックから最後のレアチーズ生どらを渡すと、早速封を破り齧かじりつく。

「うむ！　やはり美う味まいのじゃ！」

　その食べる姿は見た目通りの子供で微笑ましく、こちらのほほも弛ゆるむ。

「お主らは人間にしてはいい奴やつらじゃの！　特に小僧、妾わらわの手当もして大儀なのじゃ！　特別に妾の僕しもべにしてやるのじゃ」

「し、僕!?」

　風は生どらを食べ終えると、指先を可愛かわいらしくぺろぺろ舐なめながら、

「光栄に思うがいい。人間が妾の僕になるのは初めてじゃ」

「つ、つまりゆうくんは風さまの初めての相手なんだね……ごくり」

「そら！　変な言い方するんじゃねぇ！」

「あははははっ！　お主ら面白いの。漫才でも食べていけるぞ！」

　大声で笑ったかと思うと、風はそらに高らかに宣言する。

「千影の子よ。今夜は気分がいい。妾がお主たちの代わりに密売組織を壊滅させてやるのじゃ！」

「風さまがですか？」

「うむ！」

　Ｔシャツ姿で偉そうに胸をそらす。

「さぁ千影の子よ。ならず者共を成敗しに行くぞ！」

　風は場所も聞かず、一人で勝手に歩き出す。

　オレとそらは彼女の後あとを慌てて追いかけた。





　◇






　丸太を組み上げ作られた二階建てのロッジが、密売組織のねぐらだ。

　そのすぐ側に体育館半分ほどの建物がある。

　こちらが密売品を収納している倉庫だ。

　そちらも木造だった。

　倉庫の前に歩ほ哨しようの二人の男が立っている。

　特殊部隊じみた野戦服。ヘルメットにバラクラバを装備し、手に持ったサブマシンガンを油断無なく構えている。

　その全すべてが闇やみ夜よに紛れやすいよう黒で統一されていた。

　森で出会った男たちと着ている物も武器まで全て同じだ。

　彼らに無駄な動きはなく、十分に警戒している。

　まるでここが平和な日本ではなく、紛争地域かと錯覚を起こす。




「いい夜じゃな。久方ぶりの人との戯れには最適じゃ」




　鎌かま鼬いたち一族の風ふうは、警戒心など少しも持たず落ち葉を踏み鳴らし姿をあらわす。

「「!?」」

　男たちは最初、クツも履かずＴシャツ一枚を着ただけの幼女に驚くがすぐに頭の獣耳に気付き、ためらわずサブマシンガンの引き金をひく。

　フルオート射撃。

　木の葉を千切り、土煙を立ちのぼらせ少女の姿を覆い隠す。

　弾倉はすぐに空になる。

　手慣れた手つきで弾倉を交換し、再び引き金を引こうとしたが、




　パチン！




　指音と同時にサブマシンガンが細かく切断される。

　土煙が吹き飛び、風は喜色満面の笑みで右腕を突き出していた。

「遠くからパンパン、パンパンいつまで経っても変わらんの。他ほかにやれることはないのかえ？　もっと妾わらわを楽しませるのじゃ！」

　再び、指を鳴らす。

「ぐぉ！」

　二人の男たちは巨人なハンマーで殴られたように吹き飛ぶ。

　一人は倉庫の扉を突き破り奥へと姿を消し、一人は外壁にぶつかる。

　ロッジの明かりが突然、消される。

　普通の人間なら明暗の落差に瞳どう孔こう変化が追いつかず敵の姿を見失う。

　窓が割られる音。

　すぐにサブマシンガンの発射音が複数鳴り響く。

　暗くら闇やみの中から、サブマシンガンの一斉射撃――一般人なら抵抗もできず挽ひき肉にくだ。

　しかし、相手は妖あやかし。

「折せつ角かくの遊戯に姑こ息そくな手を使いおって。これだから盗みを働く人間は！」

　彼女の正面に超局地的な竜巻が生まれていた。

　サブマシンガンの弾丸は全すべてその中で散弾より細かく切断され、くるくるとマヌケに回る。




　パチン！




　風ふうはその竜巻を切り裂く、鎌かま鼬いたちを放つ。

　ロッジごと敵を切断するつもりだ。

　しかし――丸太部分はキレイに切れたが室内の敵は悲鳴をあげず、再び弾倉を交換しサブマシンガンを撃ってくる。

　風は慌てず再び竜巻を作り出し、弾丸を全て飲みこみ切り刻む。

　腕を組み小首を傾かしげる。

「おかしいの。なぜ切れんのじゃ？」

「化け物が！　第三世代戦車の正面装甲に採用されてる複合装甲コンポジツト・アーマー板が間に挟まってるんだ！　いくら化け物でも切れるはずねぇだろうが！」

「なるほどそれで切れなかったのか。なかなかやるの」

「風！　何感心してんだよ！　前を見ろ！　前！」

　彼女に一人で組織を壊滅するから手出し無用と言われていたが、敵には鎌鼬が効かない。

　しかも奴やつらはサブマシンガンではダメージを与えられないと見切りをつけ、ＲＰＧ―７を取り出しやがった！

　ソ連の開発した携帯対戦車兵器で、安価、簡便、破壊力が高く途上国や武装組織が好んで使用し、紛争地帯では必ずお目にかかる代物だ。

「だからって、なんで平和な日本でそんなモノ持ってんだよ！」

「ゆうくん！　危ないからそらの側を離れちゃダメ！」

　相手は妖あやかし、陰おん陽みよう師じ関係の違法品や盗品を扱っている。

　そのため風の姿形が十歳前後の少女でも妖の恐ろしさを知っているから、殺害に迷いがない。

「遅すぎるぞ、人間」

　風は嘲あざけりの表情を浮かべ、前方に向かって指を鳴らす。

　同時にロッジの男がＲＰＧ―７を発射した。

　サブマシンガンの発射音とは違う、『バァシュ！』という空気を高速で噴射する音が耳を叩たたく。

　ふたつのコップ口をくっつけたような形のＰＧ―７Ｖ弾頭が一一五ｍ／秒で飛んでくる。

　しかし、風には命中せず、下から吹き上げる突風に煽あおられ、少女を飛び越え遠くの森林に落下する。

　さらに彼女は両腕を水平に広げ、左右の茂みに向けて指を鳴らした。




　パチン！　パチン！




　打ち上げ花火に似た破裂音、地響きに続き、

『ぐがぁあッ！』

　同時に左右の茂みから複数の悲鳴が聞こえた。

　そらが感心したように何度も頷うなずく。

「ロッジの電気を消した時、数人が家を出て左右から挟撃しようとしてたんだね。風ふうさま、それに気付くなんて凄すごいかも」

「当たり前じゃ、妾わらわは妖あやかしじゃぞ。銃器の金属音、足音、呼吸……人間とはうるさい生き物じゃの」

　小指で耳をほじりながら、にやにやと意地悪く笑う。

「ク、クソがッ――すぐに緊急信号出せ！　入り口を塞ふさげ！　ヤツを中に入れるな！　増援が来るまで持ちこたえろ！」

　密売組織は籠ろう城じようを選択する。

　風の鎌かま鼬いたちでは効果がないのは実証されている。

　正しい判断だ。

　しかし、その選択に彼女は不満げに唇を突き出す。

「つまらん！　家から出て戦おうという益荒男ますらおはおらんのか！　遊びに水をさしおって！」

「風さま、ここからはそら、じゃなくて、私にお任せください。私の能力ちからなら、奴やつらを引きずり出せます」

　現代最強の陰おん陽みよう師じ、千ち影かげそらならあの程度の防壁を力業で打ち破るなんて楽勝だろう。

　だが、風はその提案を蹴ける。

「千影の子よ。でしゃばるでないのじゃ。奴らは妾がやる。手を出すなと言った言葉、忘れたのか？　それとも自身の才を見せつけたいのか？」

「そ、そんなつもりはありません！　失礼しました」

「ふん！」

　不機嫌そうに風が鼻を鳴らし、そらが慌てて頭を下げる。

　風的には今の申し出は、力不足だから代わろうかと聞こえたのだろう。

　そらが意図して口にした訳わけではないのをもちろん理解している。

　だが、プライドが高そうな彼女には、我慢できなかったのだ。

　さらに籠城という選択をした密売組織が怒りに拍車をかける。

「そこで見ておれ！　妾が見事穴蔵に篭こもった芋虫共をあぶり出してくれる！」




　パチン！




　指を鳴らす。




　パチン！　パチン！　パチン！




　一度では終わらず、何度も、何度も指を鳴らす。

「ッゥ！」

『キィ―――ン』と耳鳴りが酷ひどくなり思わず耳を押さえる。

　気圧が急激に下がっているんだ。

　そらがロッジの真上を凝視し呟つぶやく。

「凄すごい、風の塊かたまりがあんなに集まってる……」

　オレでも分かるほど、風が集まり空気の塊はどんどん巨大になっていく。

　風ふうが口元を耳までさけるほど釣り上げ、残酷に笑う。




「鎌かま鼬いたち流りゆう空くう術じゆつ！　崩なだれ！」




　超圧縮された空気の塊によって、ロッジはまるでプラモデル製の建物を上から勢いよく叩たたくように潰つぶされる。

　大黒柱は折れ、組み上げられた丸太はバネ仕掛けのオモチャみたいに飛ぶ。

　その一本がオレたちへ飛んでくるが、

「戦巫み女こモード！」

　そらの足元の影が突然花びらのように広がり彼女を包みこむが、一瞬で花弁は開く。

　そこから現れたそらは、さきほどまでの登山用の格好から、紅白の巫女装束姿に変わっていた。

　一般的な巫女装束より肌の露出面積が高く、袖そでは肩口までない。

　腕をあげれば簡単に脇わきが見える。

　赤い袴はかまは膝ひざ丈たけより高く、健康的な生足を惜しげもなくさらす。

　さらにその上から黒い影の鎧よろいをまとう。

　手甲、籠こ手て、胸当て、額ひたい当て、腰には前後左右に平面状の黒板がスカートのように広がり、肩口にも同じ形状の黒板が張り付く。

　最後にそらの背丈はある薙刀なぎなたに影は姿をかえる。

　一万人分の影を纏まとったそらは、飛んできた丸太を薙刀で縦に真まっ二ぷたつにした。

「大丈夫、ゆうくん？」

「あ、ああ。サンキューそら」

　そらに礼を告げ、あらためてロッジに視線を向ける。

　幸い、すぐ側の倉庫に丸太が飛ぶことはなかった。

　代わりにガラスが壁に複数刺さっているが、中の品物に問題はないだろう。

　ロッジはバラバラになり、丸太と建材などを積み上げた瓦が礫れきと化していた。

「あははははははっ！　見たか小僧共！」

　ロッジをゴミ山に変えた風ふうが自慢げに腰に手を当て高笑いする。

「たしかに凄すごいけど、ちょっとやりすぎじゃないか？　中の人たち死んでるんじゃ」

「安心せい、手加減はしたのじゃ。それに男子たるものこの程度で死ぬはずなかろう」

「いや死ぬって。オレなら確実に」

　思わずツッコミを入れる。

「それは小僧が飯を食べんからじゃ。だから、そんなに細っこいんじゃ。さて、引ひき籠こもるねぐらは潰つぶしたぞ。潔く、妾わらわと正面から戦うのじゃ！」

『うぐぅ……うぅうぅ……』

　ロッジからうめき声は聞こえるが、勇ましく立ち上がる男たちはいない。

「何をしておるのじゃ！　早く立ち上がって正面から妾と戦え！　妾を楽しませろ！」

「あれだけの衝撃を受けたら普通は気絶するよな。結果として密売組織を壊滅させられたんだからよかったじゃないか。しかし風は強いな。態度が偉そうなだけだと思ってから見直したよ」

「ゆ、ゆうくん！　風さまにそんな口を利いたらダメだよ！」

　だが当の本人である風は、オレの称賛も、そらの慌てた口調も耳には届いていなかった。

　ギリッ、奥歯が擦り合う嫌な音が聞こえてくる。

「……つまらん」

　小さな呟つぶやき。

　だが、その声こわ音ねはカミソリより鋭利で、鉈なたのように重い。

　雰囲気の変化を肌で感じる。

　恐る恐る声をかけた。

「ふ、風？」

「つまらん。つまらん。つまらん。つまらん。つまらん。つまらんつまらんつまらん！」

　だが、彼女はこちらを振り返りもせず倉庫の外壁に叩たたき付つけられた男へと歩み寄る。

「ぐうッ、ぅぅぅ……」

　男にはまだ意識がある。

　しかし体を強打したためまだ痺しびれて動けずにいたようだ。

　風ふうはうつぶせに倒れている男の頭に素足を乗せる。

「一族の宝を盗んだのには腹を立てたが、久しぶりの騒動じゃ。退屈しておったから、楽しみにしておったのにこの程度とは。手間だけかかって、実り少なし。もっと妾わらわを楽しませろ、人間」

「物ブツは返す。だから、殺さないでくれッ」

　男が喉のどを手で絞ったような声を出す。

　オレも男の意見に合わせた。

「風もういいじゃないか。宝は返してくれるって言うし。後あとはそらたちにまかせようぜ」

「そら、じゃなくて事後処理は私たち千ち影かげ一族にお任せください！」

「チッ」

　だが彼女の機嫌は直らない。

　むしろさらに悪化する。

「おい人間。妾は楽しませろと言ったのじゃ。誰だれが命いのち乞ごいをしろと言った？」

　頭に乗せていた足を浮かせ、男の背中に下ろす。

　徐々に足へ力をこめていく。

「た、助け！　ぐがぁ！　あぁ、あぁぁあッ！」

「おい、風！　もう止やめろって！　それ以上やったら折れる！」

　男の背骨のミシミシと生木を折るような音がここまで聞こえてくる。

「た、助けてくれ！　助けて！　たすけ……ッ」

「あははは！　そうじゃ！　その怯おびえた瞳ひとみ！　醜い豚のような悲鳴！　ゾクゾクするの！　もっと愉快に苦しみ、痛みに藻も掻がいて楽しませろ、人間！」

　さらに足に力がこもる。

　男の悲鳴が一段と高くなった。

「ぐがぁ、ああがががぁぁぁッ！」

「止めろって言ってんだろう！」

「ゆうくん!?」

　我慢しきれず、風の腕を掴つかんだ。

　その体たい躯くの通り体重は羽のように軽く、背骨がへし折れる前に男から引き離せた。

　オレと風の身長差は三十センチ以上はある。

　そのため並んで立つと彼女のつむじしか見えない。

　かまわず風を怒鳴りつける。

「いくらなんでもやり過ぎだ！　本当に背骨が折れたらどうするんだよ！」

「…………」

　彼女は答えない。

「ゆうくん！　早く風ふうさまの手を離して！」

　そらが青い顔で駆け寄ってくる。

　彼女が辿たどり着つくより早く、風が口を開いた。

「……おい、人間」

「ん？」

「妾わらわがいつ、触れていいと許した？」

　風が顔をあげる。

　その瞳ひとみは殺気を孕はらんでいた。




　パチン――ッ




「ぐあぁぁぁッ！」

　指音。

　風を掴つかんでいた右腕に鋭い痛みが走る。

　反射的に手を離し、腕を掴んで膝ひざを折る。

「のう、いつ妾が意見していいと許した？」

「ふ、風？」

　彼女は容赦なく蹴けりつけてきた。

　まるでボールみたいに地面を転がる。

「ゆうくん！」

「ごほ！　げほ！　ッゥ……」

　鼻と舌を突く鉄血臭。

　たまらず口内の血をツバと一緒に吐き出す。

「口を慎め、己おのが身分を辨わきまえろ。妾に目をかけられたからといってのぼせるでないのじゃ」

　風の視線が男から、オレへと完全にうつる。

「興を削そいだ罰じゃ。妾が直接躾しつけてくれる」




　パチン！




「ぁあッ！」

　音と同時に、今度は右肩が服ごと切り裂かれる。

　鋭い切り口のせいか、出血はワンテンポ遅れた。

「風さま！　もうお許し下さい！」

　そらがオレを守る楯たてのように間に割りこむ。

「ゆうくんはその一般人なのでこちらの常識というか、知識がかけてるというか。後あとで千ち影かげの名にかけ謝罪させるのでどうかここは穏便――」

「下がれ千影の子」

「風ふうさま！」

「下がれと言うておるのじゃ！　貴様まで妾わらわの邪魔をするなら他ほか三家に働きかけ、お家断絶してくれるぞ！」

「下がりません」

　きっぱりと、固い意志をこめた声。

「たとえ一族を潰つぶされてもここは下がれません。そらはゆうくんを守るって、幸せにするって子供の頃ころに誓ったんです。それがゆうくんに救われたそらの唯一できることだから！」

「そら……」

　倉くら田た優ゆう樹きを幸せにする。

　ただそれだけの目標で少女は、自身の大きすぎる力を制御し、一族の長まで上り詰めた。

　例え相手が千影一族を潰すことが可能な権力を持っている相手でも、彼女は自身の信念を折り曲げようとしない。

　千影そらの想いの重さ、透明さ、熱をあらためて思い知らされた。

　卑屈でも、皮肉でもなく、彼女は自分には勿もつ体たいないほどのいい女だ。

「どいつもこいつも妾を不愉快にしよって……ッ」

　だが、それが風をさらに苛いら立だたせる。

「なら望み通り貴様の腑ふを掻かき出だした後、お家断絶してくれる！」




　パチン！




「きゃぁ！」

「そら！」

　風の指音と同時に、そらが空中を舞う。

　まるで見えない鎚つちで力一いつ杯ぱい殴り飛ばされたようだった。

「風！　ふざけるなよ！　いくら百ひやつ鬼き夜や行こう、四し生しよう楼ろうを同盟させた名誉顧問だからって好き勝手やり過ぎだろ！」

「まだ躾しつけが足りぬようじゃな」

　再び指音。

　右肩に衝撃を受け、真横へピンボールのように転がる。

「あぁあっぁあッ！！！」

　切り裂かれた傷口を殴りつける衝撃に脳天を突き抜ける痛みが走った。












「あはははははっ！　愉快な鳴き声じゃの！　今なら這はいつくばり足をなめ、鼻水と涙顔で面白可お笑かしく許しをこえば命だけは助けてやるぞ！」

「風ふうさま！　そら完全に怒りましたよ！」

「はっ！　わざと怒らせておるのじゃ！　陰おん陽みよう師じ最強と名高い力を妾わらわに見せろ！　妾を楽しませろ！」

「百人分、影人形！」

　百人分の人間の能力を圧縮した影人形を二体作り出し、突撃させる。

　風はそんな危機的状況を楽しんでいた。

　その証拠に口まで裂ける壮絶な笑みで駆け出す。




　パチン！




　両手同時に指を鳴らす。

　左右から襲ってきた影人形が袈け裟さ切りに真まっ二ぷたつになる。

　その一瞬の隙すきをついて、そらが薙刀なぎなたを下から振り上げる。

「おっと！」

　風は体を捻ひねりその刃をギリギリでかわす。

　しかし、Ｔシャツまで守る余裕がなく、定規とカッターで紙を切ったように真まっ直すぐ切断された。

　風ふうは心底愉快そうに哄こう笑しようしながら破れたシャツを脱ぎ捨て、バンソウコウを張っただけの姿に戻る。

「この程度か！　千ち影かげの子よ！　さぁもっと妾を楽しませろ！」

　そらは挑発を聞き流し、感情の起伏を押さえた声こわ音ねで、

「五百人分、影人形！」

　先程の五倍の人数を圧縮した影人形を放つ。

「芸がないのじゃ！　まだ犬ころの方が芸達者じゃぞ！」

　狂気的な笑みで、風が指を鳴らすが――

　影人形は逃げる素振りもせず正面から鎌かま鼬いたちを受けるが、その鎧よろいに傷すらつかなかった。

「今度の影人形は先程の五倍の強度です。もう風さまの攻撃では倒せません。これ以上の争いは無意味です。お引き下さい」

「調子にのるでない！　若造が！」

　だが、その程度で引き下がる風ではない。

「ならばこれでどうじゃ！」




　パチン！




　指を鳴らす。




　パチン！　パチン！　パチン！




　一度では終わらず、何度も、何度も指を鳴らす。

　そらの頭上に目に見えるほどの風の渦が生まれる。

　密売組織をロッジ丸ごと潰つぶした必殺の一撃。




「鎌かま鼬いたち流りゆう空くう術じゆつ！　崩なだれ！」




　風ふうはためらわずそらへと叩たたき付つける。

　だが、彼女は怯おびえも、焦りもせずただ呟つぶやく。




「千ち影かげ流りゆう千せん影えい術じゆつ・影えい殻かく」




　そらの頭上を黒い卵の殻のような半円がおおう。

　崩は正面から激突し、地面を揺らすほどの衝撃を与えるが――千ち影かげそらはまるで小雨をやり過ごした程度の態度で、平然と立っていた。

「影人形、風ふうさまを捕まえて」

　命令で五百人分の影を圧縮して作った人形が、風の右腕を掴つかみ吊つり上あげる。

　影人形は一八〇センチはある。

　そのため風の足は完全に地面から離れた。

「はなすのじゃ！　この無礼者！」

「風さま勝負ありです。あなたの攻撃ではそらの、じゃなかった私にかすり傷すら作れません。どうか大人おとなしく引いてください」

　さすが現代最強の陰おん陽みよう師じ。

　危機的場面もなく、風を傷つけず取り押さえた。

　これだけの力量差を前にしたら、いくら彼女でも少しは大人しくなるだろう。

　しかし、

「くっくっくっくっ……」

　その予想が楽観的な考えだということがすぐに証明された。

　静かな笑いを漏らした風が、ギラギラと興奮に輝く瞳ひとみでそらを睨にらむ。

「勝負あり？　かすり傷すら作れない？　大人おとなしく引けじゃと？　愉快じゃ。実に愉快じゃ。やはりお主は『現代最強の陰おん陽みよう師じ』『戦巫み女こ』の名を返上して漫才師になることを勧めるのじゃ！」

　風が開いている左腕をそらに突きつける。




　パチン！




　指音。

「鎌かま鼬いたちを撃ってもこの距離なら十分対処できますし、影人形を切り裂けないのも先程証明されたはずです。そんな無駄な――あ、え？」

「そら!?」

　突然、そらは頭を押さえ片かた膝ひざを地面に付く。

「キャハッ！」

　風ははしゃいだ声をあげ、右腕を掴つかんでいた影人形へ向かって指を鳴らす。

　なぜか影人形は先程とは違って、鎌鼬で切り裂かれ黒い霧となって消失する。

　風は地に爪つま先さきを付けると、飛ぶようにそらとの距離を縮める。

「か、影人――」

「遅いのじゃ！」

「きゃぁああぁッ！」

　風ふうの蹴けりが、そらを交差した腕ごと吹き飛ばす。

　そのままふわりと着地し、地面に転がったそらを得意気げに見下ろした。

「あの程度で気を抜くとはやはり若造。戦なれしておらぬのじゃ」

「どうして……影人形は切断できないってさっき証明されたはずなのに……」

「ふふふ、妾わらわを誰だれと心得る。百ひやつ鬼き夜や行こう、四し生しよう楼ろうに同盟を組ませた鎌かま鼬いたち一族の風さまじゃぞ。千ち影かげ一族の陰陽術などお主が生まれる前より知り尽くしておるのじゃ」

　風は得意気に腰に手を当てる。

「影人形は自ら動いているわけではない。なら、術者の意識、集中を乱せば存在は簡単に揺れ、元の影へ戻ろうとする。その弱っているところに一撃をたたきこめば楽に倒せるのじゃ。だからお主の意識を乱すため周囲の酸素濃度を低下させてやったのじゃよ」

「酸素濃度を低下？」

　そらがオウムみたいに繰り返す。

「『高山病』という病名ぐらい知ってるじゃろ？　あれじゃよ。だいたい一般的には二千メートル以上になると低酸素状態になり頭痛や吐き気、目眩めまいに襲われるのじゃ。俗に言う山酔いの初期症状じゃな。妾は空気を弄いじり、お主の血中酸素を低下させ『高山病』にさせたのじゃ」

　なるほど、だからさっき突然そらが片かた膝ひざをついたのか。

「若き千影の当主よ。技と力のみ勝利を求めばかりおると先はないぞ。この程度の人材しかおらぬようなら、妾わらわが手を下さぬとも千影に未来はないのぉ～」

「くッ！」

　そらの目の色に怒りの光が差す。

　彼女は跳ね起き、手にした薙刀なぎなたを構えなおした。

「言わせておけば！　そら本当に怒ったんだから！」

「あははっははははっは！　そうか怒ったか！　ならもっと根性をみせてみろなのじゃ！」

　そらは風ふうに負けないほどの殺意を薙刀に乗せ、彼女に襲いかかった。

「やめろよ……」

　そらは今までとは違い、本気で薙刀を振るう。

　風はその一撃を狂気的な笑みでかわしては、隙すきをついては反撃する。

「組織は壊滅したのに。どうして二人は戦わないといけないんだよッ」

　数十分前、オレとそらは、生どらを食べる風を見て和んでいた。

　さらにその数分前、風が助けてくれなかったらオレは今いま頃ごろ、脳みそをぶちまけ殺されていた。

　そんな命の恩人で、レアチーズ生どらが好きな少女――風ふうとそらの二人がどうして本気で殺し合いをしないといけないんだよ！

「もうやめてくれ二人共！　そらと風が戦う理由なんて本来無ないだろうが！」

　いくら叫んでも、彼女たちには届かない。

　こんな時、割って入るだけの力がない自分の無力が恨めしい。

（オレは彼女たちの戦いをただ眺め続けるしかできないのか？）

　視界の端に二人以外の動く影に気付く。

　柱など一本も立っていない潰つぶされたロッジ。

　そこから鼻血と欠けた歯、目に暗い復ふく讐しゆうの火を灯した一人の男が這はい出でてきた。

　男の銃口が距離を取り牽けん制せいし合う風へと向ける。

　彼女の意識は完全にそらとの戦いに注がれ、背後からの照準に気付いていない。

「風！　後ろ！　狙ねらわれてるぞ！」

　声を荒げるが、戦いに集中して届かない。




　パン！




　撃針に打たれ雷管プライマーが小爆発し発射薬パウダーを燃焼させる。

「!?」

　風は予想外からの攻撃に驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　弾丸は真っ白な太ふと股ももに赤い花の痕あとを作り、彼女は地面に倒れ込んでしまう。

　男は野卑な笑みで、さらなる兇きよう弾だんを打ち込もうと引き金を絞る。

「風ぅぅうぅッ！」

　オレは気付けば駆け出していた。

　肩と腕の痛みも今は忘れて、奥歯を砕けるほど食いしばり全速力で走る。

　引き絞られる時間。

　息をするのも忘れ、足を前後に動かす。

　再び耳が鳥肌が立つ落雷のような破裂音を知覚する。

　その音とほぼ同時に地面を蹴けり、風に飛びつく。

　そのまま弾丸に背中を向け、彼女を守るように強く抱き締める。

　腕の中、彼女が驚きに身を固くしたのを感じた。

「うごぉ！」

　顔だけを男へ向けると、そらが薙刀なぎなたで殴り気絶させているのを確認する。

　安あん堵どするのも束の間、風が腕から抜け出し地面に寝ころぶオレを鬼の形相で覗のぞきこんでくる。

「この馬ば鹿か者もの！　無茶をしよって！　どうして傷つけた妾わらわを助けたりするのじゃ！」

「だって足、怪け我がしていたじゃないか。あれじゃ風ふうが逃げられないと思ってさ」

　それに――と、言葉を付け足す。

「助けてくれたから」

「なに……？」

「風は密売組織の奴やつらに殺されそうになったオレを助けくれただろう。だから、風のために体を張るのは当然じゃないか。あとやっぱり子供でも、女の子の傷つく姿は見たくないからさ」

「……馬鹿者め。やっぱりお主は大馬鹿者じゃ。妾は小僧よりずっと年上なんじゃぞ」

「そういえばそうだったな。そんな見た目だとついつい忘れちまうぜ。げほ！　ごほ！」

「し、しっかりするのじゃ小僧！」

　不器用に口元を拭ぬぐう。

「どうやらここまでみたいだ。せっかく風が助けてくれたのに……ごめんな」

「何をあやまっておるんじゃ！　大丈夫、どんな傷だろうと妾が治してやるから安心するのじゃ！　……小僧？」

「…………」

「おい、小僧！　返事をするのじゃ！　小僧ぉおおぉッ！」

　深い闇やみに包まされた山に風の絶叫が木霊こだまする。

　冷たく輝く月はただ黙って、そんな悲しい終わりを照らし続けていた。

「あのぉー」

　と、哀かなしみにくれる風に千ち影かげそらが話しかける。

「盛り上がってるところ申し訳ないですけど。ゆうくんに鉄砲の弾は当たってませんよ」

「え！　マジで!?」

　そらの指摘にオレは地面から体を起こし、各部位を確認する。

　たしかに風に傷つけられた右腕と肩は痛むが、それ以外特に痛む箇か所しよはない。

「だって飛んできた弾が二人に当たると困るから、そらが掴つかんでおいたんだよ。ほら」

　言葉通り、彼女の手の中には鉛玉がひとつ収まっていた。

「ちょっと待て！　なら小僧はどうしてあんな演技をしたのじゃ!?」

「いや、その演技じゃなくて……弾が当たったって勘違いしちゃったみたいで……」

　頭を掻かき愛想笑いする。

　風は怒りで息すら止まったのか、顔を赤くして全身をぷるぷると震わせる。

「えっと、別に風を騙だますつもりはなかったんだよ？　ただ痛みが無ないのは気を失う前兆かと思ってたんだけど、それにしては血が出ないのに気付いたというか――」

「まったくお主たちは……」

　風ふうは大きく溜ため息いきをつき、

「妾わらわの負けなのじゃ」

　と、宣言する。

　オレとそらは互いの顔を見比べ、再び彼女に視線を戻す。

「妾の享楽で傷を負わせ、苦痛を与えたにもかかわらず、体を張って兇きよう弾だんから守るとはの。頭に血がのぼってしもうて、すまなかったなのじゃ。千ち影かげの子よ。お主にも迷惑をかけてしまったの」

　風は真しん摯しな瞳ひとみで深々と頭を下げた。

　最初、その落差に戸惑ったが、

「もういいよ。傷も深くないし、もう血も止まってるから。そらももう怒ってないってさ」

「はぁ～い。ゆうくんの言うとおりそらも全然気にしてません」

「それより自分が悪いと気付いたらちゃんと謝れる子で嬉うれしいよ。偉い偉い」

「うぬぅ？」

　謝罪する風の頭をなでる。

「あ、当たり前じゃ。妾を誰だれと心得る。誇り高き鎌かま鼬いたち一族の風さまじゃぞ！　自身の過ちを認めぬほど器は小さくできておらん！　こら、どうせなでるならちゃんと気持ちよくなるようなでるのじゃ！」

「はいはい、こんな感じか」

「う、うむ。なかなか上う手まいではないか」

　さきほどまで血に飢えた獣みたいに襲いかかってきた風が、頭をなでられ気持ちよさそうに目を細める姿はとても微笑ほほえましかった。





　◇






　千影そらが影人形を出し、密売組織の男たちを拘束する。

　結局、傷と出血で弱ったオレは、倉庫の写真を撮る体力は残っていなかった。

　写真は後のちほど、千影一族の人たちが撮るらしい。

　仕事をしてないからバイト代はもちろん出ない。

『骨折り損のくたびれもうけ』とはまさにこのことだ。

　そらが電話で連絡して帰りの車の手配や、密売組織の壊滅報告と輸送の指示を出すと、声をかけてくる。

「でも、ゆうくん凄すごいね。あの風さまに頭を下げさせるなんて。うちのおじいちゃんでもできないよ」

「そらがいなかったら、今いま頃ごろ血溜まりで倒れていただろうけどな。あのさ、守ってくれてありがとうな」

「お礼なんかいいよ。だってそらはゆうくんをずっと、ずぅ[image: ][image: ]と守るって、幸せにするって約束したんだから」

　暖炉の側に置いたチョコレートみたいな溶けた笑顔で答える。

　そんなオレたちの会話に新しく渡したシャツを着た風ふうが入ってきた。

「小僧、傷口をみせるのじゃ、妾わらわが治してしんぜよう」

「そんなことができるのか？　てか、風も怪け我がしてただろう大丈夫なのか？」

「あたりまえじゃ。もう治したのじゃ！」

　たしかに彼女の言葉通り、足に弾だん痕こんや血の痕あとすら残っていなかった。

　風は得意気げに胸を張り解説する。

「鎌かま鼬いたち一族は三人姉妹しかおらんのじゃが、一番上の姉が人を倒し、二番目の姉が切り裂き、末っ子の妾が薬をつけて出血を治す。だから妾は傷を治す方が得意なのじゃ」

「そ、そうなんだ」

　密売組織を一人で壊滅させておいて、自分は治療のほうが得意って……。

　なら、お姉さんたちはもっと強いのか？

「少々しみるが我慢するのじゃぞ」

　と、言うと口内に溜ためた唾だ液えきを舌先で転がし、右腕を手に取る。

　その傷口へ唾液を垂らし馴な染じませるように舐なめた。

「くッ！」

「んんぅっ……チュッ、ふぅ、んんんぅ、っぁ、ンッ、んんん……」

　唾液の粘度の高い水音。

「ふふふ、悪いとは思うが小僧の生き血なかなか美味じゃぞ」

　口元に付いた血を、容姿から想像できない妖よう艶えんな舌の動きで舐め取る。

　風の治療のお陰で傷口は薄く痕を残し塞ふさがった。

「おお、凄すごい！　本当に傷口が塞がった！」

「今度は肩の傷を治してやるから、ジッとしておるのじゃぞ」

　そして数分で傷は完治した。

　風は唾液で光る唇を拭ぬぐい、夜でも分かるほどほほを赤くしながら、

「おい、小僧……ゆうきと申したな。見てくれの割りには気骨があるではないか。どうじゃ、妾の僕しもべではなく、つ、つがいにならぬか？」

「つがい？」

「妾がその気になれば人間世界で優雅に暮らせるのじゃ。豪華な住処すみかに、山海の珍味の数々。ど、どうじゃ？」

「あぁ～いや、どっちかっていうと年上が好みだから」

「ならば問題ないのじゃ！　妾わらわは百年以上生きた妖あやかしじゃ！　ゆうきより年上じゃぞ！」

「と言われてもなぁ、外見年齢がそれじゃ。だいたいもう婚約者がいるし」

「婚約者!?」

「しかもあとメイドがいたり、自称妻がいたり」

「妻にメイドとな!?」

「それに将来的には婚約者の二人のどっちかと結婚しなくちゃならないって決められてるから、風ふうとは結婚できないんだ。ごめんな」

　申し訳なくなり、頭をなでて機嫌を取る。

「うぬぬぬぬぬ、ええい！　気安く頭をなでるでないのじゃ！」

「うぉ!?　さっきは『気持ちよくなるようになでろ』とか言ってたのに!?」

「黙れ、黙れ、黙るのじゃ！　もういい！　なら、妾の魅力でゆうきを振り向かせればいいだけじゃ！」

「へぇ？　それって……」





　◇






　再びリムジンに乗って家に帰り着いたのは、明け方だった。

　意識と肉体がズレてると錯覚するほど睡魔に襲われながら、寝ているみんなを起こさないように玄関を開ける。

　しかし彼女たちはすでに起きてて、パジャマ姿で出迎えてくれた。

「お帰りなさいませ、優兄さん、そらさん」と小さ夜よちゃん。

「お帰り。意外と早かったわね」とありす。

「……お帰りなさい」と久遠くおんがそれぞれ出迎えてくれる。

「ただいま。もしかして寝ずに待っててくれたのか？」

　愛め衣いが欠伸あくびを噛かみ殺ころし、

「違うわよ。聞き覚えのある車の音がしたからわたしだけでも出迎えてあげようと思ったら、みんな起きて来てたのよ」

「愛衣ちゃん、抜け駆けはいけませんよ」

「小夜ちゃんったら！　別に抜け駆けするつもりはないって何度も言ってたでしょ！　たまたま起きたら、車の音が聞こえただけよ」

「まぁまぁ二人とも。それよりどうだった？　その服のボロボロ具合、ずいぶん酷ひどい目にあったのね！」

　ありすは目を輝かせ嬉き々きとして迫ってくる。

「ありすオマエ、そらの詳しい仕事内容知ってたな！」

「まさか、知るわけないでしょ。でも、写真撮るだけで十万円なんて、ちょっと考えれば怪しいって分かるでしょ」

「ううぅ～金に目を眩くらんだオレがバカだった……」

「でも良かったじゃない生きて帰ってこれて。しかも一日のバイトで十万円も稼げて」

「いや、それが色々あって写真は撮れなくて、バイト代もらえなくてさ。代わりというか、なんというか」

「ゆうき！　いつまで玄関先で喋しやべっておるのじゃ！　早はよう、中に入れるのじゃ！」

「「「「!?」」」」

　愛め衣いたちに余計な誤解を与えないため、事態を説明しようとしたが、その台詞せりふを裸の上にシャツだけを着た少女――鎌かま鼬いたち一族の風ふうがさえぎり姿をあらわす。

「早々に出迎えとは気が利くではないか。ごくろう。妾わらわは眠い、早く寝床に案内するのじゃ」

　絶句し、凍り付く愛衣たちの脇わきをすり抜け、足の汚れも落とさずぺたぺたと勝手に家へ上がる。

　その足を止め、愛衣たちへ振り返り忠告する。

「そうそう。ゆうきは妾のつがいだ。こやつにちょっかいを出すのは構わぬが、ちゃんと妾の許可をとってからするがよい。分かったな。ふぁぁあぁ～むにゃ、どうした。ほれ早く妾を寝床へ案内するのじゃ」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度だが、愛衣たちが問題にしたのはそこではない。

「ちょっと優ゆう樹き！　つがいってなによ!?」

「優兄さん！　誰だれですか、この幼女は!?　はっ！　まさかバイト代がもらえなかった代わりに……」

　出迎えてくれた女性陣の視線が絶対零度まで冷え切る。

　慌てて弁解する。

「違うって！　バイト代十万円の代わりに現物支給とかでもらってきた女の子じゃないよ！　ちょっと説明が面倒なんだけど、あっちで色々あったんだって！」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ」

「バイトから幼女を連れて帰ってくるなんて……さて、ちょっと警察に電話しようかな」

「ありす!?　本気で警察の番号押すな！」

　遠く聞こえてくるパトカーのサイレン音。

　オレが温かい布団で眠れるのはまだ随分先のようだ……。


【ＥＮＤ】







■Epilogue　初はつ恋こい煩わずらい







　溶けた鉄に似た赤い夕陽を浴びながら、倉くら田た家の居間に全員が集まっていた。

　愛め衣いたちにはまず睡眠を取り、起きたら風ふうについて話をすると約束をした。

　そして先程、ようやく彼女の説明をし終えたのだ。

　話を聞いたみんなは驚きの表情を浮かべる。

「この人があの鎌かま鼬いたち一族の風さんなんだ」

　愛衣はしみじみと呟つぶやく。

　無人島で生活をしていた久遠くおんですら、風を知っていた。

　どうやら本当に有名な妖あやかしらしい。

「どうじゃゆうき。妾わらわの凄すごさが分かったかえ？」

　自慢げに薄い胸を張りながら、風は昨日食べて気に入った生どらを囓かじっている。

　彼女は相変わらず裸の上にＴシャツ姿だ。

　小さ夜よちゃんが淹いれてくれた熱いお茶で喉のどを潤しながら、しみじみ呟く。

「しかし、まさか妾が神かみ喰くい一いち族ぞくの者に嫁ぐとはの。昔一度だけ会ったことがあるが……因果なものじゃな」

「いや、別に嫁いでないだろ」

「何、妾が本気を出し、このないすばでぃーで誘惑すればゆうきの方から『風さま、どうかオレのつがいになってくれ！』と言い出すのじゃ」

「ぷっ、どこかナイスバディーだよ」

「何を言う！　お色気満載ではないか、ほれ、チラ♪」

　Ｔシャツのすそをひっぱり胸元をみせる。

　だが、容姿年齢からどう頑張っても子供が大人おとなぶっているようにしか見えない。

　興奮するよりほのぼのする。

「だから、子供のおままごとみたいで反応できないって。そういえば昔、愛衣がまだ風ぐらいの時、一緒におままごとしたけど、ってどうかしたみんな？　そんな鳩はとが豆鉄砲を一ダースおみまいされたような顔して」

「優ゆう樹き、あんたは聞こえなかったの？」

「何がだ？」

「風さんがさっき言ったこと！　『神喰一族に昔会ったことがある』って！」

「…………………………おおぉ!?」

　愛衣の指摘にようやく気付く。

「風は神喰一族の人たちに会ったのか!?」

「うむ、あるぞ。最後の生き残りと呼ばれた二人の兄弟にの」

　最後の生どら（レアチーズ味）を飲みこみ、懐かしそうに話す。

「妾わらわが会ったのは兄のほうじゃ。あれは何年前じゃったかの……明治十年の夏頃ごろじゃったな。西南戦争が勃ぼつ発ぱつした年じゃ。うむ、間違いない。その当時、噂うわさになってた神かみ喰くい一いち族ぞくの顔を一度は拝んでおこうと思っての。当時、神喰一族を監視し保護、隔離していた四し生しよう楼ろうの目をくぐり抜け会いに行ったのじゃ」

「それでどんな人だったんですか!?」

　小さ夜よちゃんが興奮気味に質問する。

　風ふうはお茶をゆっくりとすすってから口を開く。

「噂で聞いた悪鬼羅ら刹せつのような姿形を想像しておったのじゃが、見た目は普通の人間と同じだったの。ただその男は大層変わったヤツでな。『将来、この箱庭から逃れて俺おれは幼女ハーレムを作る！』と鼻息を粗あらくしておったのじゃ。妾にもそのはーれむに入らないかとしつこく誘ってきたんじゃが興味もないし、目的も果たしたので早々に立ち去ったのじゃ。それ以来、一度も会っておらんの」

「たいした情報はないな。それにしてもその神喰一族の人、凄すごいダメ人間臭がするよな。幼女ハーレムって、犯罪者かよ」

「まるでユウキみたいね」

「ちょっ、ありす!?　そんな犯罪者予備軍と一緒にするな！　だいたいオレは年上の方が――！」

　しかし反対意見は女子たちによって無視される。

「たしかにありすさんの言うとおり、優兄さんとどことなく似てますね」

「ほんとにものすごく似てるわね。『幼女ハーレム』のところを、『年上お姉さんハーレム』に直したら驚くぐらいぴったりよ」

「さすが愛め衣いちゃん。ゆうくんなら、たしかに言いそうだよ」

「……（こくこく）」

　そらが愉快そうに笑い、久遠くおんが真剣な表情で同意する。

　オレは彼女たちにどんな目で見られているんだ？

「ふむ、言われてみればたしかに妾をはーれむに誘った男にどことなく似てるの」

「風の思い過ごしだろ。それともそのハーレムに誘った人が、オレのご先祖さまとか言うんじゃないだろうな」

「それはありえないから大丈夫じゃ」

　風が否定する。

「噂でその男は子もなさず病死したと聞いたからの。神喰一族の者たちは死因すら公表せぬことがおおかったが、そやつだけは珍しくはっきりと四生楼が断言したのじゃ」

「てか、その人以外死因すら公表してないのかよ……」

「神かみ喰くい一いち族ぞくは四し生しよう楼ろうの中でもトップシークレットだからしょうがないよぉ～。そらが噂うわさで聞いた話じゃ、ほとんどの神喰一族の人は衰弱死だったらしいよ」

　と、四生楼の一角、千ち影かげ一族長のそらが横から口を挟む。

　風ふうは触発され、さらに古い過去を思い返す。

「倒幕後、明治政府は列強諸国に対抗するため富国強兵を国策の基本にした時代じゃった。そんな時代に妖あやかしや人がいがみ合っていては外の国に食いつぶされるだけじゃ。国を憂いた妾わらわは百ひやつ鬼き夜や行こうと四生楼を説得し、同盟を結ばせたのじゃ。懐かしいの～。当時、妾の考えに賛同してくれる妖も陰おん陽みよう師じも少なかったのじゃ。今、振り返ってもよく同盟を結ばせるまで行ったもんじゃ」

　ずずず～っ、目を細め熱いお茶をすする。

　黙って話を聞いていたが、歴史の生き証人である風から直接話を聞くとその業績の偉大さに目眩めまいを覚える。

　風の凄すごさをようやく理解して冷や汗を掻かく。

「さて腹も満たされたし、もう一眠りするかの」

　風が欠伸あくびをして仮にあてがわれたそらの部屋へ向かう。

「それじゃ私は夕飯の準備をしますね。くーちゃん手伝ってくださいますか？」

「……（こくり）」

「小さ夜よちゃん。わたしも手伝うわ」

「愛め衣いちゃんは、そのお皿を並べるのをお願いします」

　三人が台所に消えるのを見送りながら、残った二人に声をかける。

「ありすとそらはどうする？」

「そうね。夕ご飯ができるまでユウキの盗撮写真の整理――げふん、げふん。ゲームの続きでもしようかしら」

「今なんて言った！　盗撮写真!?　もう一度言えこのダメメイド！　略してダメイド！」

「違うわよ、ワタシは盗撮写真じゃなくて盗撮動画、音声の整理をしようかなって言おうとしたのよ」

「なんだ盗撮動画と音声か、って！　さっきより酷ひどくなってる!?」

　冗談よ、と悪戯いたずらっぽい笑みを残してありすも居間から姿を消す。

　本当に冗談だろうな……。

「ゆうくん、ゆうくん」

「ん？　なんだそら。漫画本なら部屋から適当に持ってていいぞ」

「違うよ。あのね、はいこれ」

　そらは一枚の封筒を差し出してくる。

「なんだ手紙か？」

「違うよ、昨日のバイト代だよ」

「マジで!?」

　思わず叫び、封筒を開ける。

　一万円がそこには入っていた。

「いいのか!?　結局、写真一枚も撮れなかったのに！」

「うん。たしかに写真は撮れなかったけど、頑張ってくれたから。それにもしゆうくんがいなかったら、密売組織の人たち全員、風ふうさまに殺されていたかもしれないし。お陰で他ほかの密輸品の情報も取れそうなんだよ～。だから、全額払う訳わけにはいかないけど一割なら愛め衣いちゃんもきっと怒らないよ」

「サンキューそら！」

　一万円札をポケットにしまうと玄関へ向かう。

「ゆうくん、どこにいくの？」

「月刊雑誌とマンガの新刊を買ってくる。マジでサンキュー！」

「あんまり無駄使いしちゃダメだよぉ」

　そらは息子に釘くぎを刺す母親のように微苦笑する。

「分かってるよ。そんじゃ夕飯までには帰ってくるから」





　◇






「ふふ～ん、一万円♪　みんな大好き諭吉さま～。ふふふふ[image: ][image: ]ん♪」

　スキップしながら本屋へ向かう。

　夕方の住宅街。

　本来なら人ひと気けの多い時間帯だが、なぜか誰だれともすれ違わない。

　オレはそんな些さ細さいなことを気にせず、陽気に鼻歌を続ける。

「ふふ～ん、一万円♪　みんなラブラブ諭吉さま～、と」

　排気音。

　五十メートル先の曲がり角から一台の大型トラックが姿をあらわす。

　オレは慌ててスキップと即興曲を止め端によった。

「ん？」

　異変に気付く。

　どういう訳か目の前から走ってくる大型トラックに、運転手の姿が見えない。

　ぞくり――と、悪寒が走る。

　まるで死神にうなじをなでられたようだ。

　大型トラックがそのスピードをあげる。

　しかも、端によっているオレへ向かって真まっ直すぐに。

「おいおい、ちょっと待てよ。ハリウッド映画じゃないんだぞ」

　数歩後あとずさり、一気に背を向け走り出す。

　だが、大型トラックはまるで生いき物ものみたいに、その動きに反応してさらにスピードをあげる。

　サイドミラーが電柱と接触し、後方へ吹き飛ぶ。

　それでも構わず、追いかけてくる。

　オレは息を切らせ角を曲がった。

　トラックも勢いを止めず、後を追ってくる。

　曲がりきれず後方の車体が滑り、ブロック塀と接触し破壊、崩す。

「完全にオレのこと狙ねらってるじゃねぇか！」

　必死に走るが所しよ詮せんは人の足。

　車に勝てるはずもなく、距離を縮められる。

「!?」

　背後を気にかけながら走っていたせいで、マヌケにもつまずき転んでしまった。

　反射的に右手をコンクリートに伸ばす。

　手のひらの皮と肉がめくれ、目に鮮やかな血を滲にじませる。

　地面に手と膝ひざを付いているから感じる微震動。

　大型トラックが威嚇するようにクラクションを鳴らす。

　全身を震えがおおう。

　目の前に圧倒的に迫る鉄の塊かたまりが、オレの身体を挽ひき潰つぶそうとする。




「悪い子。私の優ゆう樹きさんを殺してはダメよ」




　懐かしい声こわ音ね。

　気付けば大型トラックとオレの間に一人の女性が立っていた。

　雨が降っていないのに左手には唐傘を開き、首筋まで伸ばしたおかっぱ。

　旧型のセーラー服に袖そでを通し、靴下、ローファーを履いていた。

　背中を向けられているから容姿は分からない。

　女性はゆったりとした動きで突っ込んでくる大型トラックに片手を向ける。

「この針は、おぼ鉤かぎ、すず鉤、貧鉤、うる鉤」

　女性と大型トラックが接触する。

　しかし、彼女は物理法則に反して吹き飛ぶどころか、微動だにしなかった。

　逆に大型トラックに異変が起きる。

　トラックは指が触れた真ん中から、真まっ二ぷたつに引き裂かれていく。

　まるでモーゼが海を割ったように、トラックが女性を避よけて自ら体を引き裂いているようだった。

　左右に裂けた暴走トラックは、左右の住宅に突き刺さりようやく停止した。

　住宅からは悲鳴が聞こえない。

　運がいいことに留守みたいだ。

　裂けた大型トラックの切り口に注目する。

　刃物で切ったみたいに真まっ直すぐではない。

　ある一部は高熱を浴びたように熔よう解かいし、ある一部は数百年経ったみたいに赤く錆さび、焼き菓子みたいにボロボロになっている。

　どんなことをすればあの一瞬でこんな状態になるんだ？

　まるで悪魔の手品を見せられた気分だ。

「……久しぶりね。優ゆう樹きさん」

「!?」

　トラックから女性に視線を向ける。

　彼女はいまだ座り込んでいるオレを見下ろしていた。

　喉のどには愛め衣いのとよく似た黒い首輪。

　鈴も同じように二個揺れている。

　その首輪も、鈴も、髪も、服も、靴も、靴下も、唐傘も全すべてを見透かした大きな瞳ひとみも闇やみよりなお濃い黒だった。

　唯一胸元の赤いスカーフと浮世離れした肌の白さ以外、カラスのように黒で統一した女性だ。

　一瞬、自分がすでに死んでいて、幻を視みているのだと錯覚する。

　もしくはこれが死ぬ寸前に視るという走そう馬ま燈とうなのか？

　震える唇で呟つぶやく。

「おねえちゃん……初はつ音ね、お姉ちゃん？」




　逢おう魔まが時とき。




　オレは数年ぶりに、初恋の姉の微笑ほほえみを瞳に映す。

　黒い鈴が不吉を謳うたうように風に揺れた。





【ＥＮＤ】







あとがき




　皆さんどうもお久しぶりです。倉くら田たくんを書かせて頂いております斉さい藤とうです。

　今回の後書きは三ページもいただいちゃいました！　つまり色々やりたい放題できるわけですよ！　それでは早速、行ってみましょう！

　――裸で額ひたいがこすれて血が出るほど土下座をする斉藤真しん也やの図

　初っぱなから土下座もどうかと思いますが、まずは謝罪＆言い訳から。

　えぇ～五巻は前巻と大分あいだが空いてしまいましたが、その理由はドラマＣＤと５巻を同時に進行した斉藤の手が遅かった為です（額が地面に埋まるほどに土下座のポーズ）。

　楽しみにしてくださっていた方々大変申し訳ありません。

　でもお陰さまでドラマＣＤは頑張りました！　主にエロ的な意味合いでも！

　とくに戌いぬ威い小さ夜よちゃんのヤンデレシーンは、関係者皆さまから大変ご好評をいただいております。某ヤンデレ過ぎて眠れないドラマＣＤを作っているプロデューサーさまに褒められたほどです。

　ちなみに褒められた時の台詞せりふは「台本を文字というか呪詛の言葉が埋め尽くしてる――普通の人じゃ書けないよね、正気の沙さ汰たじゃないよねコレ」でした。あ、あれ、これってよく考えたらヤンデレは褒められてるけど斉藤の人格は全否定な気がしますよ!?




　また、『倉田くん』の展開はドラマＣＤだけじゃありません！　三月二十三日にコミック版『オトコを見せてよ倉田くん！』第一巻が発売されます！

　ドンドン☆　パフパフ♪

　コミック版ではなまもななせ先生の手により愛め衣いや小夜、優ゆう樹きたちが可愛かわいく、魅力的に描かれちゃってます！

　そんな中学生で妖あやかし・獣耳の彼女たちに迫られる修羅場シーンは必読ですよ！

　自分も一読者としてが楽しみでしかたありません！

　いやぁ～しかし、こうして５巻を出せるほど長く『倉田くん』を書かせていただけているのも、ドラマＣＤやコミカライズなどメディア展開されたのも、『倉田くん』を支えてくださった読者の皆さま・関係者の皆さまのお陰です。

　それでは最後になりましたが、恒例の謝辞を書かせていただきます！

　まず最初はやはりイラストを担当してくださっているフミオさま！　新キャラの風ふうをあんなにチビ可愛く描いてくださって本当にありがとうございます！　白黒イラスト一枚目の小夜ちゃんのおへそも素晴らしくエロくて感動しております！　倉田くんが５巻まで出せたのは、まさにフミオさまのエロ可愛いイラストのお陰です！

　コミカライズを担当してくださっているなまもななせさま！　毎月、アライブで倉田くんを読むたび自分で書いた原作なのに笑ったり、ニヤニヤしたり、愛め衣いや小さ夜よなどの下着にドキドキしてしまいます。素晴らしいコミカライズを誠にありがとうございます！

　ドラマＣＤ制作を担当してくださっているビートニクスさま。ドラマＣＤシナリオにつきまして、大変ご迷惑をおかけして申し訳ありません！　根気強く何度もご指示をいただいたお陰で最後まで全力で書くことができました。本当にありがとうございます！

　担当のＨさま！　いつも的確なアドバイスをして頂きまして誠にありがとうございます！　自分は勘が鈍くご迷惑をお掛けしておりますが、さらに面白いものが書けるよう、より一層努力致します！　編集長さま、校正さま、営業さま、また本書にご尽力下さっている皆さま、本当にありがとうございます！

　最後になりましたが読者さまへ。倉くら田たくんも五巻を無事発売することができました。こうして書き続けられるのも、皆さま方のお陰です。心の底から、できれば一人ずつお礼の言葉と共に頭をさげたいほど感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます！　今後も少しでも皆さまに『面白い！』と思っていただけるよう頑張りますので、応援よろしくお願いします！
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　　コミックスも同時発売だよ！




　イラストレーター

　フミオ
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